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表紙

国際宇宙年(1SY)に向けた三菱電機の宇宙開発

1992年は,コロンプスの新大陸発見後500年及びスフートニ"ク 1号の打上

げ後35年を記念した国際宇宙年であるこれを契機に,宇宙開発の更なる推進

が国際的に進められている宇宙開発事業団によって2月に打上げ予定の地球

資源衛星1号(当社が主契約者)は,地球環境保全等への貢献に国際的にも期待

が高く,国際宇宙年の幕明けにふさわしいイベントといえる

当社は,我が国の宇宙開発の黎明期から各種の人工衛星,地上機器及び大型

望遠鏡の開発等に積極的に取り組み,その進展に貢献してきた。今後とも,有

人宇宙船の時代へ大きく変遷していく21世紀に向け,技術の向上と文化の発展

を目指し,従来にも増して積極的に宇宙開発を推進するつもりである
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巻頭

常務取締役

開発本部長

工学博士大野榮一

謹人で新年の御挨拶を申し上げます。

日本経済は,60か月にわたって成長を続けてまいりまし

たが,一昨年度後半からの減速傾向が顕著になるなどここ

数年にはなかった憂慮すべき景気状況となっております。

一方,我が国はこのような情勢の中で,政治的にも経済的

にもますます大きな国際的役割と責任を果たすことが期待

されております。

我が国の電機産業は,常に進歩する技術力に裏付けられ

た多様な製品の提供により,新しい生活スタイルの創造と

豊かな社会の建設に貢献してきました。昨今の経済環境下

においても引き続き21世紀を支える技術革新を進めてまい

らねばなりません。

当社では,これらの情勢に鑑み,製造,販売はもとより,

研究開発に至るまで世界各地に拠点を広げ,世界的視野に

立って技術力の強化を図りつつ,環境問題への対応、も進め

るなど,社会の発展に貢献してまいりました。研究開発面

での昨年の主な出来事,成果は次のとおりです

研究分野では,初の海夕Wf究所(米国)の開所に代表され

るグローバル化,超LS1関連の新設計棟及ひ情報通信関連

の東部第2研究棟の完成,64M DRAM開発を目指すULSI

研究・開発棟の着工など研究環境を整えてまいりました。

そして,アナログメモリ付き光ニューロチップなどの新デ

バイス,溶融炭酸塩型燃料電池など地球環境を守るクリー

ンな工不ルギーシステム,ハイビジョン静止画ディスク装

置等の映像関連の新製品,人問とコンピュータとの協調を

目指したエキスパートシステムなど,21世紀につな(、)が

る数多くの新技術を開発しました。

電力・エネルギー分野では,電力需要と高度情報化によ

る電力の質への要望に対応して,系統の安定化を図った世

界最大容量のSVG (静止形無効電力発生装置),防災性に

優れた世界初の超高圧大容量ガス絶縁変圧器,運転員の大

幅負担軽減を目的とした次期原子カプラント用中央計装シ

ステムプロトタイプ,開閉所を無人化するための運転・保

守支援システムを装備した新型550kv GIS等を完成しま

した。

民生・産業用システムと機器の分野では,最適化の二ー

スにこたえ,プラント用各種コンポーネントのシリーズ化

・小型化を進め,国内最大容量の無停電電源装置(5,250

kvA)の完成,世界初のセメントエ場キルン駆動用GTO

インハータ可変速システムと大容量化ミシンのハイパワー

シリーズ等の完成,最薄型・最軽量電子式電力量計の開発

などを達成しました。

宇宙分野では,通信放送技術衛星 COMETS)の主要サプ

システムを受注するとともに,地球観測プラットホーム技

術衛星(ADEOS)の開発を進めております。また,地球資

源衛星1号(ERS・1)の認定試験を完了し,本年2月打上

げに向けて準備中です。さらに,天体観測では,国立天文

台がハワイ島に建設する大型光学赤外線望遠鏡の第1期工

事を受注し,世界一の性能を目指して開発に着手しました。

情報通信の分野では,ダウンサイシング化やマルチベン

ダ化などの浸透による需要構造の変化と,システム化やパ

ーソナル化の一層の進展に対応、して,問題解決に向けたシ

ステムソリューンヨンを提供してまいりました。システ

ム構築用のコンピュータとしては汎用機からパーソナル

コンピュータまでの各機種の新製品を投入し,通信分野で

は,最新技術を駆使した小型携帯電話機,高速ネットワー

ク機器等を開発しました

半導体・電子デハイスの分野では,基礎技術と ASIC製

品の開発を進めており,最小加工寸法0.5μm プロセスを

用いて高速・低消費電力の16M DRAM を開発し,マイク

ロコンピュータ,ゲートアレー, SRAM等については大容

量化・高性能化・低消費電力化・低駆動電圧化を進めまし

た。また,ディスプレイに関しては,従来のCRT に加え

て,旭硝子側と共同で総アドバンスト・ディスプレイを設

立し, TFT型LCDの量産化技術開発を開始しました。

建築関連設備の分野では,"快"を基本コンセプトにした

エレベーター"ACCEL・AI"を開発し,冷凍空調では特定フ

ロン規制への対応を進めるとともに,業界初の"光通信バ

スリンク"採用のビル空調システムを開発しました。さら

に,様々な規模のビルに対応できる照明制御システム

"super-MELSAVE",インテリジェントビルシステム"マ

イバスインテグラ",世界最小画素ピッチの屋内形オーロ

ラビジョンなどを開発しました。

交通の分野ては,より快適で便利な輸送システムを目指

して種々の挑戦が行われており,磁気浮上鉄道では山梨実

験線に向けて実機の製作に着手しました。また,最近開発

した非接触IC力ード式乗車券システムは利用者の利便性

向上の面で大きな期待が寄せられています。

自動車分野では,環境汚染対策と安全性確保の観点から,

燃料の絶対量を減らす希薄燃焼システム及び走行安定性を

向上させる 4輪操だ(舵)システムを開発しました。また,

車室内でもコンサートホールと同じ雰囲気で音楽が楽しめ

るDSP使用の音響機器を開発しました。

家電関連分野では,使いやすさを主眼としたファジー制

御技術適用製品の開発,包装資材の削減,再資源化を考慮

した製品設計,機器の低騒音化を進めるとともに,大画面

・高画質・高音質化により,劇場の迫力の"シネマ・ヌー

ボー"や3軸織りアラミソドハニカム振動板スピーカーな

どがあげられます

本年の経済見通しは,前年後半同様,国内では景気減速,

対外的には大幅な貿易不均衡という厳しい環境の中で推移

すると予想、され予断を許しませ人。このような状況下にお

いて,日本の国際的責任はますます重くなると思われます。

科学技術の面でも創造的研究活動の促進とともに,より緊

密な国際共同プロジェクトへの参画など,新しいグローバ

ル化時代に向けての転換を図りつつ,人類社会に貢献した

いと念願致しておりますので,本年もより一層の御支援と

御協力をお願い申し上げます。

言



ピツクス研究・開発

内部改質方式溶融炭酸塩型燃料電池

溶触炭酸塩型燃料電池は発電効率力漕く,環寛性に優れた

将来の新発電システムとして実用化力朔待されている。溶融

炭酸塩型燃料電池には,燃料ガスを改質する改質器を電池本

体と別に設置する"外部改質方式"と電池本体に組み込人だ

"内部改質方式"があり,当社では特に発電効率力漕く,シ

ステムがコンパクトになるという特長を持った"内部改質方

式"の研究開発を重点的に進めている。

内部改質方式溶融炭醐盆型燃料電池には,触媒を直接電池

内部に設置する直接型と,触媒を改質器に入れて電池内部に

設置する間接型があり,直接型は新エネルギー・産剰鮒覗急

合開発機構の委託で,また間接型は関西電力側との共同研

究で研究開発を進めている。

平成3年には,5kW 級直接型(899Cが一50セル)と30

kW 級間接型(5,0000が一62セル)のスタ、,クを試イ乍し,運

転評価を実施した特に30kW級間接型スタックでは,

2,000時間にわたる運転評価において終始良くそろったセル

特性と,溶融炭酸塩型燃料電池としては現在世界最大の発電

出力35.1kW を達成したさらに,この運転評価では,カ

ノ、イビジョン青争止画ディスク装置

財ハイビジ,ン普及支援センターがまとめた技術ガイド

ラインに沿ったハイビジョン静止画ディスク装置を開発した。

国内の標準方式に準拠しており,ソフトの互換性力洗保され

ている。主な機能は次のとおりである。

①豊富な表現力

静止画面の切替時にワイプ,スクロールなど約50種類も

の豊富な画面効果機能で画面に変化を与え,画面の演出効果

を高められる。さらに,画像ディスクと音声ディスクとの同

期再生機能を持ち,画像にナレーシ,ンやBGM を付加し,

画面効果機能と合わせて静止画像をストーリ〕性を持った作

品として再生できる。

②各種側象機器との接続力河能

ディジタル及ぴアナログのインタフェース端子を持ち,ハ

イビジ,ン静止画カメラ,イメージスキャナ等の映像入力機

器と接続してユーザーカ溶易に静止画ディスク装置に画像を

蓄積したり,またビデオプリンタによって記録された画像を

印刷することもできる。

3)大容量画像ファイルとして応用可能

国際規格に準拠した画像データ圧縮機能qpEG)を持ち,

ソードガス循環,走動用ガスバーナ,再生熱交換器,ガス精

製分離装置を用いたC02回収・循環などシステム構成要素

技術の検証を行うとともに,都市ガス(天然ガス)を燃料と

して直接スタックに導いて運転することに成功するなど,発

電システムの早期実用化に向かって大きく前進した。

30kW級問接内部改質電池の試験風景

駆'

＼・

恨」

.

光ディスク 1枚に1,5m枚ネ呈度の画像データをファイルでき

る。再生時には,必要な圧縮データを光ディスクから2秒以

内に取り出せる。

ハイピノヨン静止画ティスク装署
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光変調オーバーライト光ディスク装置

丁スト記録

,記録パワ一対信号レベル:
テープル作成

L-ーーーーーーーーーーーーーーーーーJ

1 域値による判定 1

:最適記録パワ一の決定:

CPU
最適記録

3値変調回路に低記録パワー,

高記録パワ一設定

自動最適記録方式ブロック図

光ディスク装置の三酸示時データ転送レート向上の方法とし

て,オーバーライト1鮴iが注目されているこのたぴ,当社

開発による初期化磁石不要型の光変調オーバーライト媒体を

使ったオーバーライト光ディスク装置を開発した。

この装置は,現行のIS0規格りライタブル型光ディスク

装置を基にして,これにデータを2イ直三酸示するためのレーザ

光強度3段階変調機能と,2イ直三哉示によるパワーマージン領

域減少'を補償するための自動最適記録方式機能とを付加した

ものである。

最適記録条件の設定は,媒体交換時に媒体の指定されたテ

スト領域にレーザ光強度を走査しテスト録再を行い,その再

再生信号

走査

パワー

PN

タイオ

最適パワー

媒体

ト

アナログメモリ付きモノリシック光ニューロチップ

M,凱^●

大規模なニューラルネットワークモデルを高速にシミュ

レート可能なニューロチップの研究・開発が盛人である。当

社では,空間並列性に優れた光1鮒iを用いた光ニューロチッ

プの研究を進めている。今回開発したアナログメモリ付きモ

ノリシック光ニューロチップは,シナプス素子である感度可

変受光素子にアナログメモリの機能を持たせることにより,

学習結果を受光感度の形で記憶・側寺することを可能とした

ものである。記憶保持時間は約20分である。また,図(0)に

示すように,発光素子アレーと感度可変受光素子アレーとを

立体的にモノリシック集積化することに成功し,大規1莫鱈責

化への道を開くことができた。図化)はチップの夕幟写真で

ある。GaAS基板ヒに8個の発光素子,64個の感度可変受光

素子がモノリシック塘責化されている。チップサイズは,縦

5mmX横6mmである。演算素子(ニューロン)と記憶素子

(シナプス)が相互に結合しながら同一基板上に集積化され

ている点で,人間の脳により近い構造の光ニューロチップ実

現への道を開いたといえる。今後の課題として,記憶内容の

書込み効率の向上,大規模塘責化などがあげられる。

b 光変調オーバーライト光丁イスク装置

生信号エンベロープが,あらかじめ決められた判定値を超え

る条件を基に行う図(司にブロック図を尓す。媒体の感度

に応じてドライブ自身が自己最適三酸剥犬態に設定されるため,

信頼度の高い三哉示ができる。

このオーバーライト方式によれば,レーザ光強度変調のみ

でオーバーライトを行うことができ,バイアス磁界は低値固

定で済むという特長力町尋られる。さらに,現行りライタブル

媒体と下位互換を持ち,オーバーライト方式の主流になると

期待されている。

今後,この方式の特長である磁界印加機構簡剛ヒを生かし,

装置の薄型化,低消費電力化を図っていく予定である。

A

光書込み信号 880nm

(田アナログメモリ付きモノリシック光ニユーロチップの構造

GaAS基板

801

/

電気誓込み信号

V

光読出し信号 850nm

＼
発光素子領域

山)チップの外観写真
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ピックス電力・エネルギ^

次期原子カプラント新形中央計装システムの開発・検証

原子カプラント運ま云監視システムのより一層の運転操作性

向上を目標に,人間と機械の役割分担を適正化し,最新のマ

ンマシンデバイスを適用するとともに,知識情報処理に基づ

く運転ガイド機能を備えた新しい中央言隈設備の開発を,

菱重工業総,三菱原子力工業枕と共同で進め,その有効性

を確認、すべく電力会社の原子力発哥斤運転員による運転撫正

を実施した。

この設備は,プラントの総合監視を容易化するために,警

報と主要パラメータを表示する大型表示装置と,従来の制御

盤上の計器・操作器をCRT やフラットディスプレイパネ

ル上に一括表示しタ"チ操作化することで,運転員の心理的

肉体的負担軽減を図ったコンパクトな制御盤等から構成され

る。

_菱電機技報・ V01.66 ・ NO 1 ・ 1992

関西電力株犬山開閉所向け
世界最大容量 154kV土80MVA SVGの完成

154kV士80MVA 世界最大容量系統安定化用SVG (static

Var G印erator)を関西電力総と共同で開発し,関西電力

繍犬山開閉所に納入,1991年3月から運転を開始した。今

回開発したSVGは,系統事故時の安定送電及ぴ送電電力の

増大などを目的とし,系統重力1部リ制,系統電圧安定維持を行

うものである。

SVG は,従来の無効電力補償装置のような分路りアクト

ル,電力用コンデンサを用いた装置とは原理的に異なり,大

容量GTO (4.5kv,3.okA)を用いた自励式インバータで

静止形無効電力補償装置を構成しており,次のような特長が

ある。

(1)分路りアクトル,電力用コンデンサを用いないため設置

スペースが小さい。

(2)多相インバータ化により,高周波フィルタは不要

③高速連続制御

④定電流特性のため系統安定効果が大きい。

5)定常運車尉員失が小さい。

6)二重系ディジタル制御ΦDC)の採用による高信ま霞化

現地納入後に実施された完系統声弌験において,期待どおり

の良好な系1流動1瓢Π制効果,送電限界電力量向上効果,電圧

監視操作統合化画面例

^

■

閣

次期原子カプラント新形中央計装プロトタイプ設備

口

変動抑制効果があること力硫認され,現在j順調に実運用中で

ある

また, SVGの直流側に有効電力源を接続すれば,有効電

力と無効電力の両方の調整力河能となるため,今後,自励式

周波数変換装置等への幅広い適用力朔待される。

450OV,300OA

大容量GTO

二 1ぐ.C 自励式インバータ装置

命村是之那
〆腿剖

心MI・ 1/傭
'1鯲・

__^^^^^

SVG プラント全景
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関西電力株枚方変電所向け
275kv,30OMVA液冷式ガス絶縁変圧器

関西電力総枚方変電所に,世界初の275kv,30OMVA

ガス絶縁変圧器を納入,1991年3月運転を開始した。

この変圧器は,関西電力掬と共同で研究を進めてきた高

電圧・大容量ガス絶縁変圧器の開発成果によるものである。

特長は次のとおりである

1 ホ瞬方式:SF6ガスとフロロカーポン蒸気とのハイブリ

ソドによるネ色縁。

②冷却方式:無公害冷媒(フロン規制対象外)のフロロカ

ーポンによる液冷却式。

3 巻線絶縁材料:SF6ガス中での巻線絶縁(ターン間絶

縁)能力及ぴ万一の補機電源喪失時の許容運転時間確保のた

め,高耐熱性のフィルム材料を採用。

④負荷時タップ切換器:長寿命で無汚損の真空スイッチを

採用。

不燃で防災性に優れた騨寛調和形の高翻王・大容量ガス絶

縁変圧器により,ガス絶縁開閉装置(GIS)と組み合わせた

超高圧変哥斤のトータルガス絶縁化力漢現変哥斤のコンパ

クト化力河能となった。

将来,高囿王・大容量ガス絶縁変圧器は,ビル内に設置す

る地下式変哥斤,都市周辺部の屋外変苛斤への設置力朔待さ

れる。

中部電力株豊根開閉所納め新形 550kv GIS

中部電力掬50okV第一基幹系統の重要拠点となる豊根開

閉所に低減UWL形550kV 大容量GIS(定格電流4/6/8

kA)を納入し,平成5年6月の運開を目指して現在据え付け

中である 1期分工事は,送謝泉ユニット6ユニットを含む

合計10ユニットの規模で,将来さらに2ユニット増設予定

である。この大規模開閉所は無人化を実現するために,①

ルート断防止の観点から母糸泉連絡ユニットには遮断器を二重

化する新方式の採用,②健全回線への早期復旧を可能とすべ

く,故障点標定装置による運転支援システムの適用,③機器

の予測保全のため,各種センサによる保守支援システムの適

用,等を図っている。さらに,構成機器の高信頼度化を達成

するために,新升三高性能消す瓜室・棄斤升努由圧操作装置採用の遮

断器,抵抗限流遮断方式のループ電流開閉用断路Z¥,及ぴ高

性能避雷器,等の新機種を適用するとともに,三相一1磊3主

母線(三相一括形絶縁スペーサ適用)と母線一体形断路器,

三極単投方式の断朧&・接地開閉器,及ひ計器用変流捌又納

容器とべローズとの一体化等,部品点数の削減による高信頼

度化・縮d寸ヒも達成している。また,輸送に関しては,可動

音倒又納機器を工場ネ且立形態で直送して現地開放組立箇所の極

.

三相275kv,30OMVA液冷式ガス絶縁変圧器

限化を図りつつ,現地〒且立では工場内の剤寛を再現させるべ

く,全天候下で作業可能なクリーンハウスエ法を導入するな

ど,総合信頼性の向上にも種々^醸している。

廉、

《.,

《D,

新升 550kv GIS送電線ユニットエ場試験汗態

r'、



ピックス民生・産業用システムと機器

大容量PWM制御GT0インバータの
キルン駆動用可変速システムへの適用

キルン§E動用可変速システムは,従来,直流電動機又は同

期電動機の電機子電圧制御や巻線形誘導電重力機の一次電力制

御を行っていたが,今回キルン'E動用としては世界で初めて,

かご形誘導電導機を一次周波数制御方式の電圧形インバータ

で駆動する可変速システムを適用した。このシステムは,

300%起動トルクを出力可能にしたPWM 制御GT0 イン

バータとかご形誘導電動機から構成されており,主な仕様と

特長を以下に述べる。

①仕様

仏)インバータ

容量:即okvA (過負荷 300% 10秒起動時)

出力周波数:6~60HZ,出力電圧:認~880V

化)電動機

容量:450kw,極数:10P

定格周波数:60HZ,定格電圧:880V

②特長

(0)保守,点検力溶易

化)制御性能の向上

曝

変換器効率の向上

入力力率の向上,入力容量の低減

設置スペースの低減

三菱超大型形彫り放電加工機 M30OK

形彫り放電力旺機の市場である金型加工業界の最近の動向

として,①家庭電化製品の大型化,②自動車樹脂製品の大型

化,③住宅厄す房機器の一体成形などモールド,プレス金型の

寸法はますます大型化し,升剣犬ι井曳雑化して,在来の機キ戒設

備での加工力咽難なケースが増えている。このような状況に

おいて,①大ストローク,②深物加工可能,③大容量加工

タンクといった従来なかった加工範囲の機械に,ミクロン制

御の高精度と良好な操作性を兼ね備えたテーブル固定,クロ

スビーム方式のM30OK を開発した。

主な特長は,①X軸2,20omm, Y軸1,90omm と従来にな

い広い範囲の加工力河能,②Z軸90ommと従来不可能とさ

れていた深物加工も可能,③加エタンク内径寸法3,250mm

X2,450mmxl,140mm と非常に大きく超大型金型の浸せき

(漬)加工可能,④クロスビーム方式を採用し,大ストロー

クにかかわらず安定した精度を確保,⑤テープル固定式に

して大型金型の搬出入容易化,⑥NC言語を一切使わないフ

レキシブル自動プログラム(FAP),加工手順に従った専用

画面がワンタッチで選択可能,精密かつ自動逆洗しノーメン

■
__ーー^

^

■

^

同 キルン駆動用 PVVM 雋1御

GT0インハータ

テナンスのオートフィルタ採用,なと加工性能,自動化機能

に改良を加えて一層の充実を図った。

写真は三菱超大型形彫り放電加工機M30OKの加エタン

クの扉を開いた状態を尓す

(b)電動機

て.

宮

_菱超大型升,彫り放電加工機M30OK

'^^
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小型汎用シーケンサ"AISシリーズ"

従来の"MELSEC・A"シリーズに比較して,偏責比でほほ

1/3に小型化した小型汎用シーケンサ"AIS"シリーズを

開発した。FA化を目指すあらゆる産業分野で重要な位置を

占めるシーケンサは,他の電子機器と同様に弓型・ま呈量化が

要求されており,特に装置に組み込人でマシン単体のインテ

リジェント化を実現する小型シーケンサではその要求か非常

に高くなっている。

"AIS"シリーズは,機能的にはA2N シリーズ相当の能力

を世界最小クラスのサイズで実現した上に,①従来の

"MELSEC・A"シリーズ用の1/0 ユニット,特殊ユニット,

周辺装置が1吏用可能,②SFC言語が使用可能,③DIN レー

ルでのべースユニ、,ト標準取付け力河能,④基本ベースユ

ニットの左右に増設コネクタを標準勤肯,など使いやすさも

考慮した新しいタイプのシーケンサとなっている。

当社はASIC技術のほか,専用個別半導体けオトカップ

ラ, LED モジュール, SSR モジュール)や鉄板一体成形モ

ジュール,など繁尉鮴i・新部品の開発成功により,他社に対

する大きな差別化を達成した。特に輿点1/0ユニットは

d型シーケンサとしては,世界的に見ても現在他に例のない

ものであり,取りそろえ中の各種特殊ユニットと併せて,

FA システムの小型・高機能化に大きく貢献すること力朔待

される

面回口
回冊囲圓甸国国日国
日園凹囿佃国回回日
日図囲囲冊

オゾン発生装置

当社では,昭和35年にオゾン発生装置の開発に自社独自

の技術で着手し,昭和46年製品化した。現在までに,製作

台数は約1,000台でオゾン発生量lkg/h以上での国内市場

占有率は約55%,単機当たりのオゾン発生量もlg/hから

60kg/h の多岐にわたり,名実ともに業界のトップメーカ

ーである。オゾンの適用分野としては,発売初期は染色排水

処理が主体であったが,その後,し尿処理・工場排水処理な

どを経て高度浄水処理・下水高度処理やプール・水力類官・製

造工程へと広がりを見せている。これに伴い,オゾン発生装

置は,効率化,コンパクト化,信頼性向上,制御性向上力哩

まれていると同時に,製告したオゾンの効率的な利用の点か

ら,オゾン処理設備全体としての効率改善が強く要求されて

いる。当社では開発当初からオゾン処理設備の効率的な運用

のため,オゾン反応、や余乗1オゾンの処理1鮒すの解明に力を注

ぎ,これらの1鮴iでも他社の規範となっている。具体的には,

電源のインバータ化,空気冷却乾燥装置の小型一体化,1

ループコントローラによる排オゾンー定制御,マンガン触媒

ず

ずー

小型汎用シーケンサ"AIS"シリーズ

令

.

.

式の排オゾン処理,効率的な散気装置,半導体式オゾン漏え

い検知器などの開発・改良を重ねてきた。この結果により,

当社dX憂秀な1鮴i力か認められ,水道分野では沖縄県北谷浄

水場,千葉県ネ邑増浄水場ほか,下水分野では大分市弁天処理

場,神戸市六甲アイランド,西宮市キ却"処理場ほかなどへの

採用が決まっている。

大型オゾン発生装置オゾン発生器

倉

.
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ピックス宇宙開発と衛星通信

地球資源衛星1号(ERS-1)

ERS・1は高度約570km の上空から,合成開ロレーダと光

学センサで,資源1朶査・国土調査・農柑伍、業・剖寛保全・防

災・沿岸監視等に1斐立てる情報を,地球の全陸域にわたって

約2年間収集する。打上げは,1992年2月に予定されてい

る。

合成開ロレーダは合成開口1鮴iを使った側象レーダで,昼

夜・天候に左右されることなく地表の地質・凹凸・傾余特を

高解イ象度,高コントラストで観測できる。また,光学センサ

は検出部に4,096素子の固体撮像素子を使った電子走査式の

棚寸計で,地表からの太陽悶寸光を可ネ見域から短波長赤外域

まで7つの波長帯で撮像でき,さらに立併見もできる。地上

分解能はいずれも18mで,これまで以上の高解像度の精密

画像力町尋られる。また,世界全域の観測をカバーできるよう

に,地上局の不可ネ見域の観測に対しては,衛星に大容量のデ

イジタルヨ哉示装置を搭載して観測データを記録し,可ネ見域で

再生する方法を採っている。

衛星のバス機器には,前記の高精度・大型センサの搭載を

可能にし,性能を最大限に生かすため,姿勢制御にば慣性セ

ンサを用いたディジタルゼロモーメンタム・ストラップダ

ウン方式による高精度三軸制御を,大電力消費に伴う高発熱

対策にはヒートパイプ埋込み型機器搭載パネルとサーマル

ルーバとを組み合わせた排熱方式を,また構体にはCFRP

を素材とした主構体トラスとアルミニウムハニカムパネル

で構成した軽量化構体等,特長ある技術を採用している

衛星通信受信用平面アンテナ

近年, SUPERBIRD,JCSAT等の民問通信衛星の打上げ

に伴い,日本でも衛星通信カミ本格的に商用化されるに至って

おり,衛星通信の持つ同報性・広域性といった特徴を生かし

て,企業内ネ、,トワーク・CATV 配信等を中心としたサー

ビスカ斗是イ共されている。

衛星通信受信用アンテナとしては, d型・高性能はもちろ

人のこと,設置性の良さ,輸送性の良さ等力要求される。今

回,従来のパラボラアンテナに比較して設置性・輸送性に優

れ,占有空間の小さい衛星通信受信用平面アンテナを開発し

た。このアンテナは,約1,600素子のトリプレー際合電マイ

クロストリ、ソプアンテナによって構成され,給電回路と素

子アンテナを同一面に配置することにより,薄形化を図って

いる。また,全体を6つのサブアレーに分割し,各サブアレ

ーごとに1氏雑音増幅器を内蔵することによってホ合電損失によ

る雑音1品度の上昇を補償し,小型・高性能化を図ったことも

ーつの特長である。

アンテナの主要な性能としては,周波数帯域12.25~

12.75G氏,偏波は垂直又は水平偏波,受信性能指標である

ず、
魯
.

地球貪源衛星1号 ERS I

(写真捌共:宇宙開発事業団

G/T は16dB 以上,寸法970mmX970mmX76mm 以下,

質量15蚫以下,耐風速50m/S以上(瞬間)である。なお,

このアンテナによって,北海道から九州の広範囲にわたり良

好な明象受信力河能である。

MⅦSUB、SH、

衛星通信受信用平面アンテナ
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VSATシステム用屋外ユニット

この装置は,通信衛星を利用して音声,データ等の双方向

通信を行う VSAT(注)システムの端局に使用されるもので

あり,送受信用アンテナ及ぴマイクロ波帯送受信機から構成

される屋夕1ユニットである。

アンテナは,直径1.2m,1.8m 及び2.4m のネ重類があり,

システム設言十上の要求条件に応じて選択することができる。

ODUは,送信周波数14.0~14.5GHZ,受信周波数12.25

~12.75GH.の周波数帯域でイ吏用されるもので,送信出力は

4Wであり,技術適合基準認定を受けること力河能な最大

出力としている Very sma11 Aperture TerminalVSAT

VSATシステム用屋内ユニット MS510

衛星通信の広帯域性を生かしたシステムとして,じゅく

(塾)又は企業等において,センターから多数の教室等に講

義の明象を伝送するシステムカ渓用化されている。これらの

システムでは,教室からセンターへの通信として,受講者か

らの質問(音声)や問題の解答等を地上回線で行っている例

がほと人どであるが,アプリケーシ,ンによっては,広い伝

送帯域の必要な静止画や準動画の伝送力泌要となることがあ

る。 MS510は,受講者からの要求又は講師からの指示によ

り,教室からセンターへの衛星回線を割り当て,音声,準動

画等を融~256kbpS に多重化して伝送する機能を持つもの

で,衛星を利用した教育/研修システムの新しい分野を開く

ものとして期待される

旧U M5520

MS520の外観

MnS嶋ISHI

VSATシステム用屋内ユニット MS520

^

ホストコンピュータと多数の端末との間のデータ収集廂e

システムは,衛星を利用したVSAT ネットワークの典型的

な例である。 MS520は,データ端末として4台までを接続

することができ,多様なプロトコル(×25,×28, BSC, SD

LCほか)をサポートしている。ホストコンピュータと端末

とのデータ転送は,パケット化されたデータを衛星回線上で

ランダムアクセス方式で行うことにより,少ない帯域で

1,000局以上のVSAT 局をネ、,トワークに収容することが

できる。また,オプシ,ンで,通常のGⅢファクシミリカ町吏

用できるファクシミリ同報機能及びデマンドアサイン方式に

よる哉舌回線を付加することができる。

直径18mアンテナ・屋外ユニツト

^ ^

教育研修ネットワーク用屋内ユニットの外観



ピックス情報・通信

超小型携帯電話

国内における自動車電話,携帯電話のここ数年の発展は,

著しいものがある。特に小型・軽量の携帯電話への関心は,

ますます大きくなっている。そこで,当社ではNTT向けに

世界最小・最ま呈量の携帯電話(ムーバD :送信電力0.6W,

体積150Cが,質量250g)を開発し,平成3年春から納入を

始めた。

NTT大容量方式は,昭和63年春からサービスを開始して

おり,チャネル間隔12.5kH.(6.25kH.インタリープ),ダ

イバーシチ受信,間欠受信,チャネル干陟す貪出等を特徴とし

ている。

今回の開発に当たっては,0.5mm リードピッチカスタム

LSI, MMIC化電力増幅器, RF フィルタ体形逆F アンテ

ナ等を開発し,さらに薄形部品,1005と呼ぱれる lmmx

0.5mmの超小型チップ抵抗及びコンデンサ等を採用するこ

中部電力株納め統合OAシステム

とにより,実装密度の向上と無

駄な空間の削減を行い,小型化

に成功している。また,従来機

にはなかったカナ・英字の表下,

100人分の電話帳機能,3種類

の呼出し音選択, LED による

着信表示,電池電圧モニタ等の

機能を追加し,サービス向上を

図った。さらには,タ噸を薄型 超小型携帯電話

フォルムにすることにより,見

やすい大きなLCD表下と操作性の良いダイヤル部を実現し,

理想的なヒューマンインタフェースを追求している。そし

て,小型ながらも連続通話45分,連続待ち受け8時間(S

形電池使用時)を実現している。

このシステムは電子キャビネット,電子メール

と表言十算,文章,グラフ,イメージを含む帳票を

処理するマルチメディア帳票処理機能を密結合さ

せることで各機能間の棄眺口性を高め,操作性の統

ーを図ったシステムであり,各種パッケージの組

合せ(酪吉合)による統合OA システムを一歩進

めたものである。さらに,これら機能を自動的に

実行させる業務自動化支援機能を付加することで,

通常の伝票業務に加え,開発計画・工事計画等の

作成,申請,審査,承認等の各ネ重業務を処理でき

るようにした。このシステムの構成はMELCOM

80をサーバ(通信サーバとファイルサーバの二

重系構成)とし, MWS及びMAXY を端末とし

てLANで接続した分昔女処理システム構成を採っ

ている。このほかホスト=頃機と通信サーバ間の

ネットワークとしてOSI(開放型システム間相互

接続)の採用及び端末OS(オペレーティングシ

ステム)として日本語MS OS/2 を採用した

r

L__

また,このシステムでは帳票作成や電子キャビネ

ソト/電子メールをグラフィカルユーザーイン

タフェースで操作するクライアント機能と,帳票

やメールを一元管理するサーバ機能の連携によるクライアン

トサーハ'システム環境の提供,業務自動化支援機能と業務

匹亟,
匹且立セ凶

L

r

広域メール業務DB

スケジユールバソチデータエント

ホスト

く業務データベース

ーーーーーー「

基幹通信網

通信サーパ

ワクス丁ーンヨノ

r-ーーーーーーーーーーーーー「

参照ファイル

「

サーパ

■■■

L

ワークステーヨン

」

他支店,事業所 1

ワークステーヨン

構築を容易にするための業務処理プログラム簡易作成機能に

よる業務開発支援剤寛の捌共を実現した。

型 LAN

ンスブム構成

プリンタサーバ

「

支店,事業所
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汎用上位機 EX900シリーズ

MELCOM EX900 シリーズは,従来のEX800 シリーズ

の上位シリーズとして,ますます大規模化,高度化する情報

システムの進展に対応して行くために投入された汎用コンピ

ユータの新シリーズである。 EX900 シリーズは,従来の

GOS/EA を搭載してEX800 シリーズからの連続利用を可

能とするほかに,1BM社のMVS/ESA を搭載して,より

大規模で高度なシステム構築を可能とする。

EX900 プロセ、,サの特長は,①デファクトスタンダー

ドな山M社のESA/390アーキテクチャに準拠,②性能レ

ンジ約8倍の単ープロセ,,サから4 ウェイ多重プロセ、,サま

でのア、,プグレード可能な9モデル構成,③中央記憶と拡張

記憶に分割利用可能な最大2Gバイトの大容量記憶装置,④

動的チャネルサブシステムに加え,光ファイノ井支術を用い

た最大20km,10Mバイト/秒の長距離かつ高速なシリア

ルチャネル,⑤ 1台のプロセッサ上で複数のシステムの同

MELCOM80/GSファミリー

MELCOM80/GS ファミリーは,従来GR ファミリーに

大幅な機能強化とレパートリーの拡大を行った。

主な特長は次のとおり。

① 5インチ1.34G バイト大容量固定ディスク装置を採用

し,最大ディスク容量73.7G バイト(GS600/3のを実現し

た。従来シリーズに比べて2.25倍容量が大きくなった。

(2)従来シリーズの,上位モデルのみに提供していた"ミ

ラーディスク機能","デュアルアクセス機能"を中位モデル

(GS200/30以上)にも捌共した。

(3)上位モデル(GS400以上)で,大容量バ、,クァ"プ媒体

として 1巻当たり20OMバイトの高速力ートリッジテープ

を採用した。カートリ、,ジ自動装てん(墳)機構により,10

巻(2Gバイト)までの自動セーブリストアガできる。

時1讃を可能とする多重論理分＼割機構,⑥多重プロセ、,サモ

デルで,障害時にアプリケーションの中断なしにプロセッサ

の自動切替えを行う処理機構可用性向上機能,などである。

さらに,⑦周辺装置接続の柔軟性を改善し,装置間距離を

最大60km とするシリアルチャネルディレクタや,⑧複数

システムを単ーシステムイメージで運用可能とするシステム

コンプレックスタイマ,などの特長ある周辺装置レパート

リーを持つ。

EX900プロセッサ

血目

基本容量 M {イト
主'憶装置

量大容量 M q ト

全畔刻オンオフ
自動運転機能

リモートオン

高連力ートリ,ジテープ装置

光磁気ディスク叢電

基本客量1嵐バイト
固定ディスク

最大霄量0イイト

端末・ WS接続台数(台)

通信回線数

RDB プロ七ツサ"グレオ

外形寸荘儁X則テX高さ mm

CS300

8

]6

基本

オプション

接続不可

接続可

660M

フ.92C

320

64

可(B550D

"抑X肋X7m

GS400CSI0

基本

オプション

接続不可

接続不可

80

60M

GSI00 10 CSI00 30 GSI00 50 CS200 10 CS200 30

444

12 1212

基本基本基本

オプションオプションオプション

接続不可接続不可接続不可

接続不可接続不可接続不可

25080 135

540M320M 1.OC

404024

161616

可 B5500)可(B5500)可(B550の

】帥X5卯X^ 150×5卯X6m 】恥X5卯Xぬ)

^

.

16

48

基本

オプション

接続可

接続可

1 32C

32.1C

640

128

可佃550D

期X肋X1α力

接続不可

150×5虻X^

4 中位モデル(GS200)以上で,大容量の交換形ディスク

媒体として光磁気ディスク(570Mバ'イト/枚)を採用した。

5)機種レパートリーを,従来の9モデルからⅡモデルに

増加した。これにより,中堅企業のホスト機又は大企業の部

門コンピュータから小企業のスタンドアロン機まで,幅広い

お客様の要求にこたえることガできる

4

16

基本

オプション

接続不可

接続可

250

2.5C

96

32

可( B550の

320×7mX7m

MELCOM80

4

16

基本

オプション

接続不可

接蒜可

660

5.28G

】60

32

可( B 5500)

320×7伽X7伽

GS600

項目

基本客豊M ト
主記憶装置

最大容量 M イト

定時刻オンノオフ
自動運転樋舵

リモートオン

高連力ートリプジテープ装置

光磁気ディスク装置

基本容量(バイト)
固定ディスウ

最大容量(バイト)

埼末・ WS接続台数(台)

通信回線数

RDB プロセッサ"グレオ

外弄3寸怯娼X則テX高さ)(」血)

GS500

GSファミリーの諸兀MELCOM80

16

64

基本

オプション

接続可

接続可

1.34C

45.56C

640

128

可 B5501)

梯X745×1側

CS600/、10 GS600/30

1616

64 64

基本基本

オプションオプション

接続可 接続可

接続可 接続可

1.64C 2.68C

73.7C32.8C

1.280 1 280

256256

可甫卸IX始可田卸IX始

梯X745×1勤 1佑X745×1aめ

4
8

1
 
4



UNⅨワークステーション ME RISCシリーズ

ME RISC シリーズはオープンシステム,分散コンピュー

ティング環ナ寛に対応した最新のUNI×(往)ワークステーシ,

ンで,プロセッサにヒューレット・パッカード社が開発した

RISC プロセ"サ"PA・RISC"を採用し,世界最高水準の性

能を実現している。 57MIPS,17MFLOPS(倍精度)のデス

クド,プモデルR72卯から76MIPS,22MFLOPS(倍精度)

のデスクトップモデルR73Φ及ぴデスクサイドモデルR

75α)まで,グラフィックスとの組合せによってⅡ通りのシ

ステム構成力河能である。グラフィックスオプシ,ンには

モノクロモデルGRX,二次ラ倣寸応モデルCRX,三次元ソリ

,ド対応モデルPVRX,超高速三次元レンダリング対応、モ

デルTVRXがある。 GRX及ぴCRXでⅡ5万べクトル/秒,

TVRX で33万ポリゴン/秒の描画性能により, CAD/

CAM/CAE,高次元/高精度グラフィックス分野に最適な

機能と性能を提供する。また,基本OS として HP・UX

(UNⅨ SYSTEM V R3.0+4.3BSD),ウインドゥシステム

はXⅡR4 をべースに,グラフィカルユーザーインタフ

エース 0SF/Motif,グラフィックスライブラリ HP/

三菱クライアント・サーバコンピュータapricotシリーズ

パソコンの普及に伴い,最近新しいコンピュータ処理方式

として,クライアントサーバ型処理方式が注目されている。

この方式は,パソコンをクライアントとしてLAN接続し,

データベース,高機能プリンタなど共通資産・資源をサーバ

に用意する方式である。 apricot シリーズは,25MH.の i

486(注1)を搭載したFT サーバと,クライアントとしての

高機能・高性能なQiワークステーションとコンパクト設計

のLAN ターミナルから構成されている。 FTサーバとQiワ

ークステーシ.ンはMCAバス仕様 LAN ターミナルはPC

/ATバス仕様で, OADG に準拠したオープンアーキテク

チャニ賄十になっている。クライアントサーバ型処理に欠力洲士

ないセキュリティ機能とシステム監視機能は専用のプロセッ

サASCで用意され, FTサーノ辺よ最大5.2Gバイトのディス

ク容量,無停電電源装置(UPS),さらにディスクミラーリ

ング,ディスクデュプレクス機能の標準装備など,クライア

ントサーバ型処理の中核機にふさわしい設計になっている。

LAN 環境は Ethernet(注2)と Token・Ring(注 3)に対応し,
(i主4 ) とLANマネージャがネットワーク 0S にはNetware

用意されており, MAXY など他のパソコンと一緒に利用す

PHIGS, HP/GKS, starbase 及ぴネットワークプロトコル

TCP/1P, NFS,分散コンピューティング環寛NCS など国

際・業界標準ソフトウェアをサポートしている。

ME R7200

(注) "UMX"は UMX システムラボラトリーズ社が開発し,ラ

イセンスしている

R7300

^,,._,,

'ι11ミ'"',左

イ_

1」」'6^

〆ーーーノ

ることができるほか,ホストコンピュータ,オフィスコンピ

ユータなど他のコンピュータとも接続することガできる。

^

^ー^

'ーー""'^

(注 1)

(注 2 )

(注 3 )

(注 4 )

FTサーハ

、ーー、ー、、ー

"i486"は米国インテル社の登録商標である。

"Ethernet"は米国ゼロックス社の登録商標である。

"Token・Ring"は米国田M の登録商標である。

"Netware"は米国ノベル社の登録商標である。
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ピックス半導体と電子デバイス

16MビットDRAM

ダイナミック RAM は,現在の

高度情報化社会におけるキーデハ

イスとして位置付けられ,大型コ

ンピュータからパソコンに至るま

で,その応用分野は広範囲にわた

つており,3年で4倍の高氣責化

力渚実に推し進められてきた。

当社では,最近のシステムの高

性能化に対応、し,より大容量・高

速・低消費電力の16MビットDR

AM を開発した。

2層アルミ酉晋泉,三次元スタッ

クキャパシタセル,最小設計寸

法0.5μm の最先端1燃田加エプロセスの採用により,130.9

mm'のチッフ面積を実現している。

また,チップ上に電源電圧降圧回路を内蔵し,外部からは

従来どおり5V単一電源でありながら,低消費電力を実現

するとともに高い信頼性を確保している。さらに,640-

/16コラム分のスペアメモリセルを備え,また16MX 1は

16 ビット並列,4MX 4 は4 ビット並列のテストモードを

TRON仕様マイクロプロセッサのチップ写真

ASIC展開に適したTRON仕様32ビットマイクロプロセッサ

TRON仕様に基づいた32ビットマイクロプロセッサM

32/100の機能完全互換で縮小化(シュリンク)を図ったマ

イクロプロセッサを開発した。プロセス1鮴iに最辛斤の0.8μm

ルール2層メタルCMOS を用いて,9.3mmX7.3mm のチ

ソプ上に約鍵万トランジスタを集積している。このプロセ

ソサは,1μm ルールによる既開発のチップに比較して,チ

,フ面積で約33%,消費電力で20%以上が低減された。さ

らに,高速化も期待できる。 M32/100は,組み込みコント

ローラや小型ワークステーションへの応用をターゲットとし

た実記憶サポートのプロセッサであり,マルチウインドゥ表

示をサポートするビットマップ処理やりアルタイム処理に適

した高機能命令をサポートしている。また, ASIC展開にお

けるコアプロセッサとしての利用を特長としている。

チッフ面積縮小化により,このプロセッサはASIC展開用

のコアプロセッサとして,更に威力を発揮する。このプロセ

,サと同様に周辺機能も0.8μm ルールでレイアウトするこ

とにより,割込みコントローラ, DMA コントローラ等の機

16M ビット DRAM のチップ写真

内蔵して,生産性の向上も考慮した。

最大アクセス時間は VCC=4.5V,周囲i品度=80でで,50

ns,電源電流は VCC=5.5V,周囲温度=25で,サイクル

タイム=120nS で平均75mA を実現した。パッケージは28

Pin400 ミルのSOJ, TSOP の2種類,ビット構成としては

16MX 1 ビ"トと 4MX 4 ビットの2構成で,ファースト

ページモードの高速動作モード品から製品化を予定している。

能をより多く VLS1に内蔵すること力Mきる。一価北して,

1μm ルールで開発したM32/ASSP と比較すると,現状

よりゲート数(1ゲート当たり4 トランジスタで換算)にし

て約2倍(4万ゲート)の周辺機能を組み込むこと力やできる。

高性能でコンパクトなシステムの構築が一段と容易になる。



ミリ波帯超低雑音T型ゲートHEMT

周波数40GHZ で雑音指数1.1dB という世界最高レベル

のミリ波帯超イ氏雑音HEMT 隔電子移動度トランジスタ)を

開発した。このような優れた性能は,ゲート長を0.2μm に

1歳細化すると同時に,ゲート断面升剣犬をT字型に加工して

ゲート抵抗を約1けた低減することによって達成できたもの

である。このHEMT に用いた0.2μm T型ゲートは,超微

細加工に適した電子ビーム直接描画と生産性の高い光学露光

を併用した当社独自のハイプリッド露光1鮴iの開発によって

実現したもので,従来の電子ビーム多重露光法などに比べて

量産性を大幅に改善できるという特長を持っている。

今後,1nP系半導体材料の適用,素子構造の最適化及ぴ

ゲート長のより一層の1燃剛ヒによって,雑音指数及ひ動作周

波数を更に向上させることが可能で,40GH.から90GHZ

にわたるミリ潤臣信機器の高性能化に大きく寄与するものと

期待される。

また,今回開発したT型ゲート1鮴iを適用した衛星放送受

信用HEMT は,雑音指数が0.5dB(@12GH力と従来製品

に比べて約0.1dB低く,製品レベルのHEMT としては世界

最高性能を持っている。このHEMT は既に量産中であり

(型式: MGF4318D),受信アンテナの小型・高性能化に貢

献している

オレンジブック対応追記型CD用光ピックァップの製品化

ライトワンス形CD (compact Disc)用光ピックァ"プを

製品化した。このライトワンス形CD は, CD・R (compact

Disc-Recordable)ともいい,記録・再生のできる CD のこ

とであり,それはオレンジブックというCD規格に規定され

ている。このCD・R はユーザーカ靖酸示できるということだ

けではなく,き酸示されたディスクカ沫庭に広く普及している

CD プレーヤーでそのまま再生できるという,大きな特徴を

持っており,今後の市場展開力朔待されているものである。

今回製品化した光ピックァップはこのオレンジブック規格に

準拠したものであり,このピックァップとCD・R を組み合

わせることにより,記録のできるCDプレーヤーカ漢現でき

ることになる。当初はAudio Recordingが主体であるが,

CD ファミリー(CD・ROM, CD・1, photo cD)との互換性

のあることからその分野でのレコーダーシステムなどの用途

も考えられている。

なお,この光ピックァップのその他の特長として,厚さ

ドレイン電極

升'ケート HEMT チノプ

T型ゲート電極

追記型CD用光ピックアップ MLP W

ーー^

02μm

ーーーご四+1

仏} T型ゲートHEMTの断面模式図
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ソース電極

エピタキシャル

半絶縁注GaAS基板

23mm の薄形設計,シンプルな光学系を採用することによ

つてディスク書込みパワ-8mW を実現,また高周波重畳

回謝莟載により,半導体レーザの動作を安定化させ,高い記

録及ひ再生性能を実現したことなどがあげられる。さらに,

仕様の一部を変更することにより,2イ音速記録も可能となっ

ており,記録時間のま三縮も図れるというメリットも合わせ持

つている。



ピックス建築関連設備・システム

新乗用エレベーター"ACCEL-AI"

"快"を基本コンセプトとし,

次の特長をもつ乗用エレベータ

"ACCEL・AI"を開発した。

●高性能マイクロコンピュー

タを機キ戒室の制御盤はもと

より,かごや乗場にも配置

し,これらをネットワーク

制御して,乗客とのインタ

フェース機能をより充実さ

せた。

●ドアの制御にVVVFイン

バータを採用し,滑らかな

戸の開閉馴乍を実現した。

また,このドア制御とかご

に設けたマイクロコンピュ

ータとの協調により,ビル

の用途に合わせてドアの速度を変えるなど気配りのある

ドア訓乍を可能にした。

●待ち時間の知痢省や使いやすさの向上を図るファジー理論

とエキスパートシステムを用いたA1群管理を,3台以

上すべてのエレベーターの群管理に採用した。

●へりカルギヤ方式の巻上機とVVVFインバータによる

§勵,制御の適用を大容量のエレベーターまで拡大した。

床冒死

パツケーンエアコン

PSH 71FK 升

低騒音・床置形パッケージエアコン PSH-FK形

コンピユタクラフィックスによる特注エレペーター丁サイン開発例

・1夬i商な環境を造る空気調和機として,'91シーズン床置形

パッケージエアコン"PSH・FK形"は,スマートなデザイン

に一新するとともに,業界トップの静粛性と1拓商な気流分布

を実現した。さらに,マルチ構成機種として,ノ」型分散化に

も対応した。

その製品の特長は次のとおり。

1・1刈直な音剤寛

成升鯖度の高い硬質の¥斤素材・多孔質吸音プラスチ、,クを

ファンケーシングに適用し,その吸剖手性を効果的に生かし

て,業界トップの低騒音を実現した。一例として,能力8

kw (31P)クラスでは,当社従来機種の騒音値49dB(A)か

ら45dB(A)に4dB(A)のイ氏騒音化を図った。

②'側商な温熱環境

吹出し口の左右側面に新機構の"サイドフラップ"を装備

Z七ニヨ E二ΣΣ、.

これにより,大容量のエレベーターでも一層の省エネル

ギーと1央づ直な乗り心地力渓現できた。

●かご室や乗場に1測商空間の創出を可能にする豊富なオリ

ジナルデザインを準備した。また,このオリジナルデザ

インの展開をコンピュータを用いて提案するビジュアル

プレゼンテーションシステムの開発を行い,デザイン

の個性化・多様化に対応できるようにした。

し,自在にコーナフロアからの空

調を広げて,空調スペース全体の

気流分布を1刈商にした。

(3)ツイントリプルマルチ対応

ノ」型分散指向の市場二ーズにこ

たえて,標準機の組合せによって

同容量又は異容量どうしでも,自

由にツイントリプルマルチシス

テムカ嘱成できる"フリーコンポ

マルヂ'対応とし,複数台運転で

キメ細かく柔軟性に富人だ1,6商空

調を可能にした。



三菱インテリジェントビルシステム"マイバスインテグラ"

ビルのインテリジェント化,高度情報化の進展に伴い,大

規模ビルだけにとどまらず,中小規模ビルでもインテリジェ

ントビルシステムの適用二ーズはますます高まっている。

三菱インテリジェントビルシステムでは,従来,中小規

模ビルのインテリジェント化のための基本構成要素であるビ

ル管理システム,セキュリティシステム,ディジタル電子交

換機を,別コンポーネントとして販売してきた。今回,業界

で初めて,これらのコンポーネントを一体化したコンパクト

タイプのインテリジェントビルシステム"マイバスインテ

グラ"を開発した。

このシステムは,受変電・空調・昇降機などの諸設備を管

理するビル管理システム,防ぢ巳監視などのセキュリティシス

テム,及ひ高度情報通信剛弌に対応、するISDN をサポートで

きるディジタル電子交換機を一体化することにより,以下を

実現した。

(1)省スペース:従来の必要スペースに比べて約54%(当

社比,保守スペースを含む。)に削減したので,中小規模ビ

ルへの設置力溶易になった。

②優れた経済性:個々のシステムをワンパッケージに統合

マルチメディアディスプレイシステム

これまでのプレゼンテーシ,ンでは,実物を見せるか文書

やOHPなどによる紹介が中心であった。しかし,今では大

きなプロジェクト計画なと簡単には説明のできないものや,

コンピュータシステムなど夕権§だけではその働きを理解でき

ないものが増えてきており,これらをより的確に説明するた

めの手法が必要となってきている。マルチメディアディス

プレイシステムは,動画・静止画・アニメーション等の複数

の素材を組み合わせて,プレゼンテーシ,ンを効果的に行う

ためのシステムである。システムには,一定の内容を繰返し

表示するものと,タッチパネルを用いて検索性を高めたもの

とがあり,いずれも自作の明象ソフトによりプレゼンテーシ

ヨンを行うことを目的としたものである。

システムの主な特長は次のとおりである。

①タッチ式CRT上のインデックス画像に触れるだけでプ

レゼンテーシ,ンを実行でき,操作力粕剛ヒされている。

②インデックス画像には160×120画素の縮小画像を用い

ており,高速のデータま云送と合わせて約4枚/秒のブラウジ

ング検索を実現している。

劉

したことで,経済的にかつ容易にインテリジェントビルを構

築できる。

③保守性の向上:センター装置は,前面保勺構造にしたの

で,管理人室等への設置力溶易になった。

マイバスインテグラセンター装置

③ビデオキャプチャーボードとシーケンス制御機能を備

えたマルチメディアパソコンにより,ビデオ明象とアニメ

ーシ,ンを組み合わせたプレゼンテーションを実現している。

④追記型のレーザディスクを用いて,自作の馴象ソフトを

作成・蓄積していくことができる。

マルチメティアディスプレイシス丁ム

三菱電機技報・ V01.66 ・ NO 1 ・ 1992
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ピックス

営団南北線90卯系車両電機品

帝者K高速度交通営団地下鉄南コ躋泉か開業した。南』断泉は目

黒を起点とし,赤羽岩淵に至る21.3km で,今回はそのー

部の駒込から赤羽岩淵に至る6.8kmの区間が平成3年Ⅱ月

に開業した 21世紀を目前にした時代にふさわしい便利で

,1拓直で魅力ある車両を実現するため,当社として新しい視点

にたった電機品を製作・納入した

利便性を追求するため表定速度を40km/h近くと高く設

定する必要があり,これを当初2M2T編成で実現するため,

狭軌用としては最大子及の190kWの誘導電動機を採用し, V

VVFインバータで§E動する方式とした。

また,首都圏の大量輸送機関としては,初めてのワンマン

システムを採用した。このためホームドアを設置するととも

に,乗り心地を考慮しながら停止精度の高いA1応、用のATO

装置を始めワンマン用のバ、,クァ、,プシステムを構築した

父通

西武鉄道株納め運行管理システム

また,車内の1拓商性を向上させるため車両用としては初め

てのファジー制御機能をもった空調装置を開発し,冷暖房の

容量佑1」御,ラインデリアの風量の最適制御を行っている。

以上のように最新の電機品を搭載し,さらに地上側と多種

の情報をやりとりすることで,機器の多機能化と車両運行の

合理化を実現できる未来形の車両を目指してぃる

営団南北線9000系車両

このシステムは,工業用計算機"MELCOM350-60"によ

つて列車の運行を自動制御する広域分散形運行管理システム

である導入線区は,池袋線系の81.okm(制御駅数29),

新宿ネ泉系の72.okm 締11御駅数25)である。

このシステムの主な特長は,以下のとおりである

①野球開催などの大幅な輸送変動に対する迅速な運イ玲噺卸

②列車の運行状況,気象情報の関連部門への伝達

③旅客案内情報の自動作成とタイムリーな案内制御

④約80台のミニコンを光LANで接続した大規模システム

一方,上記の実現のため以下の機能を持っている

(1)ダイヤ管理:平日,士曜,休日等の基本ダイヤ22チ重類,

基本ダイヤから派生した催事対応、の基本変更ダイヤ20チ重類,

運転司令室

野球開催時の運転ハターン500チ重類を管理する。

2 運転整理:ダイヤ乱れ時,当日の実施ダイヤを変更する

時刻変更,運休,順序変更等27項目があり,あらゆる運転

整理に対応できる。特に運転パターンは,野球開催時の観客

帰宅輸送を短時間に多方面に行える。

3 進路制御:実施ダイヤに基づき信号機の自動制御を行う。

制御対象は,場内,出発,入換,誘導の各イ言号機である。

4 案内制御:行先表示器及ひ案内放送は,行先,列蔚弼U,

発車時刻のほか,先着,乗換,接続,終電車案内を旅客に提

供する

当初の計画どおりしゅ人け却工し,平成3年8月に西武

ε失道掬へ納入した



リーンノくーンエンジン佑ι征1システム

三菱自動車工業総と共同でりーンバーン(希薄燃焼)エン

ジン制御システムを開発し,平成3年秋に発表された新型ミ

ラージュに採用された。このシステムには,新しいエンジン

1鮒iである縦渦層状吸気(三菱バーチカルポルテ、,クス)に

よる希薄燃焼方式の採用に加え,当社か開発を進めてきた新

しい広曳女空燃比フィードバック制1御が導入されている広域

空燃比フィードバック制御は,従来の空燃比センサによるフ

イードバック制御とは異なり,マイクロコンピュータによる

PID制御方式によって車両のあらゆる運ま副犬態において最適

な空燃比を得ることを可能にした。このフィードバ、"ク制御

の中心は,車の全運車ガ或で空燃比を広範囲に測定するりニャ

空燃比センサと,このセンサを常に最適に制御して空燃比を

高精度で検出するセンサアンプである。このシステムの開発

において,空燃比のPID制御及びセンサアンプのパラメー

タをシミュレーション及びエンジンテストなどにより,最適

化を図ることカトできた。また,このシステム用に高速,大容

量メモリ内蔵の新しい1チップマイクロコンピュータを使

用した高機能エンジン制御コンピュータを開発したりーン

DSPによる車載用サラウンドシステム

カーオーディオ市場の現況は,4トラックの

カセットテープに代表されるアナログソースか

ら, CD及びDAT等のディジタルソースへと

急、激にディジタル化が進もうとしており,その

結果音源の質は飛躍的に向上しつつあるが,車

室内という非常に狭くてかつデッドな(残響時

間が短かい)音響空間であることに起因する臨

場感の不足という大きな課題は取り残されてい

た。それで,この解決も含めて車室内における

音場特性の総合的改善という見地から, DSP

げ、イジタルシグナルプロセ、,サ)なるLS1 を駆使してディ

ジタル的に信号処理をすることにした。すなわちDSPで特

殊フィルターを構成し,生演奏を聴くときの臨場感を生み出

す要素である直接音,初期反射音,る美響音,及ぴ左右チャン

ネルの劃言号である間接音を適度にディジタル的制御をする。

それによって車室内にあっても広大なスタジアム,迫力のあ

るコンサートホール,荘厳な教会,さらには熱気あふれるラ

イブハウスと,それぞれの音場における生演奏の雰囲気を臨

場感豊かに再生,楽しむことガできるようになった。

'、f-

バーンエンジンは従来のエンジンに比べて10モード燃費を

20%以上改善し,走1丁性能を維持しながら大幅な燃費の向

上を達成したもので,環寛保護と省資源の世界的な流れにこ

たえるシステムである

リーンバンエンジン伶リ御システム

『1^
舌^^

^

8 DSPによる車載用サラウンドシステムの製品例(CF9235

9^^

印

フロントスピーカー

.

リヤスピーカー

直接音 問接音初期反射音残

菱のDSPサフウノト概念図

スーパー

ウーファー
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ピックス家電関連機器

高画質・高音質ミニムービー MV-S30

多彩な撮影チャンスに対応、した高画質(S・VHS),高音質

(Hi・Fi),多機能で業界最軽量のムービー MV・S30 を開発

した

主な特長は次のとおりである

(1) 0.5mm厚4層勘反の導入,1005サイズチッフ部品の導

入,レンズ,電子ビューファインダーのd型※至量化等による

本体質里590gの実現

2 ファジー制御によって適応、的に画質をコントロールし,

だれでも簡単にプロ感覚で撮影可能な"シーンセレクド'機
ムヒ

DD全自動洗濯機"LUXE"AW-A80VI

洗い方をきめ細かく回転制御できない従来の方式と異なり,

インバータ制御ダイレクトドライプにより,高精度な洗濯,

脱水のパワーコントロールを実現,それによってデリケート

からハード,厚手から薄手まで衣類に合わせたきめ細やかな

洗濯,"兇水を可能にした。

1 洗濯機に合った新開発のDCプラシレスモータを搭載し,

かくは人翼のスピード,反ま訥度,1兇水槽のスピードを制御

して効率的な洗濯を実現

2 かくはん翼,1兒水槽の軸とモータの軸を直結したダイレ

クトドライフへ方式の採用とモータの発電ブレーキの採用によ

つて振重か騒音の低減を図っている

3)角速度センサと撮像素子'陣カタイミング制御方式とを組

み合わせた誤動作がない高画質手プレ補正機能

④ 1/3インチ36万画素CCD の導入と35μm ワイドト

ラックヘ・,ド採用による高画質スーパーVHS方式

高画質・高音質ミニムービー MV S30

ニューロ・ファジー,高湿脱臭チルド冷凍冷蔵庫 MR-C42K

多様な食生活を満足させるため,食品の保存性,整理性の

良いコンパクトで大容量な415ι引き出し式チルド4 ドアM

R・C42K を開発した。特長は次のとおりである。

①各家庭に最適な運ま副犬態を冷蔵庫が学習しながら決定す

るニューロ・ファジー制御を採用

2 専用脱臭装置を設け,食品をラ、,プなしでもにお(臭)

い移りが少なく新鮮に保存でき,しかも上質な解凍力河能な

高湿,脱臭チルド室を採用

3 冷凍サイクル制御の高効率化(ミクロス)等により,省

電力(当ネ士↓ヒ15%ダウン)を実現

④耳ざわりな高周波音を大幅に低減させたサイレントダク

ト方式とシロッコファンの採用により,静音20ホンを実現

③業界最大容量8蚫

により,従来洗えなかっ

たダブルのマイヤー毛布,

又はシングルのタフト毛

布2枚がネットなしで洗

濯力河能

ラグジエ8kg AW A80Ⅵ

^

.

冷凍冷蔵庫 MR C42K

トー→^_



より,快適に経済的にアクティブセービングエアコン"霧ケ峰"

地球環境保護の関心の高まりゃ,豊かさの実感を求める消

費社会の中で,92年シーズン霧ケ峰の開発コンセプトは"ア

クティブセービング"。これは"快と省"を高いレベルで両

立させ,活動的でのびゃかな新しい"省"の提案である。92

年シーズン霧ケ峰の特長は次のとおりである。

1)新開発の"アクティブセービングインバータ"と"セー

ブモード"による経1剤生と1央づ直性の実現

(2)"W ツインフロー"と"2 WAY ツインロータリ圧縮機"

による速暖性の向上と暖冷房性能の改善

(3)"斜流ファン"による室夕幟の省設置スペースと静音化

空気清浄機付き石油ガス化ファンヒーター KD-306VA

ファジーパワーコントロールやニューロ温感コントロー

ルを搭載し,健康への関心にこたえてコンパクトタイプに空

気清浄機能を初めて付加した,燃焼幅の大きい石油ガス化フ

アンヒーターを開発した。主な特長は次のとおりである。

住)デラックスタイプと同じく,本格的な電気集じ人式。タ

バコの煙,1E粉,ダニのフンなど0.01μm までキャッチ

②ダブルフィルターで手入れ力滴単,取替え不要で経済的

③空気清浄機能の勒虫運転ガでき,オールシーズン向き

4) 12,560~2,30okl/h の燃焼幅で,りビングからパーソ

ナルまで対応

5)にお(臭)いを抑えたCCVバーナ

6) 6秒着火のクイ"ク点火

電気掃除機 TC Z8F

"ニューロ温湿感自動コントロール"の採用

"エアクリニック"の充実

_菱エアコン"霧ケ峰"MSZ 2802

トリムバランス型の軽々走行タイプ電気掃除機

多くの主婦が"面倒で疲れるし,嫌い"というイメージを

持つ掃除を"らくで楽しい"ものに逆転する,トリムバラン

ス型の軽々走行タイプ電気掃除機TC・Z8F シリーズを開発

した。

主な特長は次のとおりである。

①コンパクトポディーと1夬足大車輪で走行抵抗は従来の1

/4

(2)重心力ゞ車軸に近いトリムバランスで,敷居などの段差乗

り越えや障害物回避性力狗上

(3)表裏のないりバーシブル本体構造で,天地逆転1吏用も可

ムを

石油カス化ファンヒーター KD 306VA

④ホース部分と本体部

とのジョイント部が360

回車云式で,ホースがねじ

れず,使いやすさ力狗上

(5)コードリール部分は

本体と分離式で,コード

の長さも従来品より2.5

m も長い7.5mで,プラ

グの差し換えが減少、
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技術革新の成果を基にした新事業の展開,従来事業の質

的転換が進んでいる中で,研究開発の成否は企業の経営に

ますます重要な影響を及ぼしつつある。当社の研究・開発

は,"技術によって人間性あふれる明るい社会をつくりた

い。"という思いで,基盤から応用まで,エレクトロニクス,

エネルギー,産業用機器,システム,家電等幅広い分野の

研究開発を国内13,米国1の合計14の研究所で行っている。

この編ではこれらの研究所での研究・開発の活動について

紹介する。

基礎研究部門では,将来の芽となる未踏技術の開拓,新

事業展開のための新製品や新技術の開拓,現行事業のバ、,

クァ"プや開発効率向上のためのべーシ"クテクノロジ

ーの確立を目的としている。代表的な成果としては,アナ

ログメモリ付きモノリシック光ニューロチップの開発であ

る。今回開発したチップでは,シナプス素子である感度可

変受光素子にアナログメモリ機能をもたせ,発光素子アレ

と感度可変受光素子アレーとを立体的にモノリシック集

積化することに成功し,大規模集積化への道を開くことが

できた。

エネルギーの分野では,エネルギー源の多様化に意欲的

に対応し,太陽光発電システムや燃料電池システムなど豊

かな地球環境を守る新エネルギーの開発に積極的に取り組

人でいる。内部改質方式溶融炭酸塩型燃料電池は,30kw

級間接型スタックで2,000時間にわたる運転と,世界最大

の発電出力35.1kW を達成した。

産業システムの分野では, FAから交通システムまでよ

り快適な社会生活を実現するため様々な最先端技術を研

究・開発している。それらの技術を応用した新製品は,知

能ロポットやファジーオートチューニングコントロール,

定速走行シミュレータなどの力ーエレクトロニクス,更に

大規模なシステム制御装置など現代社会に欠かせないもの

として広く定着している。

AV やホームエレクトロニクスの分野では,更にゆと

りあるアメニティライフを実現するために,先鋭的な研

究・開発を展開している。コンピュータを核に照明や空調,

防犯・防災などHA の管理を集中制御するシステムや,ハ

イビジョン静止画ディスク装置,薄型プロジェクション

テレビ,ミニムービー,ディジタル VTR等の開発をして

目
■

いる。また,カラー静止画テレビ電話は日本で初めて実用

化した。

情報処理分野では,並列処理,分散処理, OS,ハート

ウェア技術を中心としたコンピュータシステム製品・技術

の開発や,情報システム開発のための要素技術として,ネ

,トワーク,ユーザーインタフェース,オブジェクト指

向システム等の情報システム構築技術の開発がある。将来

の A1技術を更に人問とコンピュータの高度な協調を目指

したエキスパートシステム,機械翻訳,文字認、識,音声認

識等の次世イt清報処理技術の開発も行っている。

通信分野では,テレビ会議システムなど企業内通信シス

テム用の機器を開発している。これらのシステムはISDN

に接続し,ディジタル化された情報を効率的に伝送・処理

する。当社の大規模 VAN"MIND"でもこれらの技術が活

用されており,グローバルな規模で音声・画像・データの

通信が行われている。さらに,ディジタル移動体通信シス

テムと次世代のネットワークとなる広帯域ISDN の開発を

進めている。宇宙通信の分野でも日本の実用衛星の過半数

を手がけた実績を生かし,常にりーダー的役割を果たして

いる。

電子デバイスの分野では,16M DRAM の量産を開始し

ており,64M DRAM,256M DRAM を開発中である。超L

S1から極超 LS1へ,そしてウルトラ LS1への挑戦や,半,

導体レーザ, GaASIC やカラー液晶ディスプレイの開発

も総合的に推し進めている。

生産技術の分野では,高集積化,微細化,知能化がキー

ワードである。インテリジェント化を目指した生産システ

ム技術,新機能を創出するための最先端微細加工技術,極

限性能を生み出す絶縁システムなどを中心に,新時代のマ

ニファクチャリングテクノロジーのあり方をフレキシプ

ルな視点で追求している。未来の二ーズに対応した製品を

生み出すための未来の生産システムを考え続けている。

インダストリアルデザインの分野では,常にヒューマ

ンオリエンテ、,ドな視点で,ヒトと製品との新しい理想

的な関係を追求し,その活動フィールドは,家電製品から

大規模な産業システム,宇宙開発システムまで当社のすべ

てのプロダクトに及人でいる。

研究・開発
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1.1 エネルギー機器

原子法ウラン濃縮用レーザシステム

原子法ウラン濃縮用レーザシステムの大出力化・高効率

化・安定化に関する技術開発を行い,下記の成果を得た。

①大口1髭同蒸気レーザにおける放電現象の鰯斤を基に大出

力化を図った。口径80mm,放電長2.1m のコンパクトサイ

ズで,パルス周波数5kH.で運転し,単機210W の高出力

を得た。

②世界に先駆けて開発した半導体方式パルサを,レーザ濃

縮1鮴拓升究組合の銅蒸気レーザ多段増φ骸置に搭載し,低ジ

ソタ(2ns)で高出力(275W)を得るとともに,1,000時間

以上の運転実績を達成した。

(3)色素レーザ光をウラン235の広がった吸収スペクトル全

域にわたって照射して,ウラン濃縮効率を上げる技術を開発

し,研究組合での濃痢省実.験に適用した。

平均出力50OVVの大出カエキシマレーザ技術の開発に成功

新方式の大出カエキシマレーザ技術の開発に成功した。こ

の方式は,均一な放電の開始と励起用エネルギーの注入を

別々の回路に機能分離した高効率な励起回路系と,沿面コロ

ナ放電を用いて主放電空間にあらかじめ種電子を均質に分散

させておく予備電離系とから成る。これにより,パルス出力

935mJ,発振繰返し周波数540HZ において,505W の平均

出力を得ることに成功したまた,レーザパルスの発振時間

を従来の10倍以上(3如ns)に延ばすことにも成功し,レー

ザビームの高品質化か可能となった。

この研究は,通産省大プロ"超先端加エシステム"(新エネ

ルギー・産業技祁鉾念合開発機構から委託)の一環として進め

ており,平成5年度に最終目標2kW を達成する計画である。

磁気駆動アークの走行現象

アークの磁気§陣力は,電力用開閉器の遮断性能の向上や接

点消耗の低減のために極めて重要な技術であり,基礎研究と

して2本の平行なレール状電極と,レール状電極を両倒仂、ら

挟み込むネ餅号物で構成された空間における走行マーク現象の

解明を光学的・電気的測定手法を用いて進めている。その結

果,アーク電流値が小さく,絶縁物の間隔が広い場合には

アークは集中して走行し,効果的な駆動力河能であるが,

アーク電流値が大きく,ホ僻象物の問隔か狭くなると図のよう

にアークが分散したり,停滞する場合も観測された。このア

ークの走行状態はアーク電流値とホ鰈象物の間隔によって図の

ように分散走行と集中走行を示す二つの領域に分けられる。

これらの結果は気中遮断器の消す瓜室の設計に反映されている。

口径80mm銅蒸気レーザ

ι、1

50OW レーザ装置

アーク

1ご■睡・蹄
14

250mm 50ornmOmm

レール電極出口発弧位宙
コマ問隔831'S

アークの分散走行

(高速度ビデオによる観測)
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高温超電導膜応用限流器

超電導限流器は,超電導体のクエンチに伴い抵抗力溌生す

る現象を利用して,短絡電流を限流する。超電導限流器は,

負荷電流通電時の電圧降下と発熱が極めて小さく,短絡事故

時の応答が速いという特長がある。臨界電流密度が8.8×10'

A/師'(臨界電流:2.2A)で升剣犬が図のようなY系酸化物

超電導膜(肉厚:0.25μm)を液体窒素容器に設置した限流

器を用いて限流実験を行い,波高値が10V の交流50HZ 回

路で,420Aの短絡電流が8Aに限流された。超電導体の昇

温に伴って高い抵抗(約6Ω)が発生し,続流は2A以下に

抑制された。高臨界電流密度の超電導膜を用いた限流器によ

つて短絡電流力瀕著に限流されることが実証され,10OV級

限流器の開発の可お計生がでてきた

交流用ニオブ3すず超電導コイル

交流用ニオブ3すず超電導線を開発し,それを用いて交流

用超電導コイルを試作した。ニオプ3すずフィラメントの直

径は0.4μmである。素線の直径は0.2mmである。素線の

60H.における交流損失は,士0.5T (ピーク値)において180

kw/m',土0.1T において]8kw/m'である。素線を49

本よ(撚)り合わせてケーブルを製作した。このケーブルを

用いてコイルを試作した。コイルは内径156mm,タト1茎188

mm,高さ34mm,1フターンX 4層である。超電導常電導遷

移を生じた電流値は340A (rms)であった。このときのコイ

ルの容量は48kvAである。この研究成果により,ニオブ3

すず超電導線は商用周波数でイ吏用できることか明らかになっ

た。

なお,この研究は関西電力総総合技術研究所と共同研究

を行っているものである。

8 ー、-8A

4

超電'膜の形状
2mm
ト.^

11mm

端子部限流部端子部

大型加速器用超電導二極電磁石

物質の究極の姿に迫ろうと世界各国で大型粒子加速器の建

設や計画が進められている。これらの大型粒子加速器では現

在の1鮴iで到達可能な限界までその能力を上げようとするた

め,イ吏用される電磁石にも過酷な性能力要求される。

超電導二極電磁石は,光に近い速度で直進する陽子などの

重い荷餅立子に偏向磁界を印加して円汗三軌道上へ蓄積する役

割を担う。その製作には,①均一磁界と②高電流密度を実

現するため巻線の高精度寸法管理手法と拘束構造の確立が必

要であった。今回試作した電磁石は,口径40mm,直線長

Im,定格中心磁界6.6T (通電電流6,郭6A)のもので,初

回通電で定格をクリア,さらにノークエンチで臨界電流値に

達する安定した性能を発揮した

5

時問 ms

限流波形

電圧

10
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試作した超電'コイル

試験前の超電導二極電磁石
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重イオン加速用超電導ライナック

日本原子力研究j斤では,既設の静電型タンデム重イオン加

速器の加速エネルギーを最高4倍に増強するため,超電導空

洞を用いた後段ブースタを建設中である。当社は昭和60年

度の試作器から継続して超電導空洞の製作に携わっており,

電子ビーム1容接等の純ニオプキ肋Π工1鮴i,電鰯升磨等の表面

処理1鮴j,及び量産化技術の確立を行ってきた。今陽斐,これ

ら技術を駆使し,40台の超電導空洞で構成される超電導ラ

イナ、,ク(後段ブースタ本体)を製作した。超電導空洞の主

仕様は以下のとおりである。

共鳴周波数:129MHZ,加速電圧:5MV/m以上

高周波損失:4W/台以下,材質: Nb, Nb/CU クラ、"

ド板

写真は,超電導ライナ"クの1ユニ"トである。

高エネルギーピーム研究設備の稼働

高エネルギー電十ビームの基礎科学及ぴ工業分野への応用

を目指し,当社中央研究所では西部基礎研究棟に高エネル

ギービーム研究設備を建設した。この設備は線形加速器とシ

ンクロトロン加速器から構成される。コンピュータシミュ

レーシ.ンによる設計と高精度矧寸け,鮴iにより,稼働開始

からわずか3日間でエネルギー 1Gev (10億電子ポルト)を

達成した。これは私企業としては世界最高のエネルギーであ

る。

これによってビーム調整などの加速謝支術を確立し,陽電

子など素粒子の工学的応、用の研究力河能になった。今後,超

電掌卜型放射光装置を設置し, SR(シンクロトロン放射光)

を用いた半導体りソグラフィなどの基礎研究を行う計画であ

る。

超電導ライナックユニット(クライオスタットと超電'空洞4台)

小型へりウム液化機

ギフォードマクマホン(GM)サイクルを用いた小型で信

頼性の高いへりウム液化機を開発した。これによって,従来

のGMサイクル冷凍機の発生温度の限界であった8ケルビ

ン(K)を打ち破り,へりウムの液化温度4.2K更に超流動

へりウムの生成温度2.17Kという極低温の発生に世界で初

めて成功した。

この小型へりウム液化機を超電導マグネ、,トと組み合わせ

ることで,液体へりウムの補給力坏要でかつ信頼性の高い超

電導マグネットシステムを実現すること力河能となる。

なお,この小型へりウム液化機は米国R&Dマガジン社

が主催する1991年R&DI00賞のーつに選ぱれた。

6・
"
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シンクロトロン(手前)と線形加速器(右上)

へりウム液化機の膨脹機



ヒートパイプ式消雪パネル

豪雪地帯の消雪用としてヒートパイプ式消雪パネルを開発

した。この消雪パネルは,10゜Cネ呈度の低1品水(ポイラカ吹村呈

水,地下水・わき(湧)水などの自然水)を熱源とする省工

ネ升牙肖雪設備としてイ吏用できるものである。

この消雪パネルを消雪対象部に連続的に配置することで,

ε失i首・道路・建屋近傍,などを効率的に消雪するシステムが

可能となる。また,このヒートパイプ式消雪パネルでは熱源

となる1品水を閉回路で循環イ吏用でき,イ因王損で大きな熱輸送

力所テえるとともに,1品水から大気への熱ロスが極めて小さい

ため,今後の省エネ形消雪設備としての用途拡大力朔待でき

る。

ケミカルヒートポンプ

地球環ナ寛問題への高い関心のなかで,ケミカルヒートポン

プはフロン激某をイ吏用せず,低温の熱エネルギーを有玄力に活

用する省エネルギー機器として注目されている。

今回開発したケミカルヒートポンプは,イ倭力媒体として最

適な塩化カルシウムとメチルアミンを選定し,さらに,①作

重力媒体を充て人した反応、管内への皿状フィン挿入による伝熱

1足進,②廊t、管を円筒容器に納めた二重構造,③最適運転時

間の予測による出力の最大化を図った棄玲1」御法,などの新技

術を導入している。これらにより,従来では困難であった70

でのi呈水を熱源に6kWの冷房出力(冷水温度ヅのを達成

した。また,水温や運転時間の性能に及ι妻ず景解も1酎屋した。

なお,この研究は関西電力欄との共同研究である。

ヒートパイプ式消雪パネルによる消雪状況

ディジタル型りアルタイム系統解析シミュレータ

大規模な電力系統をりアルタイムで模擬し,未解明の現象

鰯斤や系統安定化装置などの機器i式験に供する,ハイパーキ

ユーブ構造の超並列型ヨ頃機(OCUBE)を用いた,世界で初

めての全ディジタル方式による系統鰯斤シミュレータを東京

電力欄と共同で開発した。主な特長は次のとおりである。

①大規t莫系統の過渡安定領域から長時間領域までのすべて

の領域のりアルタイムシミュレーション

②発電機・負荷・りレー装置・制御装置などのアナログ機

器との柔軟なインタフェース

(3)ワークステーシ.ン上での,ヒューマンファミリアな準

備・整理イ乍業やシミュレーシ,ン実行中のモニタ・インタラ

クティブ操作などの高度なマンマシン環1寛

研究・開発

ケミカルヒートポンプ

系統解析シミユレータ操作風景



1.2 電子商品

音声画像同時通信静止画テレビ電話

静止画テレビ電話は,アナログ電話回線を1吏用して静止画

を伝送する装置である力画像伝送中は音声が途切れてしまう

という欠点がある。これを解決するために全帯域の1/3を

画像,残りの2/3を音声の仏送帯域として配分し,音声と

画像を同時に伝送する装置を開発した。画像信号をJPEG

(Joint photographic Expert Group)のべースラインシス

テムに基づいた符号化方式で1/10~1/20に圧縮し,当

社独自の直交振幅変調方式モデム(キャリア周波数1,748HZ,

ビ、,トレート3,496bps)で伝送している。これにより,画

素構成320HX20OV のカラー静止画を約14秒で伝送する音

声画像同時伝送を実現している。なお,音質レベルもほぼ全

員が満足する単音節明りょう(明度80を確保している。

●ディジタルVTR用高能率符号化技'

ディジタルVTR用に,ビデオ信号を約1/14に圧縮する

高能對午号化1鮴iを開発した。

TV放送品質を超える高画質側象と高音質オーディオを,

小型カセ、,トで長時間手軽に楽しめる次世代の家庭用VTR

として,ディジタルVTR力単斯寺されている。しかし,ディ

ジタルビデオ信号は非常に高いデータレートを持ち,そのま

ま三哉示するにはテープ消費量が多く,家庭用としては実現困

難である。そこで,高画質を維持しながら画像データを圧縮

することが必す(須)となる。

今回,サブバンド分割と動き補償, DCT(離散コサイン変

換)を利用し,編集や特殊再生などVTR特有の機能も実現

しゃすい高能率圧縮符号化方式を開発した。

音声画像同時通信静止画テレビ電話の主要諸元

適用回線

通信方式

イエ送帯ナ或

映像入力出力

変調方式

加入電話回線(アナログ)

周波数多重方式

画像信号:1、245~2,250HZ

音声信号:300~1,245HZ,2、250~3,40OHZ

NTSC カラー信号(1.OVP-P/75Ω)

直交振幅変調方式

キャリア:1,748HZ

ビットレート:3,496bps

信号空問ダイヤグラム: V.29相当

JPEG ベースラインシステムに準拠

320HX20OV カラー静止画を14秒で伝送

単音節明瞭度80程度

符号化方式

画像伝送時問

音質レベル

第二世代EDTV(次世代ワイドテレビ)

次世代ワイドテレビは,現行テレビとの両立性を前提条件

とした地上放送のワイドアスペクト化テレビである。平成7

年実用化を目指して電気通信技術審議会及ぴ放送技術開発協

議会で放i苦局・メーカーを中心に開発が進められている。

日本テレビ放送網総と共同で試作システムを開発し,光

ケーブル・NTT回線・通信衛星を使った現行テレビジ,ン

信号イ云送帯域での伝送実験に成功した。平成3年4月に米国

NABショーと東京とを結ぶ衛星伝送実験及ぴ平成3年8月

に東京国立競技場での世界陸上競1支i巽手権大会中継において,

その伝送確認を行ったもので,方式統一に一歩踏み出した。

ディシタル
ヒデオ信号

0^・

入力

サフハント

分国

フィンタ儿

0邑サフハンド動き;正逆DCT 可亦長復0
出力合成

動き検出 可変長符号

高能率圧縮符合化ブロック図

記録ノ

^世fEワイドテ・レピ^^^^^

6 8事デレピ^ぜゞtテレビ方弐ワイト画加EOT'V 是目描して血見中
'0剖0ι、フィドテレピ方ltτ●,作し堵京か3遭ら'1て■たしのて▼

司

次世代ワイドテレビ放映実験

三菱電機技報・ V01.66・ NO 1 ・ 1992



スピーカー用音響再生技術"ディジタル同相りニア"方式

ディジタル信号処理を応、用した業界初のスピーカー用音響

再生技術'子'イジタル同相りニア"方式を開発した。

この方式は,あらかじめスピーカーユニ、,トの音割宇性を

測定して,これをディジタル信号処理技術を用いて制御する

もので,従来のアナログ技術の応用では不可能であったほぼ

直〒泉的な音圧周波数特性と位相周波数特性とを実現できる。

また,1氏音用,高音用各チャンネル間に生じる音波伝搬時間

差の補正も可能で,この結果,入力信号を音響信号として忠

実に再生すること力河能である。今回試作したスピーカーシ

ステムでは音圧特性変動幅ldBを実現した。

この方式は当面,業務用モニタースピーカーに適用予定で

ある。また,高級ホーム用スピーカーとしても適用可能であ

る。

磁気へッド可動用小型アクチュエータ

回転へ、,ド式磁気記録再生装置のへ、,ド可動用小型アクチ

ユエータを開発した。このアクチュエータは下記の1寺徴を持

ち,ハイビジ,ンVTR やディジタルVTR等,将来の高密

度記録VTR のDTF(柱)システムに有用である。

a)民生用VTRのポイスコイル型アクチュエータとしては

世界最小寸法(直径10mmX高さ10mm)

(2)固有1應力数1.1kH.,制御帯域30OH.以上と高く,6μm

の狭トラックで,60H.のトラック曲がりに追随可能

(3)電流感度0.6μm/mA,最大振幅士50μm

(注) DTF (Dynamic Tmck F0ⅡOwing)システム:磁気へ"ドを

上下動させてトラ・"ク曲がりに追随させるシステム

情報処理1.3

"ディジタル同相りニア"方式を応用した試作スピーカーシステム

並列推論マシン PIM

大規模知識情報処理に適した新しい言頃機の開発を目指す

第五世代コンピュータプロジェクトの一環として,並列推

言兪マシン PIM (para11e11nference Machine)の試イ乍機を3己成

させ,帥新世代コンピュータ技術開発機構に納入した。PI

M は最大256台の推論プロセ、,サを二次元格子状に接続し

た大規模分散メモリ型並列マシンである。要素となる推論プ

ロセ"サは当社のCMOS セミカスタムLS13品種の開発に

よって 1ポード化されており,1きょう(筐)体に32台ずつ

収容される。推論性能は1台当たり最高50万回/秒,256

台で1億28(刃万回/秒に達する。

現在, PIM上では遺伝子情報処理やLS1配置晒酔泉設計,

などの様々な並列応用プログラムが開発されている。

jhldi7、岳7
8

研究・開発

90

磁気へッド可動用小型アクチユエータ

"'山
110

町

並列推論マシンPIMの筐体(推論プロセッサ32台を収容)

27



オブジェクト指向による OS1上位層ソフトウェア

OSI(開放型システム間相互接続)は,異機種計算機問接

続のために規定された国際標準通信体系であり,今後の情報,

通信事業に欠力H!'ないものである。 OS1上イ立層には応、用業務

に対応、した各種のプロトコルがあるため,それらを効率良く,

拡張性に富んだ形で実装すること力唖要である。一方,オブ

ジェクト指向は,モジュール性高くソフトゥエアを構築する

ための新しい1鮴iである。我々は,オブジェクト指向による

OS1上イ立層ソフトウェアの設計を行い,独自に開発した通信

ソフトゥエア用オブジェクト指向言語SuperCでファイル転

送,トランザクシ,ン処理などのプロトコルを実装すること

により,高いモジューjレ性,効率の良い開発を実現した。こ

れらは当社コンピュータ製作所で製品化し,一部出荷してい

る。

^^

C/C+十によるエキスパートシステム開発ツール EXTKERNEL一瓜

EXTKERNEL一Ⅲは UNIXU鋤ワークステーシ"ン上で稼

働する村各的エキスパートシステム開発ツールである。当社

情報電子研究所と米国HR1社の協力で開発された。オブジ

エクト指向言語C++による全面的な実装とOSF/Motifに

よるウインドウインタフェースを実現し,標準プラットフ

オーム上のオープンッールを目指している。インタプリタと

知識コンパイラの併用によって開発環寛と実行環寛を分ける

ことにより,開発サイクルの短痢借と実行環境での高速実行を

実現した。多階層ルールセ、,トとスキーマによって知識を表

現するハイブリッド型のツールである。 C++とCのインタ

フェースを捌共してお1), UMX ソフトゥエア開卿累境にお

けるホ彫△み型エキスパートシステムの容易な開発力河能であ

る。

トランザクションファイル

処理ま五送

OS1通信規格

各種共通応用プロトコル

プレゼンテーションプロトコル

{オブジェクト指向技術 J
^^^^^^^^^^

(注)

オブジエクト指向によるOS1上位層ソフトウエア

"UNI×"は UNⅨシステムラボラトリーズ社が開発しライ

センスしている。

ソフトウエア設計

SupelC による実装

OS1通信ソフトウエア

CTRON応用ソフト開発支援システム

通信装置への適用を目的としてCTRON端処の通信OSの

開発を進めている。この一環として,このたひ応用ソフト開

郷業ナ寛の整備を行った。

エンジニアリング分野で定評のある, UNⅨの優れた開発

環境を利用可能にするため, CTRON準拠OS搭載機上に,

UNⅨのネットワーク機能を実装し, UNI×ワークステーシ

,ンとの分散騨寛による開発支援システムを構築した。この

システムでは, UNI×ワークステーションに用意されている

開郷累ナ寛をそのまま用いることができ,かつネットワーク機

能による, CTRON準拠OS搭載機へのりモートログインや

高速ダウンロード機能などをイ吏用し,連のソフトウェア開

高いモジユール性

開発効率の向上

GU OSF

開発者インタ
フエース

Mot11

エバリユエータ

エデイタ

ブラウザ
デバッガ

知識ペース

C, C++/Xウインドウ

ルールヘース

スキーマベース

知識ヘース管理

インタプリタ/

知識コンパイラ

エンドユーザー

インタフエース

知識ベース

外部プログラ
ム(C/C++

TUI(表インタフ

エース)

外部データアク

セス機能

EXTKERNEL・Ⅲの構成

実1丁モシユール

発イ乍業を効率良く進めることができる。

戸
外部データ

ベース

^^
、

、

推
論
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リアルタイムグラフィックサブシステム

三次元グラフィック処理力河能なグラフィックエンジン

(GE)部を二つ並列に動作させ,さらにフラッシュイレー

ズによる高速画面消去,連続ポリゴン処理による処理データ

量の削減を図ることにより,りアルタイムに三次元のグラフ

イ、"クイメージを生成できるシステムを開発した。

各GE部は高性能の浮動弓数点プロセッサ5個と,描画を

高速に実行するカスタムLS1がパイプラインで接続されて

いる。

当社のEWS, ME550に実装して10万ポリゴン/秒,,

3,000ポリゴン/フレームの滑らかな陰影付け処理力河能で,

今後,専用のグラフィックシステムへの応用力斗貪討されて

いる。

41.

トップダウン設計を実現したプロセッサの開発システム

プロセッサの機ヨ語西杢から論理設計までをド,プダウンに

行えるシステムをワークステーシ"ン上に構築した。このシ

ステムは,莎卵シミュレータ,ハードゥエア三己述言語,論理

合成ツール,マイクロシミュレータ等を矧共している。トッ

プダウン設計は,まず命令仕様機能仕様から機ヨ罷赴を行

い機能シミュレーションを行う。次に,論理合成又は論理設

計により,ゲートレベルの論理シミュレーシ.ンを行う。各

ミ賄十フェーズで十分なシミュレーションを行うことにより,

開発期間の短縮と設計品質向上力河能である。トップダウン

設計により,設言t資産の流用と他のテクノロジーへの展開も

容易となる。

VC 搭載大容量フレキシブルディスク装置

各チ転頃機システムに広く利用されているフレキシブルデ

イスク装置に対して大容量化の要求力滴まっている。これに

こたえるために,3.5インチディスク 1枚で30M バイトの

記憶容量をチ寺つ装置を開発した。

本機では,トラック密度の増加のために磁気へッドの位置

決めにVCM (ボイスコイルモータ)を用いた閉ループサー

ボ制御方式を採用して,高速高精度位置決めを実現した。さ

らに,今回の高速版高級機とは別に,磁気へッド位置決めに

ステ"ピングモータを用いた普及機の開発も行っている。ま

た,これらの装置では,2チ重類の夜甑へ、,ドを搭載すること

により,従来機(1/2/4M バイト機)とのりード・ライ

ト下位完全互換性を確保している。

表示画面

ハードウエア記述言語

汎用シミユレータ

マイクロシミユレータ

/

論理合成ツール

(国

叩令仕様
機能仕様

＼
'

機能モデル
棲能シミユレーション

機能言己述

論理合成

研究・開発

トップダウンプロセッサ開発システム

論理モデル
論理シミユレーシヨン

論理設計 一致旦頁^

LSI,ホート開発

大容量FDD試作機

、^、、



フルカラープリンタに適した高精度画像圧縮方式

カラープリンタは高精度化によって扱うデータ量が増える

傾向にあり,数十~10OMバイトの画像メモリを内蔵するこ

とがg要になってきた。そこで,入カデータを圧縮符号化し

てメモリ容量を削減する方式を開発した。プリンタでは自然

画像,CG画像,文字画像などの多様な画像でほと人ど劣化

か許されないこと,画イ象編集を行うなどの制約があることか

ら,国際標準化方式では不十分で,固定長のブロック符号化

方式を採用した,エンコーダとデコーダをゲートアレー化し

て30ODP1の当社福山製作所昇華形カラープリンタS36卯

(A4)で画像メモリ對反上に搭載した。圧縮率は3/8で,

開発中のS6600では71MバイトのDRAM が27Mバイトに,

1.4 電子機器

定速走行シミュレータ

自動車のアクセルを踏まなくても,所望の速度で自動走行

してくれる定速走行装置の性能をキ兀上で評価できるシミュレ

ータを開発した。コントローラとアクチュエータ部分は実織

の製品を用い,エンジンなどの駆動系と路面こう(勾)配な

どの走行抵1亢系をコンピュータがりアルタイムでシミュレー

トする構成である。

定速走行は装着率の高い力ーエレクトロニクス製品で,低

コスト化と新軒重に対して4豆期間での製品開発がメーカーサ

イドで強く求められている。このシミュレータにより,実車

走行テストの代替・補完だけでなく,従来は困難で面倒であ

つた車種ごとに異なるアクチュエータ部分の非線形性の景解

や,変速シフト時の挙動を詳細に鰯斤でき,さらに制御アル

600円/1M ビット換算で鍵万円が13万円に低減できる。

昼夜連続稼働可能な交通流計測画像処理アルコリスム

高速道路等の路相、嘱斐置カメラの映像信号を用い,種々の交

通状況(個別車両速度・車間距離・事故停止・渋滞等)を,

連続画像計測する実用アルゴリズムを開発し,プロト機評価

によって所期の性能を達成した。

移動体抽出法として,時系列の二次元画像からなる時空間

立体を,移動軸と時問軸で張る平面に変換する耐ノイズ性に

優れた DTT 法(Direction-Time Transform)を棄斤たに提案

した。これにより高い計測精度,屋外の環ナ寛変化に対する口

バスト性とともに,従来手法において困難であった昼夜同一

処理による連続計測力河能となる。

リアルタイムハードウェア化することにより,常時の管

制情報収集だけでなく,事故の早卓河検知による二次波及防止

再生画像の記録例

ゴリズムの共通化,高機能化に利用することで前記要求に役

」しつ。

定速走行りアルタイムシミユレータの構成

を目的とする交通流計測画像処理装置力渓現できた。

巨

風
◎7

者磨狐
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計測結果表示例
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ファジーオートチューニングコントローラ

PID コントローラの自動ゲイン調整を行う,汎用性のある

ファジーオートチューニングコントローラを開発した。今

回,制御理論に基づく制御系設計法を加味することにより,

汎用的なファジーオートチューニング方式(モデル分類型

方式,フフジー同定方式)を開発したこの結果,任意の無

駄時間と一次遅川討生を持つプラントや,機械振重力のあるメ

カニカルシステムに対し,通常運転中の入出力信号をもとに

PIDゲインを適切に修正していくこと力河能なオートチュー

ニングコントローラが実現できたこのコントローラの応

用として,モータ制御系のゲイン設定を実施し,良好な結果

力町与られた。開発した方式は様々なコントローラへの展開が

可能な一般的なものである

アンテナビーム方向の精密測定法

近来の電波ホーミングミサイルでは高速の飛行物体に対処

するために,アンテナのビーム方向を細かいきざみで変える

こと力涙求される。そのためにはアンテナのビーム方向を精

密にかつ短時間に測定する必要がある。

当社電子システム研究,斤では測定装置にアレーアンテナを

用い,各素子アンテナの受信電界からビーム方向を算出する

ビーム方向の精密測定法を開発した。

この測定法は当社鎌倉製作所か防衛庁に納入した光波電波

複号ミサイル用アンテナの評価i鵡貪に適用され,測定誤差

0.01 以下の測定精度と測定時間の大幅な短縮(従来の1/

フ)を実現した

RUI0 罫Eι t 鴇_棚lda1日

スペクトル拡散レーダ用符号系列

スペクトル拡散レーダは,特殊な符号系列を用いて送信信

号を変調し,送信信号のスペクトルを拡散することにより,

電波の送信を相手に察会Πされにくくしたレーダである。とこ

ろが,このようなレーダでは受信信号の干渉が大きくなり,

その結果,例えば山の近くを飛行する航空機のように,大目

標に近接した小目標の受信エコーが大目標の受信エコーに埋

もれて,小目標の検出力咽難になる問題があった。これを解

決するため,干渉力溌生しない新しい符号系列を開発した。

この符号系列は有限体から複素体への写像という独特の方

法で生成されるため,その成分数か従来符号系列に比べて少

なくなり,変復調器の構成か簡単になる特長をチ寺つ。

オートチユーニング実施例

L
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レーダ断面積の解析技術

レーダシステムを設計する場合に重要となる物体のレーダ

断面積を觸斤する1鮴iを開発した。この鰯斤法では物体を多

面体でモデル化し,これに總可光学的回折理論を基礎とする

分僻型等価端部電磁流源法を用いている。この分解型等価端

部電磁流源法は,従来の等価端部電磁流源法を多面体へ拡張

した当社独自の鰯斤法であり,これによって任意升劉犬物体の

鰯斤か初めて可能になった。

図は角すい台のレーダ断面積の三十算例を,実測値と比較し

て示したものである。この鰯斤技術はレーダシステムの最適

設計に有効である。

移動体通信用SAWフィルタ

近年,携帯電話などの移動体通信の端末機用として,小型

でイ尉員失なフィルタカ要求されている。今回,このようなフ

イルタとして, SAW (surface Acoustic W部e :弾性表面

t胸を用いたフィルタを開発した。このフィルタでは,複数

個のSAW励振用電極と受信用電極とを勘反上に交互に配置

して構成することにより,損失の低減を図っている。さらに,

電極中心間距離を半波長を単位として場所によって変化させ,

極性反転した電極を一部に用いることにより,帯域外減衰量

の改善を図っている。比帯域約26%の80OMH.帯フィルタ

は,挿入損失3.5dB以下の性能を持っている。

40
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周波数 1024GHZ

φ=0
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測定値
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C{,ιγ
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小型・薄型光合分波モジュール

双方向波長多重ウ制工送方式による広帯助n入者系システム

に用いるd型・薄型光合分波モジュールを開発した。この光

合分波モジュールはーつのバタフライ型パ、,ケージ中に,発

ウt素子,受光素子,プリアンプ,合分波フィルタ,結合レン

ズを高密度に実装することにより,小型・薄型化を図ったも

のである。モジュール本体の大きさは15mmX17mmX3.4

mmであり,回路基板上において電子回路のICパッケージ

と升剣犬・寸法を整合して実装することができる。この光合分

波モジュールでは,波長1.55 μm と 1.31μm の半導体レー

ザ光の波長多重により,622MbpS以上のディジタル信号の

双方向伝送を行うことができる。

角すい台

a=b-250mm

C=d=150mm

h=40omm

75 90 105 120 135 150 165 180

垂直偏波6

角すい台のRCS

b

X

Y

PT5.C45B

移動体通信用SAWフィルタ

2 3 4

小型・薄型光合分波モジユール
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410GHZ帯段間直結形高出カモノリシック FET増幅器

ミリ波帯の高出力FET増幅器では, FETの出力・利得が

小さいため,多数のFETセル出力を合成するとともに多段

構成にする必要がある。ここでは増幅器の小型化,高信頼化

を図るため,2段増幅器を 1チップ上に構成したモノリシッ

ク高出力増幅器を開発した。各段のFETをそれぞれ4個の

セルに分割し,前段及び後段のFETセルを短い線路でそれ

ぞれ直結している。これにより,各FET を均一動作させる

とともに段間の回謝員失を低減させ,後段FET出力を効率

良く合成している。増幅器の性能は40G翫帯で利得4dB,

出力0.4W である。

1.5 電子デバイス 0 材料技術

非線形効果のサイズ依存性

光で光信号を制御する非線形ウモ学素子は,光エレクトロニ

クスの発展に必要不可欠なキーデバイスのーつであるが,従

来は極めて強い光が必要であるため実用に至らなかった。大

阪大学・麺升究室との共同研究において,原子間の相互作用

を考慮した独自のミクロモデルを用いた理論言頃を行い,非

線形光学現象を鰯斤した。その結果,図に示すように物質内

部に入射した制御光の強度力吻質サイズによって著しく変化

し,特定のサイズにおいて特異的な増大を起こすことが分か

つた。これはヲ畔泉形ウt学分野における新しい基本パラメータ

の発見である。この効果を利用すれば信号光を弱い光で制御

でき,実用的な非線形光学素子を作り出すことができる。今

後は効果の実証を図るとともに理論の拡張を行う予定である。

40GHZ帯段間直結高出カモノリシック FET増幅器

高温超電導ジョセフソン素子

従来の金属系超電導素子に代わって液体窒素温度(フ7K)

で動作可能な高i品超電導体を用いた素子の開発が注目されて

いる。当社ではBi系の高t品超電導膜の結晶方向を制御する

ことにより,人工的な粒界接合升三成の研究を行っている。今

回, srTi03基板上に Bisrcacu0 が(11n)方向に配向し,

同一基オ友上に形成したMg0バッファ上にはC軸方向に配向

することを利用して人工的に結晶粒界を形成することに成功

した(図仏))。この結晶粒界に15.7GHZ のマイクロ波を照

射したところジョセフソン効果による定電圧ステップカ概測

され(図(b)),この素子がジ"セフソン素子として動作して

いることを確認、した。この素子を用いて高感度磁気センサ等

への応、用力河能である。

3

亀 n口匂

2

各ピークは今回発見された特異的増大効果

入射光強度=1

0
101 201 301 401 501 601 701 801

膜厚(原子層豐め

薄膜内部における制御光強度のサイズ依存性

研究・開発
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コイルボビンー体型液晶ポリマースピーカー振動板

音響再生システムにおけるディジタル技術の急、速な進展や

大型AV機器の普及により,スピーカーシステムの高性能

化が強く求められている。今回,振重力板とポイスコイル巻線

用ボビンを一体升剣犬とした大口径コーン型スピーカー振動板

の成升牙支術を開発した。主な特長は次のとおりである。

①従来の振動板と比較して,1癒力板/ポビン間の接着部が

ないため,振動伝達ロスがなくなり,ボイスコイルの振重力を

高効率・低ひずみで振動板に伝達できる。

②超高速射出成升劣支術の開発により,口径250mm,オ反厚

0.25mm の大口径ボビンー体型コーン振動板の製造力河能

である。

3)高耐熱・高剛性液晶ポリマーの開発により,この振動板

は車載用や屋外イ吏用などの厳しい環境にも対応できる。

ポリマートランジスタ

当社では導電性高分子の優れた半導イ材手性に注目し,導電

性高分子を半導体として用いた電界効果トランジスタの研究

を進めている。導電性高分子の一種であるポリ(2,5ーチ

エニレンビニレン)は,スピンコートt去等の簡便な方法によ

つて均一な薄膜とすることができる。しかも,無幾半導体の

場合に用いられるドーピング等の特別な処理無しに,優れた

P型半導体としての性質を示す特長がある。今回,このポリ

マーを用いた戀家ゲート型の電界効果トランジスタを試作し

たところ,トランジスタとしての優れた特性を示し,キャリ

ヤ移動度としてはアモルファスシリコン薄膜トランジスタに

近づく 2 ×10-2Cm./VS力所尋られた。今後,更にこのトラ

ンジスタの高性能化を図る。

コイルポビンー体型液晶ポリマースピーカー振動板

(コイル巻線加工品)

エキシマレーザ用レジスト

半導体素子の高篇劃ヒに伴い,露光用光源の短波長化が必

要となっている。次世代半導体の露光用光源としてKrFI

キシマレーザ(248nm)が注目されており,この技術で使用

する高解i象度レジストカ沫められている。

今回試作したレジストは,化学増幅型反応機構を導入した

3成分組成(ベース樹脂,溶解抑制剤,光酸発生剤)で構成

されている。このレジストは溶解性基の一部を酸分解性基で

保護した構造のべース樹脂と,露光後大きく溶解性力狗上す

る溶解抑制剤とで構成した点力畔寺徴である。高解像度化に必

要な露光部と未露光部の溶解速度差を十分大きくする倭女千

イ剖ことができた結果,0.35μm レベルの高解像度パターン

形成力河能となった。
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高分解能透過電子顕微鏡による原子配列解析

材料・デバイスの高機能・高性能化により,材料開発では

原子・分子レベルでの物質の制御が基本的な手法となり,物

質の微細構造のキ艮底的な理解力坏可欠となってきている。冒

分解能透過電子三動繊寛はそのーつの有力な手段であり,当社

では原子配列鰯斤技術の確立を通じ,新電子材料の原子配列

等の1甑細構造と材*"宇性の相関,成膜・結晶化メカニズム等

の基本チ見象を明らかにし,材料開発に1斐立てている。

・→ヲ1として,写真に高t且超電導薄膜と基板界面近傍の原子

配列を表す電子三動拠剣象を示す。原子レベルの微細構造鰯斤

に基づいた成膜プロセスの制御により,微傾斜を持つ基板上

にジ,セフソン素子作製に適した一方向に傾斜した結晶性の

良い膜力町尋られていることが分かる

ディジタルVTR用磁気へッド

家庭用ディジタルVTR は, S・VHS等のアナログVTR に

比べ,情報量か'1けた以上大きく,広帯域,超高密度のヨ哉示

を必要とする。この要求に適応、した以下の特長を持つ磁気へ

ソドを開発した。

(1) 6 μm トラックピッチに対応した狭トラックヘッド

②へッドコア材に飽チU磁束密度がIT以上のセンダスト膜

とSi02絶縁膜の積層構造を採用

③センダストに第4元素を添加することによって摩耕討生

力狗上し,偏摩耗によるスペーシングロスを抑圧

この磁気へッドを,高保磁力を持つ蒸着テープと組み合わ

せることにより,家庭用ディジタルVTR を実現する良好な

電磁変換4宇性を得ることができた。

Bisrcacu0高温超電導膜の高分解能断面電子顕微鏡像

PGS用 SF6ガス漏れセンサ

PGS(SF6ガス負荷開閉器)のガス漏れによる電流の投

入・遮断時の事故を未然に防ぐため,ガス漏れ力溌生して空

気力杓部に侵入したことによる酸素の増加を検出するガス漏

れセンサを日本電池総と共同で開発した。屋外環境という

厳しい条件で高精度・高信頼性を実現するための技術的なポ

イントを以下に列挙する。

(1)雑ガスの景3響がないガルバニ電池式酸素センサ方式の採

用。

②高温・無酸素中での耐久性を十分確保させるため,①

隔膜表面の電極構造の改良,②隔膜への電解液の浸透性の向

上,③ホルダと金属キャ、"プの完全固着処理を行った。

③電解液の蒸発対策。

これらにより,20年の長期信頼性を実現した。

基板表示

絶緑膜

ト・^

10μm

センダスト膜

磁気ギャップ

ディジタルVTR 用磁気へッドのしゅう(摺)動面

研究・開発

セラミック基板

SF6ガス漏れセンサの外観

内蔵センサ

ー'.:゛'キ.゛1,,、,..1..゛電、.'、'・"'モ・..'、

難
Y

一
.
、
一
一

＼
叉
.

鳥
.
、

、
■

、
罵

ゞ
、
、
ゞ
,
.
メ

ー
リ
,
魯
 
3
、
.

・
.
、
.
'
.
ミ
、
亀
、
"
゛
●
一
一
.

.
、
.
Y
 
^
>
、
;
.
 
Y
゛
゛
一

●
■
、

.
エ
.

、
・
.
一
ト
^
,
:
一
:
一

ゞ
:
'
、
、
、
;

し
.
、
X
 
,
.
§
典
:

X
'
"
・
一
.
'

.
、

写
亀

゛
、
、

嘩

、
、
.

阜
、

.
、

.
、
、
、
、

＼
゛
、
、

、
亀

ゞ
.

.
"
.

、
ー
;

一
゛
一
.

.
,

、
 
t
-

一
含

.

、
、

.

,
^
^
.
^
^
^
・
.
、

・
:
具
'
:
.

,
、
.
一
角
一
、
'

.
」
、
.
゛
.

、

ι
一
一
.

X
リ
.
゛
,
゛
一
・

S

、



広帯域AC電源ノイズフィルタ

電気・電子製品の普及とともに電気用品取締法, VCCI

(情報処理装置等電波障害自主規制協議会)等,電気製品から

発生する電る桝方害波の規制は,厳しくなっており,この対策

部品としてのEMC(電磁環境適合性)デバイスは,小型・高
^

性能化力優求されている。

今回これらの要求に対応して,当社製高透磁率フェライト

コアと金属はく(箔),誘電体フィルムにより,コモンモー

ドチ,ークコイル,コンデンサを一体化したシンプルで高

性能な全く新しい箔巻形のAC電源フィルタを開発した。主

な特長は次のとおりである。

1)広帯域化:周波数1~30OMH2で30dB以上の減衰量

2)小型化:従来の約70%(電流容量3A)

ST /STS による Si表面評価

自音閉ヨで開発した STM (兆1)/STS(注2)装置を用いて,

水素終端したSi表面観察を行った。写真にSTM像とSTS

像を尓す。 STM 像では3.5nm 以下の凹凸(rmS 値は0.3]3

nm)力觀察され,一方STS像では微分コンダクタンスの高

い領域"1"が見られる。水素終端したSi表面の大部分のト

ンネル1・V特性は,典型的なショットキー特性を示すのに

対し,領域"1"での1・V特性はヌす動、な形をしており,バン

ドの曲がりは観察されない。したがって,この領域は電圧降

下の大きい酸化領域であり,電子イ云導は表面準位によって支

配されていると考えられる。このようにSTM/STS調西を

用いて, si表面の電子状態の違いから,表面酸化膜の局所

的な分布状態を観察すること力河能となった。
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仏)外観

(注 1)

(注 2 )

STM

STS

4
^

/

0,6μm 高速C OS/S01プロセス

将来のULS1基本キ蒜造として薄膜S01(1色捌西上のシリコ

ン層)構造及びそのデバイス技術の開発を行っている。

今ヨ斐,均一性に優れた SIMO×(旦eparation by 血Planted

Owgen)法で,厚さ10onm のシリコン層を勘反から繕尿分

離し,これを用いた0.6μmcMOS/S01ゲートアレープロ

セスを開発した。ゲート敷きつめ配置方式(SOG)の16K

CMOS ゲートアレーで]6 ビット X16 ビット乗算器を製作し,

掛反シリコン素子と同ーテスト内容で,ほぼ同じ歩留りを得

るとともに,3V動作で約1.5倍の高速性能を確認、した。こ

れは構造的な特徴佰畔泉容量,接合容量の低減)を十分に生

かした結果であり,その寄与を定量的に実証できた。今後,

実用化に向けて,より大規模な素子への適用検証を重ねる予

定である。

Scannlng Tunneling Microscopy

Scanning Tunne11ng spectroscopy

＼

/牲/
フ丁ライトコア

誘電帯フィ儿ム

、、'、、こ、^_ノ〆
、、'V、

『^^

(b)構造

^^

STM

S1表面の STM/STS像(走査領域:45mmX45mm)

400

STS

300
.、[亙三ヨ

1ヒ匡一竺.1
＼0 ＼国

・'、、、、＼)・
[厘主三△セ型竺回

200

100

0
10 コ 10

要素回路の動作速度評価/0.6μm(16K ゲート)

CMOS/S01ゲートアレーチップ

肖費枯力 mw
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GaAS基板を用いた長波長 PIN-FET受信OEIC

加入者系光通信システムの普及には低価格の受信OEICが

必要である。ファイノq云送損失の小さい波長1.3~1.55μm

帯のPIN ホトダイオードと GaAS・FET をモノリシックに集

積した受信OEIC をlnp on GaAS技術を用いて 3 インチ

GaAS勘反上に作製した。1nP勘反より大口径化が進人でお

り,低価格なGaAS基板を用いることによって低価格化が

期待できる。 GaAS勘反とlnP結晶の1各子定数の差から生じ

る欠陥の密度を減らすために, MOCVD法による結晶成長

時に熱サイクルアニール及びひずみ超キ各子バッファ層を導入

した。このOEIC の伝送速度622MbpS における受信感度

(符号誤り率が10-9となる平均受光電力)は一28dBm であ

り,実際の光通信システムに適用可能である。

1.6 生産技'/評価・診断技術

換気扇CIM

換気扇の多様化と短納期にこたえる市場対応、型CIM を開

発し,平成3年4月から稼働開始した。特に,受注変動の大

きな機種に関しては,全国の在庫状況に応、じた生産計画を毎

日自動決定し,製告ラインのコンピュータまで^昂差される。

併せて,短納期を実現するため製造方式を見直した。中で

も主要部品であるモータでは,電磁觸斤CAEや生産設計の

徹底により,革新的な2分割コア方式のモータを開発した。

この結果,樹泉・端末処理・リード線処理の完全自動化ライ

ンか開発できた。

これらにより,営業要求から組立完了までの期間を従来の

1/8に短縮し,即納率を大幅に改善するとともに,数十名

の省人を実現できた。

'^'冒

CIMを指向した小型遮断器組立ライン

当社では,市場の短納期,高品質要求に対応するため

CIMを指向した小型遮断器の多品種混流組立ラインを構築

した。このラインは,1散底した生産設三十による組立ての自動

化,営業部門から製造部門までの生産情報の直結化による計

画期間の短縮とスムーズな情報伝達,さらにサイクルタイム

内自動段取りを実現し,大幅な省力,工期短漸ぎ,小ロット生

産を達成して市場への即応、体制を確立した。

また,多品種のコイルを全自動で生産するNCコイル巻線

機など多くの高度自動ネg立機を開発した。これらを当社FA

コンピュータ,シーケンサのMELSEC シリーズで制Ⅱ卸する

ことで,部品の自動供給,機キ戒及ぴ生産ラインの自動段取り

化,品質情報の自動収集・分析を実現した。

長波長受信OEICのチップ写真

〔 1

目
Ⅱ

研究・開発

^

新形ファンモータ組立ライン

営業システム

営業情報システム

生産管理システム

組立ライン

制御システム

ショツプ管理システム

ライン統括制御システム

企業レベル

資材システム

製作所レベル

フロアレベル

品証ライン

制御システム

小型遮断器組立ラインシステムの概念

組立自動機ライン群

無人搬送
システム
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物流拠点FAシステム

当社では,多様化する家電製品の供給体制を整備するため,

全国を3ブロックに分けた広域流通システムの再構築を進め

ている。このほど,西日本地区に家電業界初の村各的FA化

を図った"西音愉克通センター"を完成させた。

この流通センターは,大規模な自動化システムを導入する

ことにより,販売店への配送サービスを効率良くかつ短期間

に行うことを可能とした。全国販売物流情報オンラインシス

テムからの指示を,流通センター内の当社オフィスコンピュ

ータ MELCOM80が受信し,入出荷処理を実行する。さら

に, MELCOM80の指示に従い,スーパミニコン MX5800

が自動倉庫,ケースソータ等をりアルタイムに制Ⅱ卸する。こ

れにより,物流拠点OA とFA を統合した高度自動化を実

現した。

カラーブラウン管検査装置

大画面化,高解イ象度化が進むカラーブラウン管の画質の安

定と生産性を向上するためには,ホ且立時の精度管理力玩河欠

である。

今回,半導体レーザとテレビカメラによる三角測量方式と,

画像処理1鮒iを利用したカラーブラウン管検査装置を開発し

た。この装置は,蛍光面の品位を決定するシャドゥマスクと

パネルのホ竝状態を検査するもので,①組み立てた状態で非

接触の測定力河能,②測定精度は30μm以下の高精度,③測

定時間は1点当たり1秒の高速測定の特長を持っている。

装置を大型テレビ管の生産ラインに導入し,ま註精度の全

数検査力河能となり,品質の向上,安定化を図ること力Mき

た。

5F自動倉庫

1 1

IFケースソーター

^^

武、

ーーーーー＼

●塑性加工高精度シミュレーション

,.ー

このCAEシステムは,金属の塑性加工において材料沈勵

を三頃し,製品寸法や成形不良,金雪!破損を予測して金型設

計を支援するもので,これによりカットアンドトライを減ら

し開発期問を短痢盲できる。剛塑性有限要素法を採用している

ため,繰返しヨ頃の1又束が良く,容易に鍛造のような大変形

問題まで角豺斤できる点か弾塑性有限要素法よりも優れている。

モデル作成から言十算結果の表示までのイ乍業はパソコンで対話

的に行い,核となる有限要素法ではEWSで言1算するなど,

現場でも使えるように考慮されている。塑性力Π工の代表価1と

して言隙した前後方押出しでは,前方側と後方側の游勵バラ

ンス比で実験値と5%の精度で一致した。既に冷問鍛造に実

績がありi条絞りなどの板材成形にも拡張している。

自動仕分機

シユート讐タ' 21

スライドシユー方式

水平コンベア速度'90m/mln
仕分け能力 5000ケース/h

西部流通センター

......

......

、■口■凹
..1:能1..

^

^

カラーブラウン管検査装置

牙〔牙3月1」
変升折髪
波線は実験値

前後方押出しの計算例
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ICBによる超平滑薄膜形成技'

クラスタイオンビーム(1CB)蒸着法により,表面粗さ

0.25nm という従来の2倍もの超平滑な金薄膜を形成する技

術を開発した。具体的には,①成膜の核を従来法の10倍の

高密度で形成し,②引き続き核の間をすき間なく結晶成長さ

せ,極薄膜形成力咽難視されていた金に対して厚さ数nmの

段階からの連続膜成長を可能としたことによる。

こうして得られた薄膜は,理想鏡面の目安となるX線の

反ぢ"寺性評価で,従来法をはるかにしのぐ高反射率(注)を示

した。この技術は,超薄多層を基本構造とするSRミラーや

各チ重量子効果デバイスの開発を加速するものと期待される。

(注)波長0.80m のX線で反射率95%(従来の蒸着法では乃%)

● C02レーザによる高速セラミック膜形成技術

高密度エネルギーを持つC02 レーザを用いてセラミ、,ク

材を効率良く蒸発させ,高品位セラミック膜を毎分＼数μmの

高速度で形成できる真空蒸着法(CO.レーザPVD法)の実

用化1鮴iを開発した。

従来,ターゲットに用いるセラミック焼結材のき晰撃によ

る割れ発生及ひ膜の組成ずれという問題のため,成膜可能な

セラミックのチ重類力那艮られていた。

これに対し,多孔質化などによるターゲ"トの割れ防止技

術及び雰囲気ガス制御による反応、性蒸着1鮴iを開発した。こ

れにより, si02 をはじめ,耐き曳衝撃性の低いA1203 やSic

などの各種セラミック材をヌ寸象に,高品イ立膜の高速連続形成

力河能となった。

(従来法)

r裕き

2

r11m j 8
0

走査型トンネル雷子顕微鏡による薄膜表面の比較

4 r麹き

TCP実装用レーザ0LB技'

ゲートアレーなどの超多ピンLS1 を実用化するには,リ

ド数が3Ⅸ)本以上,リードピッチが250μm 以下のTCP
(注 1 )

を基板に実装する1鰯iが必要である。

これに対し,当社独自のレーザ0LB睦2)技術を開発し,

TCPの高品質実装を達成した。以下にその特長を述べる。①

リードを1本ずつ短時間加熱するため,パッケージ及ひ基板

にダメージを与えることなく接合できる。また,狭ピッチリ

ドでもプリ"ジを発生させない。②レーザの走査法を工夫

することで,は人だの溶融游勵を最適制御し,良好な接合部

を確保した。③高速スキャン光学系の採用により,毎秒即

ピン以上の接合力河能である。

( 1 CB法)

6
0

( b) TCP実装例

(1/ードピッチ

2

4

6

8

差圧ノズル

250 μm)

ガス供給管

オリフィス

C02レーザ光

集光レンズ(znse)

レーザ'入窓(znse)

ヒータ
蒸発粒子

(注 1)

(注 2 )

ノ,ゞψ

、帥0.0 二ーーーーー

薄膜

セラミックターゲット

真空成膜室

TCP

OLB

1.研究・開発

Tape carrier package

Outer Lead Bonding

C02レーザPVD法の構成

排気ポンプ

加工部品
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酸化薄膜形成用アクティブビームガン

酸化物薄膜の形成プロセスにおいて,強力な酸化性ガスで

ある原子1犬酸素を成膜基板へ照aす・ずるアクティブビームガン

を開発した。この装置は無声放電により,酸素分子を解離さ,

せて原子状酸素を発生させ,ノズルを通してビーム状に放出

するものである。高密度プラズマ形成と石英放電管のイ吏用に

より大容量(発生量3.3×10'9個/S,濃度10%以上),高純

度の原子1犬酸素を発生できる。この装置をクラスタイオンビ

ーム装置に装着してEr系超電導薄膜を形成した結果,570

での低基板t且度で臨界1品度80Kの高性能な薄膜か得られ,

その強力な酸化力力洗認された。なお,この研究は新エネル

ギー・産業技術総合開発機構の大型工業1鮴i開発"超先端加

エシステムの研究開発"の一環として行われたものである。

A/Dコンバータ

エキシマレーザ加工装置の高効率転写光学系

エキシマレーザを用いたマスクパターン転写加工による電

子回路基板の1燃田穴明け加工の分野で,加工速度を従来より

も12倍向上することガできる高効粒云写光学系を開発した。

この光学系は,パターンを転写するためのマスク面で従来

は鵬すしてエネルギーロスとなっていた光を,反射ミラーで

再びマスク上に戻して何回も再利用して高効率化を図るもの

で,光学シミュレーションによって光強度分布均一化条件の

最適化を図るとともに,誘電体多層膜付きの高反射マスク及

びミラーを用いることによって従来方式に比較して12倍の

エネルギー密度向上を達成した。この光学系を例えば10W

出力のレーザに組み込めぱ,120Wのレーザと同等の加工

能力を持つことになり,生産性の大幅な向上力渓現できる。

放電管

給雷電極

酸化物薄膜形成用アクティブピームガン

CVD装置用インプロセス膜厚モニタ

1燃三・高集積化が進む半導体製造の成膜工程において,よ

り高精度の膜厚管理力沫められている。この要求を満たすた

めに,膜のたい(堆)積量を士10OA以下の高精度でインプ

ロセス計測できるモニタを開発した。言"則対象は, CVD装

置で一般によく堆積されるシリコン酸化膜(si0分や,シリ

コン窒イ峨(S畭N')等の透明膜である。

特長として, RGB三波長光干渉方式を適用することで高

精度言ガ則を実現し,かつ成膜プロセスに起因する言"則外乱に

極めて強いモニタシステムを構成した。また,光学系の最適

化設計により,センサ部を小型化a20cmりし,半導体製造

装置への搭載を容易にした。

原子状酸素

ウエーハ

騨

コリメータ

材料ガス

ぐ__う
CVD装置

光ファイバ

RGB レーザ

( B)

/11庁行"

色分解プリズム

電源

(G)

膜厚モニタの構成

アンプ
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絶縁膜欠陥の高感度評価法(RTS法)

繕最膜/si界面で生じた欠陥を高感度に評価できる手法

を開発した。 MOS電界効果トランジスタ構造のゲート酸化

膜の面積が1μm'以下に1凱細化されると,ドレイン電流が

不連続的に変化する現象(R即dom Telegn血 Si即al)が観

測されるようになる。この不連続信号は,絶縁膜/si界面

に存在する電荷の捕かくと放出に起因し,界面に存在する単

ーの欠陥での電荷の捕かく現象を反映している。図は面積が

0.6μm'のゲートに,ドレイン電圧を0.1V にしてゲート電

圧を変えたときのドレイン電流の変化を示す。ドレイン電流

が0.6~ 2 μA の強反車云領域に RTS A1 が,0.06~0.2μA

の弱反転領域にRTS A2力觀測される。この手法は,1i色縁

膜劣化の機構を研究する有力な手段となる。

11層曲面多層配線板の製造技'

近年,任意曲面上に素子アンテナを形成するアレーアンテ

ナの開発が盛人に行われている。このアンテナは複数個の送

受信モジュールを持つもので,これらに電源及ひ制御信号を

供給・分配するための曲面多層配線板が必す仏動となり,

その高密度化が切望されている。

開発したⅡ層曲面多層配線板は,ヒートプレスで曲面成

形と積層を同時に行った後,レーザ露光によって曲面へ直接

パターニングしたものである。

この曲面基板の採用によって,移動体通信等における曲面

へのシステムインテグレーションカ河能となり,システム

全体の小型化とともに,電気性能の向上,重量の低減等力河

能となる

ドレイン電流(μA)OS
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紫外線照射によるプラスチック・金の接着改善

プラスチックの精密成形部品や板金部品の接着組立てにお

ける接着強度の向上を図るため,紫外線昭射による接着前処

理1鮒iを開発した。この方法は,イ氏圧水銀ランプを用いて,

185nm及ぴ254nmの紫外線を部品の表面に空気中で短時間

照ぢ寸するだけの簡便な方法である。紫外線照射により,部品

表面の汚染層の減少'や極性基の増加がおこり,部品表面の表

面張力が増大することにより,接着強度が向上する。図に

PPS(ポリフェニレンサルファイド), PBT (ポリブチレンテ

レフタレート),亜鉛めっき鋼板における紫外線照射時間と

接着強度↓ヒの関係を示した。短時間の照射によって接着強度

が大きく向上し,特にプラスチックでは,材料自体力鞁壊す

るほどに接着性力歌善されている。

絶縁膜欠陥の高感度評価法(RTS法)
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紫外線照射時間と接着強度比の関係
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我が国の電力需要は,内需拡大とライフスタイルの多様

化に伴い,今後も民生用を中心に着実な伸ぴが予想される。

一方,社会の高度化,'情報化により,電力の質に対する要

求は今後とも増大し続けるであろう。電力・エネルギー分

野では,これらの要求に十分こたえうる注目すべき製品が

数多く実現し,まさに総合技術力が発揮された年であった。

原子力発電では,北海道電力繍泊発電所2号機が平成3

年6月営業運転を開始した。関西電力総大飯発電所3号

機は,国内最大容量のタービン発電機(1,310MVA)や,最

新のディジタル計装制御装置を導入し,平成3年12月に営

業運転を開始した。

また,運転員の大幅な負担軽減を目的とした次期原子力

プラント用中央計装システムのプロトタイプを製作し,プ

ラントの総合監視を容易にする大型表示装置の導入やタッ

チ操作化を図り,顧客運転員による検証を実施し,その有

効性が確認できた。

火力発電では,発電所の運転・監視・保守の簡素化,制

御機能向上及び高度情報化の実現などを重点に開発・製品

化を展開している。実績として, CRT オペレーシ.ンの

適用拡大,異機種ディジタル装置間の高速データ伝送用標

準プロトコルの適用,タービン系標準保守ツールの採用な

ど,更なるディジタル制御の適用拡大が実施された。また,

次期プラントを目指した中央制御室トータルデザインの提

案や遠隔監視システム等の開発に注力している。

プラントとしては,東京電力媒東扇島発電所2号機(1,000

MW)が平成3年3月に営業運転を開始し,中部電力繍碧

南発電所3号機(70OMW)は,各種冷却方式の適用によっ

て規約効率99%を達成した単機国内最大容量タービン発電

機(80OMVA)を製作し,現地据付け中である。

水力発電では,揚水運転時の入力調整を可能にする可変

速発電システムの初号機として,大容量GT0変換器等の

新技術による北海道電力欄高見揚水発電所2号機(140

MW)の製作を進めている。

新発電技術では, NED0委託研究りン酸型燃料電池(200

kW級,大阪プラザホテル)が,業務用としては国産初の

13,oooh の累積発電時間を達成した。関西電力欄六甲ア

イランド向けりン酸型燃料電池(20okW級)は,平成3年

Ⅱ月に納入され,引き続き系統連系運転にかかわる各種実

験が今後計画されている。

太陽光発電システムでは, NED0委託研究として座間味

島(50kw),渡嘉敷島(20okw)での各種実証試験を平成3

年3月に完了し,その後もj順調に稼働中である。また,宮

古島に乃okW を建設中であり,平成4年夏に一部運転を

開始する予定である。

変電機器では,関西電力総枚方変電所に世界初の超高

圧・大容量液冷却式ガス絶縁変圧器(275kv,30OMVA)が,

平成3年3月に運転を開始した。今後,不燃・防災性に優

れた特長を生かし,ビル及び地下式発変電所や都市部周辺

の屋外変電所への設置が大いに期待される。

開閉装置では,中部電力総豊根開閉所向けに新形郭okv

GIS を現地据付け中である。これは,開閉所の無人化を実

現するため二重化遮断器と運転・保守支援システムを装備

している。また,高信頼度化を目的とした光PT,光CT,

無接点制御回路等を適用した次世代GISの性能検証が行

われている。

電力系統機器として関西電力総犬山開閉所向けに納入

した大容量GT0 を適用した世界最大容量(154kv,80

MVA)の系統安定化 SVG (static V笹 G印aato"が平成 3

年3月に運転を開始し,静止形無効電力補償装置としてそ

の有効性が確認された。

配電関連機器においても,特高受配電の主流となるコン

パクト型GISや電力需給用複合計器等の新製品が実現し,

一層の省力化,合理化の進展が期待される。
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2.1 発電分野

原子力発電プラント

北海道電力欄泊発哥斤2号機(579Mwe)は,平成3年4

月に営業運転を開始した。

関西電力総大飯発電所3号機(1,180Mwe)は平成3年

12月営業運転段階に達した。同4号機は平成5年2月営業

運転を目指して現地調整声膓貪中である。また,九州電力総

玄海原子力発電所3号機(1,180Mwe)は制御三陛システム

の総合組合せ試験を経て電気三十装設備の現地捌寸けを完了し,

平成6年営業運転を目指している。また,同4号機は鋭意設

計作業中である。さらに,四国電力(掬伊方発電所3号機

(890Mwe)は詳細設計から機器製作段階に入っている。大

飯3号機以降のプラントは,制御系のディジタル化・多重伝

火力発電プラント

国内,耐卜向けに数多くのプラントを識十・製作及ひ現地

試運転中である。主なものとして,国内向けでは東京電力

欄東扇島発電所2号機1,00OMW プラントが完成し,平成

3年3月営業運転を開始した。また,中部電力総碧南発電

所3号機70OMW プラン Nよ順調に現地矧寸け中である。

技術面では,最新の言頃機,マイクロエレクトロニクス

及酬云送1錨i応用による火力発哥斤の運転,保守,監視の簡

素化,機能向上及ひ高度情報化を展開しており,事業用火力

においてCRTオペレーシ,ン採用拡大,異機種ディジタル

装置間の高速データ伝送を容易に可能にする標準プロトコル

の適用及びタービン系標準保守ツールの採用を実現した。ま

送装置・CRT主体の運転監視などの最新の技術を適用した

プラントである。

動力炉・核燃料開発事業団の高速増殖炉も人じゅ発電所

(280Mwe)は,現在,総合機能市轍を実施中である。

また,現在稼働中のプラン Nこ対しては,継続的に各種予

防保全活動を行い設備改良を推進するとともに,設備運用保

守システムの高度化開発にも取り組人でいる。

さらに,欠期プラントに向けては,これまでのプラント建

設経験を踏まえ,より一層の安全性信頼性を目的とした新技

術の開発検証を進めるとともに,電気・三十装システムの基本

計画を進めている。

タービン発電機

平成3年の出荷台数及ぴ製イ乍容量は,水素冷去畷と空気冷

却機を含めて国内向け12台(2,636MVA),輸出向け10台

(2,6認MVA)であった。主要機を以下に紹介する。

火力発電所向けとして国内最大容量の中部電力総碧南火

力発電所第3号80OMVA機は,固定子に水冷却,回転子に

プレッシャライズドギャップ冷却を採用し,冷却用ブロワ

をd型化するとともに機樹員・電気損の低減1鮒すを適用し,

規約効率99%を達成した。輸出火力機では60OMW級2台

ほかを出荷した。

原子力発苛斤向けとして国内最大容量の玄海原子力発電所

第3号1,310MVA機は,最新先行4ループ機と同一の水冷

却固定子,軸方向通風水素内部冷却回転子を適用した。

空気冷却機では大容量ガスタービンに対応した輸出120

た,制御装置は既にほとんどの領域でディジタル化力溜られ

ているが,今まで未実施であったAVR について,32ビット

マイクロコントローラを用いたディジタル制御装置を製作し,

自家用発電プラントに納入した。

次,期プラントを目指したものとして,運転員の小人数化に

対応、するため,運転の1刈直性と監視性向上をねらって新型中

央操作盤を含む中央制御室のトータルデザインの提案,運転

員を側面から支援する運転支援システムの向上,さらに運転

員の負担を低減するための現場機器遠隔複合言"則システムの

実現に向けて取り組人でいる。

2.電力・エネルギー

MVA級機を出荷,また国内最大容量の160MVA級機を製

作中である。

峨昭

中部電力制碧南火力発電所第3号80OMVAターピン発電機

、
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石炭焚火力発電所向け石炭ミル用PAMEータ

石炭だき(焚)火力発電所向けに,石炭ミル§噂力用二段速

度PAM (pole Amplitude Modulation)方式極数変換モータ

を製作・納入した。以下に概要を示す。

(1)仕様:450/380kw,10/14P,6,60OV,50H2全閉外

扇升づ

②特長:(司システム

石炭ミル運用範囲の拡大のためモータ極数切替

えによって行うもの。イ氏負、荷時にはイ氏速運転によ

つてミルの周速を下げ,ロールリフト確保によっ

て振動抑制を図った。

化)モータ

石炭ミルそのものは特殊なトルク特性(始動ト

ルク大)を持っており,これを満足するため,回

水力発電プラント

揚水運転時の入力調整を可能にした可変速揚水発電システ

ムの開発を終え,初号機として平成5年4月の運開に向けて

北海道電力欄高見揚水発電所2号機(105MVA/140MW)

の製作を進めている。このシステムは大容量GT0変換器の

適用を特長としており,大容量巻線形誘導機の製作1鮴i,パ

ワーエレクトロニクス技術,ディジタル制御技術等を駆使

したものである。20okW発電電動機を使ったモデル検証を

平成3年7月に,工場での実機(発電電動機,変換器ほか)

組合せi括貪を10月に終えて現在各種制御装置の製作・i式験

を進めている。

同じく大容量揚水発電プラントとして,関西電力側大河

内揚水発電プラント(320MVA/348MWX 2台)が平成4

年Ⅱ月の運開に向けて工事が進められてぃる。

転子を二重かご牙3構造とし,高始動トルク特性を

実現している。

リン酸型,陸斗電池

リン酸型燃料電池について,電池本体を始めとする要素開

発並びに発電システムの製作運転を行い,実用化を目指した

開発を進めている。この中で国産初のオンサイト型コージェ

ネ用である業務用20okW燃料電池は,性能面・実用面で優

れた成果を上げ,平成3年3月にNED0委託の運転研究を

終了した。平成3年10月末まで民間で延長運転を行い,国

産初の累積時間13,oooh を達成した。

次に,関西電力総六甲新エネルギー実験センター向け

20okW燃料電池を製作した。これは資源エネルギー庁の分

散型新発電実用化実証プロジェクトとして,太陽光発電,風

力発電と併せて設置されるもので,系統連系運転にかかわる

各種実証Z鵡貪か計画されている。平成3年Ⅱ月に現地搬入

し,平成4年4月以降運転研究が行われる予定である。

10/14P PAM方式極数変換モータ
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太陽光発電システム

通商産業省工業1鮴i院サンシャイン計画に参画し,光発電

素子及びシステム機器の1鮴i開発を進めている。

座間味島50kw,渡嘉敷島20okWの離島用電力供給シス

テムは平成3年3月に運転研究を終了した。その後も運転を

継続し,順調に朽鋤中である。

平成2年度から,新たに雜島用電源として太陽光発電とデ

イーゼル発電によるハイブリ"ドシステムの実証研究を沖縄

電力総と共同受託し,平成3年度末までに太陽電池(750

kw)の一部(420kw)と250kW インバータを含むシステム

機器を宮古島に設置する計画である。六甲アイランド400

kW システムには平成3年度は5kW インバータ10台を納

入する予定である。棄肝三光発電素子についても高効率・低コ

スト化の研究開発を進めている。

三菱マテリアル槻苅田工場向け自家用発電所統合制御システム MELTAS

自家用発電所の本キ各的統合制御システムとしてMELTAS

を三菱マテリアル欄苅田工場に納入した。同発註斤は石炭

だき(殉ボイラ発電設備(40MW 出力),キルン排熱発電

設備(24MW出力),ディーゼル発電設備(3×5MW 出力)

の設備を持つ複合発哥斤である。統合佑"御システムMELTA

Sは,ボイラ・タービン設備の言懐制打卸,スタートア、,プ・シ

ヤットダウンの自動化,定常時の操作監視,工場全体に広が

る電気設備の操作・監視,電気・言十装にまたがるコーディネ

ト制打卸,エネルギー原単位のりアルタイム管理と文字どお

り工場内ユーティリティ設備の統合管理を実現している。

、"'

2.2 変電分野

中部電力欄北部変電所向け単相500/275kv,1,000/3MVA単巻変圧器

中部電力側北部変電所向けに,単卜H500/275kv,1,000

/3MVA単巻変圧器3台(1バ>ク)を納入した。この変

圧器はUHV機器開発に際して確立した各種1鮒i開発成果を

活用し,国内最高水準の低損失イヒを実現しており,通常運転

(40%負荷)時の損失は既設器の2/3以下となっている。

また,高効率・イ氏騒音升3冷却器の適用により,補樹員低減

台数低減を図っている。さらに,イ氏騒音仕様に対して遮剖寺

性の良い組立式防音壁を採用するとともにバンクー体形の防

音壁構造とするなど,極めて合理的な配置設計を採用した。

建屋1又納タイプの既設器に比べ,矧寸けスペースは50%に イ

低減されており,敷地の有効禾11用,翫斐費低減力溜られてい

る。
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香港電燈有限公司向け132kv,60 VA純ガス式低騒音ガス絶縁変圧器

大都市香港の電力需要に対処するため,防災上の見地から

安全性に優れているガス繕尿変圧器を香港電燈有限公司から

22台受注した。この変圧器は,絶縁,冷却媒体ともにSF6

ガスのみをイ吏用したガス絶縁変圧器としては,世界最大容量

の変圧器であり,以下の特長を持っている。

山絶縁,冷却媒体としてSF6ガスのみを使用しているた

め,液冷却方式に比べて保守点検力溶易である。

(2)イ氏騒音升3ガスブロワと本体防音壁構造の採用により,55

dB(A)以下のイ氏騒音仕様を持った環ナ寛調和形である。

③ブロワ停止時,50%(30MVA)の自冷容量を持ち,ま

た8h Ⅱ2.5 %(67.5MVA)の過負荷運転力河能である。

光PT・CT,無接点制御回路を適用した次世代変電所用GIS

21世紀に向けての次世代変電所には,保護・制御装置の

高性能化,高信頼度化を図ることが大きな課題であり,この

たぴその試みとして光CT・PT,無接点制御回路を適用し

たGIS を中部電力総と共同開発を行った。84kv GIS に光

CT・PTを組み込み,光CTは高精度化の観点から高電圧導

体に,光PTは構成の簡素化を図り信頼性向上の観点からコ

ンデンサ分圧部の低電圧側にセンサを取り付けた。一方,制

御回路は無接点化を図り,機器の操イ乍指令,状態検出をプロ

グラマブルコントローラで処理した。いずれも信号伝送は

電気ノイズ・サージの景解を受けにくい光ファイバを用いた。

現在,各種樹生i式験を終え長期課電・通電試験を実施中であ

り,実用化へ向けて長期安定性,耐却寛性等実用性能を検証

中である。

132kv,60MVA純ガス式低騒音ガス絶縁変圧器(工場試験時)

九州電力欄北長崎変電所向け240kV全三相一括形GIS

九州電力総北長崎変哥斤に240kV全三相一1磊3ガスネ色縁

開閉装置(GIS)を納入した。この変電所は,当初2回線1

バンクで,将来は4回戦1ブスタイ3バンクの構想である。

このGISは,気中引込部及ひ変圧器直結部は従来の相分

離と同じであり,また三相一括機器も実績のあるもので構成

されているが,第1・第2主母線を積層配置して敷地の幅寸

法の縮小化を実現している。現地矧寸けに際して,輸送分割

数の極少化に伴う現地接続箇所の削減により,信頼性の向上

及ひ工期短痢盲等,全三相一括化のメリットが十分生かされた。

今後,屋内はもとより,屋外変笥斤でも全三相一1舒3の適

用力唖に拡大するものと期待される。

ギ{1

次世代変電所用GISの外観

九州電力(樹北長崎変電所240kV全三相一括形GIS
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関西電力鬮大飯原子力発電所向け発電主回路接続装置

関西電力側大飯原子力発電所3号機及び4号機向けとし

て,発電主回路接続装置(GMCS)を納入した。 GMCS は発

電機と主変圧器等の間を接続する主回路システムで,近年,

信頼性と経済性の面から発電機負荷開閉器(GLBS)等が採

用される傾向にあり,今回の製品はGLBS を持つものとし

て我力掴最大容量(定格電流34,咽A)である。

機ヨ&構成としては,考責のある従来1鮒すをもとに開発した

SFWB形ガス遮断器及びDGL形断路器を屋内部主回路に配

置するとともに,主回路機器強制風冷のため通風冷却装置を

近傍に設けている。なお,冷却方式も従来実績のある風冷技

術を組み合わせて,各部1品度の均一化及ひ冷却装置の容量縮

減と4型化を達成している。

磁気遮断器更新用真空遮断器

昭和30及び40年代に多数製作納入された磁気遮断器と互

換性を持つ真空遮断器を開発した。

この遮断器は,老朽化した磁気遮断器の更新用として開発

され,閉鎖形配電盤に』又納されている旧形の磁気遮断器と簡

単に置換え力河能となっている。

基本構成は従来の磁気遮断器と同一フレームに最新升3の真

空遮断器を搭載する構造としており,従来のる茲気遮断器との

取扱いに一貫性を持たせながら,遮断性能向上・保守の軽減

を図ること力河能となっている。主要定格は次のとおり。

定格電圧 3.6/フ.2 kv

定格電流 1,200/2,ωOA

定キ各遮断電流 40kA

中部電力愉加茂制御所向け大規模集中監視制御・水系一貫運用システム

T十卓)機能を既設給電制御所システム内での切替えによっ

て実現できるようにしたデータリンクオペコン(遠隔地での

監視・制御)機能を捌共している。

(平成4年1月運転開始予定)

このシステムは,中部電力欄岐阜支店内東地域の登録電

気所数186か所の監視制御と飛騨川水系(1フダム,21発電

所)の一貫運用を行うもので以下の特長がある。

①水系の一貫運用

運用力靴しいことで全国でも屈指とされる^晦川水系に対

して,各種計画(年間・月間・週間・翌印,スケジュール

自動運転,当日修正を始め,監視・運ま云禁止帯・水位等の運

転制約を考慮した操作・ダム管芽斤システム(他社剃との

リンクを実現,さらに水系機能検i正用としての内部シミュレ

ータも組み込まれている。

②制御所間のりンク

二つの制御所にわたる接じょう(壌)点電知斤に対する監

ネ見制御,伝送系情報の送受,給電運用に必要な情報の送信

のために,既設給電制御所との間にシステム間りンク(専用

HDLC 回線)を構成し,さらにこのシステムのオペコン(CR

発電主回路接続装置(屋内部)
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四国電力槻讃岐開閉所向け自動巡視ロボット

電力設備の巡視点検業務は,視覚や聴覚による判断を必要

とするためこれまで人手によって実施されていたが,高品質

電力供給のための監視強化及び省力化の観点からロポット化

力朔待されていた。このたび,当社ではITV カメラ・赤外

線カメラ・超音波マイクを搭載した移動式の自動巡視ロボッ

トを開発し,四国電力総讃岐開閉所に納入した。

この装置は開閉所構内を定期的に巡視し,繕尿不良による

コロナ音や機器及び母線接続部の過熱を自動的に検出する。

また,上位の設備診断システムカ喰出した異常発生回線に自

動的に出動して映像を三哉示する機能を持っているので,異常

発生時の工見塲確認、が迅速に行え,復旧時間の短縮化力朔待で

きる。今後は,当社ではITV映像の画像処理による碍子部

のワレ,カケ等の自動判定も実用化していく計画である。

2.3 受電分野

アモルファス変圧器

年々大幅な伸びを見せる電力消費に対し,素材製造時の工

ネルギー節約及ひ変圧器のε対員低減による省エネ効果力朔待

できるアモルファス磁気キす料の変圧器鉄心への活用・検討は,

変圧器製造メーカーとして重要な課題である。国内では昭和

55年に当社が最初に試作例を発表して以来,実用化検討が

進められているが,配電用変圧器の量産化に適したラップジ

,イント巻鉄心方式を採用し,かつ彪屯後に素材が極めても

ろ(脆)くなり,特性への加工劣化を引き起こす等の諸問題

を,鉄心構造及ひ与鼈技術上の工夫によって弸艮し,イ畷対員

アモルファス変圧器を開発,長期信頼性等についても調西・

樵正し,良好な結果を得た。

口

^

操作監視卓

移動式巡視ロボット

特高受'電用新型C・GIS(キュービクル形ガス絶縁開閉装置)

C・GIS は今後の特高受配電設備の主流と目されているが,

今回その需要の多くをしめる定格電圧24kv,定格電流630

A 及び1,250A の新雪!C・GIS を開発した。

このC・GIS は下記の構成により,受配電設備に近年ます

ます強く求められている,より高い安全性, OA ・FAイ獣す

策としての高信頼性,地価・捌寸け面積縮小対策としての省

スペース性,人手・人件費削i獻す策としての省メンテナンス

性を更に追求したものである。

①一体t抵!戀象物採用による断路器・主回路の単純化

②断路器・ガス区画絶縁物の機能統合による構成の簡素化

③主回路要素のタンクモジュール化による標準化

④断路器・接地開閉器卜朶イ乍機構の単純化

四国電力制讃岐開閉所向け自動巡視ロボット

且

^

^
^

アモルファス変圧器諸元比較表

くつ

無負荷電流

無負荷損失

幅寸法

奧行寸法

高さ寸法

質是

t由量

アモルフフス変圧器

67

26

Ⅱ0

Ⅱ2

単位%

従来変圧器

100

100

100

100

100

100

100
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中部電力欄向け配電線自動化システム用子局制御装置

中部電力総向け欠期子局装置を開発した。この装置は同

社へ既納入済品の機能見直しと改良を行い,弓型化・高信頼

度化・経t斉性の向上を図ったものである。

特長は,①ループ投入を親局判断とすることにより,ロー

カル機能を時倒順送と遠制スイ、,チのみに限定した。②徹底

した信頼性設計を行い,ハードゥエアの増加を最小限に抑え

て,信頼度を向上させた。③自己診断機能を充実させて誤動

作防止を図るとともに,故障部位を判定して親局へ伝送する

機能を設けた。④雷サージ,電波妨害,配電線の高調波騰断

等に対して防護策を施し,十分なマージンを持たせたことで

ある。

以上により,既納入品に比べて大きさ,質量共約1/2と

なった。

電力需給用複合計器

最大需要電力により,料金契約力波更される料金缶U度(実

量制)の適用力滴圧受電の需要家に対して拡大しつつぁり,

このたび開発した電力需給用複合計器(以下"計器"とい

う。)は,30okW未満の需要家への拡大に対応したものであ

る。この計器は,①電力演算用専用ICの開発,②ゲートア

レー採用によるCPU周辺部品の削減③両面実装部品の採

用による基板数の削減などによって高信頼度を保ちながら

大幅なコストダウンを実現し,従来の機械式言十器5個の機能

(普通電力量計,力測用電力量計,力測用無効電力量計,最

大需要電力計,タイムスイ、"チ)を一体化した高機能化と小

型化(従来の機械式言十器を組み合わせたものに比べて計器取

付け表面積で1/5)を行ったものである。

MCD・3形集中制御表示装置

MCD・3升襍中制御表示装置は,閉鎖形配電盤に必要な各

チ転ガ則,表示,保護継電器の動乍表示,遮断器の開閉操作な

どの機能をすべてコンパクトなポディーに1又納したオールラ

ウンドな製品のため,閉鎖形酉e電盤のシステム化に最適であ

る。また,オプシ,ンでトランスジューサ機能又は伝送機能

を付加することができる。

特長は次のとおりである。

①受電用,フィーダ用,母線用,1因王用等すべての回路方

式に合ったシリーズの製品イヒ

②お獣されたデザインで閉3断循ι電盤のイメージを一新す

ることガできる。

③伝送機能により,受配電システム全体としてのコストメ

リットを出すことガできる。

子局制御装置
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1991年の産業界は,景気に減速がみられ伸び率は前年の

数値を下回ったものの,依然堅調な設備投資が続いた。市

場では高品質製品,高付加価値製品への二ーズがますます

高まり,これにこたえた生産システムの高度化,生産性の

向上,省力化・自動化,新技術開発等の目的の投資が活発

に行われた。

当社では,生産工場の設備規模の大型化と前記の各設備

投資に対応して,昨年も幅広い技術力の展開とシステム製

品の進展を見た。既設プラントの統廃合による最新鋭大規

模プラント,家電品・自動車等の耐久消費財の大型化に対

応、した大型製品製造プラント向けの大容量大型電機品は,

昨年も記録を更新し,また新技術の採用で世界初の試みも

成された。また,昨年の特長として各種の電機品のシリ

ズ化が進人だ。プラントの大型化に対応、する一方で,設備

の省スペース化,小型化,最適化をもねらった製品開発で

あり,多様化した二ーズにこたえ,より一層最適なシステ

ムの構築を可能とした。

以下にシステム及び機器類の開発状況並びに新製品群に

ついて,その一端を紹介する。

1)産業プラント用電機品の分野では,国内最大容量であ

る5,250kvA無停電電源装置を完成したのを始め,鉄鋼熱

間圧延機用サイクロコンバータ駆動交流電動機では,昨年

度の記録を更新し,8,oookW を完成,セメントエ場納入

のキルン駆動用大容量GT0インバータ可変速システムで

は,世界で初めてかご形誘導電動機と一次周波数制御を行

う電圧形インバータのシステムを完成するなど,大型電機

品の進展に目覚ましいものがあった。また,圧延補機用電

動機では従来の直流電動機にかわり誘導電動機のシリーズ

化を果たした。

制御関係では,従来の電気⑧,計装住),計算機(C)を統合

したシングルアーキテクチャの統合化制御システムを完成

し,保守面,ランニングコスト面等で大きな進展が図れた。

②管理・制御・計測システムと関連機器の分野では,全

電子式電力量計や電子式タイムスイッチ等の業界最小寸法

の実現やシリーズ化,使いやすさの充実等が進展し,シス

^^

^^

テム閔連では操業面での支援や状態把握の技術が進展した。

操業オペレータへ最適操業を支援し,負担を軽くする操業

支援エキスパートシステムの開発や,大規模化・高機能化

するシステムのデータを統合化したシステムでトレースす

ることにより,プラントトータルの操業異常・トラブル発

生時の原因究明,操業状態の把握が可能となるシステムを

完成した。これらのシステムは,今後ますます大規模化,

高機能化が進むプラント設備に果たす役割が向上するもの

と期待されている。

③生産システムと関連機器の分野では,近年の家電品,

自動車部品等の大型化・複雑化に対応、した超大型形彫り放

電加工機の完成や,当社の持つ高い精度・機能を普及機へ

展開してコスト面で大幅な改善を実現したワイヤ放電加工

機の開発,脱技能・生産性の向上に対応、した第二世代の電

子パターン縫いミシンのシリーズ化,さらに当社速度比2

倍のワーク着脱が可能となった高機能・高性能の産業用口

ポ"トの開発など,各種の幅広い技術力による成果をあげソ"

④汎用電機品の分野では,一層の小型化が進む一方,ハ

イパワーシリーズ製品の開発,容量範囲の拡大などにより,

電機品の充実が図れた。

従来品に比べて体積比で1/3 に小型化した AIS シリ

ーズシーケンサの開発,従来品に比べて体積比1/2から

1/2.5となった超小型設計の FX0 シリーズシーケンサ等

を始め,遮断器でも従来比70%に小型・軽量化された新形

低圧気中遮断器など設備・装置の省スペース化に貢献する

小型化機種を開発した。

一方,産業用ミシンの世界初の大容量機シリーズ化を可

能としたACサーボ装置の完成,近年の搬送機や一般産業

機械の大型化に対応した誘導形大容量ACサーポのライン

ア、,プ等を実現した。

⑤環境・広域システムでは,業界で製作台数,容量とも

に最大級を誇るオゾン発生装置で,インバータ化や小型一

体化を図るなど,一層の機能・性能の向上を実現するとと

もに,上下水道等各種プラント向けの計装制御機器のシリ

ーズ化・インテリジェント化が進展した。

風,
^^
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3.1 民生・産用電機品

鉄熱間圧延機用サイクロコンバータ動交流電動機

当社では圧延榔陣力用としてサイクロコンバータ誘導電動

機,同期電動榔踵カシステムを完成し,ε失鋼プラントに多数

納入している。平成3年度は,熱問半且圧延機用として8,咽

kw,35/70r/min,過負荷耐量225 %ほ力洽計7台のサイ

クロコンバータ同期電動機システムを製作・納入した。

8,oookW 同期電動機の単機トルクは,平成2年度の7,咽

kW同期電重力機の記録を更新するものである。

また,仕上圧延機 F フミル用として6,oookw,300/

1,050r/min サイクロコンバータ誘導電動機システムを製

作・納入した。このミル用電重力機は,回転数力漕く,軸系の

固有振動数を極力高くするために,電重力機の低慣性化力要求

され誘導電動機を採用した。

鉄圧延補機用誘導電動機(KM・AC)のシリース化

ε失鋼圧延ラインに用いる補機用電動機は,イ吏用条件・1累境

が過酷であり,また互換性を要求される。従来は速度制御性

のイ憂れた直流電動機力斗吏用されていたが,近年のべクトル制

御法の発達に伴い,ブラシの保守が不要で構造が堅ろう

(牢)なかこ肝3誘導電重力機の適用力河能となった。

仕様・定格(kw,ヅ加")及ぴ外形寸法を,圧延補機用直

流電動機の規格であるルMⅡ仭に準拠させた800番形,

1咽番形,2咽番形の各々につき標準回転と低回転の2系

列の誘導電動機でシリーズ化し,ε失鋼メーカーに製作・納入

している。写真は,27kw,190ヅm血, KMAC・CD (他力管

ヨゑ厄噺3),1010L 番(低回ま課列)である。

新日本製織欄君津製鉞所納めNO.2連続焼鈍設備用EIC統合化制御システム

EIC統合コントローラは,従来の電気(E),三機①,計

算機(C)の各制御システムをシングルアーキテクチャのも

とに統合したもので,プラントデータの共用/一元イ吸びプ

ラント運転操イ乍チ業ナ寛の一元化を図り,ビルディングブロック

方式によるフレキシビリティ,拡張性に富人だシステムを実

現している。全面的なCRT操作を採用すると同時に画面の

統合と階層化を図り, OPS台数,画面枚数を集約化してコ

ンパクトな運ま云室となっている。保守の観点からもシステム

トラブルに対して,システムRAS機能の一元化を実現して

いる。したがって,トラブルシューティングカ溶易で,か

つ予備品数が少なくて済むため,ランニングコストの低減が

図れるなど最適なコストパフォーマンスを捌共している。

__ーーーー^

8,oookW熱間粗圧延機駆動同期電動機

凪

、

/
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5,250kvA大規模無停電電源装置

住友生命欄情報通信センター向けに国内最大容量である

5,250kvA無停電電源装置を納入した。

750kvA8台(将来9台)で構成された超大型システムで

あり,その運転信頼度向上に特に留意し,電源への高調t券す

策も実施した。また,システムモニタリング装置で無停電電

源(CVCF)装置を監視し,公衆電話回線を通じて遠隔オン

ラインモニタを導入した。

3.2 管理・制御・計測システムと関連機器

操業支援エキスパートシステム

プラントの大規模化,高機能化に伴い操業オペレータ

の負担も増大する傾向にあるが,経験度の違いによって操業

安定度に差が出るばかりでなく,製品に号熔を及ほしている。

そこで,今回時系列概念を導入し,オペレータに対して最適

操業をガイダンスする操業支援エキスパートシステムを開発

した。

このエキスパートシステムは,ライン倒仂、らのデータを時

系列的に処理し,内音Ⅲこ持つパターンルールデータベース

とマ、,チイングを図ることで状況認、識を行い,最適操業内容

を判断, CRT上に日本語でガイダンスを表示する。このシ

ステムのプロトタイプをめっきラインに導入,高い正答率を

実現した。

風田

5,250kvA 無停電電源装置(750kvA CVCF 装置群)

^
^

プラントデータトレースバックシステム

プラント設備における制御システムは年々大規模化かつ高

機能化しており,システムの効率的運用を目的に電気・言懐

・制御システムの統合化力溜られてきている。これに伴い,

システムのりアルタイム情報も高速データウェイによってー

元化されつつある。

このシステムは,一元化されたデータウェイ上のデータを

主として,シーケンサネ、"ト, D1入力等種々のデバイス上

のデータを高速・長時間トレースし,任意のトリガ条件によ

り,データを1采取するとともにマウス操作を中心とした使い

やすいGU1により,採取データをトレンド表不・ディジタ

ル表示すること力河能である。このシステムにより,操業異

常・トラブル発生時の原因究明及び操業状態の把握をプラン

トトータルに行うことを可能とした。

ヨ山^

加聳*,磯頃加,加"-M '゛釣
N1ω1ヒ01 が Jレール 1 により判断しました.57 弥、)

正

帥'51つ>、R酬:1rpr地弓、念レー1ξ1●^.1. CDが圭藷ナ、状鯵です
伽耳冨鵡
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操業支援エキスパートシステムガイダンス表示例

^

鮓,1'疾Jず1

トレースデータトレンド表示例
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B/NET周辺機器

電力供給の信頼性向上のため,受配電設備の監視制御シス

テムを簡単に構築できる配電制御ネ、"トワーク機器B/

NET力浦場から好評を得ている。このような監視制御シス

テムを更に充実させるため, B/NET コントローラの周辺

装置を開発した

住)ハンディモニタは,受配電設備の運ま副犬態監視とイ呆全テ

ータの記憶を行うインテリジェント端末器"コントロールユ

ニ、,ド'の運転条件設定,及び保全データを収集し,見やす

い表示と印字記録を行う機能を備え,コントロールユニ"ト

を適用した監視制御システムをより使いやすくしている

他) B/NET アナンシェータは,発停・状態表尓装置とし

て, B/NET伝送ライン上の任意の位置に接続でき,多箇

所での監視・制御力河能となった。

電子式電力量計

近年,データロガーや集中監視システムの普及に伴って,

発仏装置付き電力量計の需要が急、速に伸びている。また,盤

用計器は,薄型,省スペース化及び電子化製品ぺ樹テしつつ

あるこれらの二ーズにこたえて,小型・ま呈量の全電子式発

信装置付き電力量計を発売した。主な特長は次のとおりであ

る。

住)業界最小の薄型・軽量一・一盤内奥行寸法98mm,質量

0.8kg <当社従来品の1/2 >

(2)分かりゃすい表下でより便利・ー・一大型LCDで負荷状態

も表示

(3)停電ネ削賞はメンテナンスフリーー・・・・不揮発性メモリ採用

(4)充実したパルス出力ー・-3系統のパルスを同時出力でき,

キ註

電子式タイムスイッチ"TSE・2 D形, TSE-2S形"

"TSE・2D 形, TSE・2S 形タイムスイッチは,分電盤用

協約寸法モジュール2Pサイズの小型電子式タイムスイッチ

である。表示ユニットへの回転機構の採用により,1台で縦

取付けと横取付けの両方に対応可能で,さらに使いやすさを

充実した。製品の主な特長は次のとおりである。

①分電盤用協約寸法モジュール2Pサイズ

他) 1台で縦・横取付け自由,表示ユニットカリE右90゜ずつ

回転可能

③設定容易なぢ虫立専用キー方式

④フリー電源(電圧/周波数両用)方式・1EC35mm レ

ール取付けも可能

5 スキ、,プデイ方式のウイークリー制御可能(2S形)

B NETアナンシエータとハンディモニタ

パルス単位は4種類の中

から任意設定可能

(5)盲斐定カミ谷易一・一変成

比か簡単にZ斐定でき,JIS

乗率可能

0 抽.

3.民生・産業用システムと機器

Uoqzn?

^^

電子式電力量計

WP3G・K30VR 形

^

^

.

^^

^

通 、阜,

TSE・2D 形(左), TSE・2S 形(右)

亀 、

..

亀 . 亀 .

口

呂
口



パイプ内面形状センサ

各種プラントで多用される熱交換器パイプの内面牙劉犬を測

定するセンサを東燃欄と共同で製品化した。対象パイプ径

は1インチと3/4インチであり,それぞオ噂用のセンサヘ

"ドを適用する。センサヘッド内には半導体レーザと撮像素

子が入っており,レーザ光を1努朱レンズを通してりング状に

広げ,パイプ内壁全周に投影する。壁面に写った光のりング

を撮像素子上に結像し,この画像をケーブルで画像処理部に

送信してりングの凹凸を実時間で角琳斤する。センサヘッドは

専用の空気銃でパイプ内に送り込んだ後モータにより,セン

サへ、,ドを手繰り寄せながらlmm 間隔の内径データを得る。

CRTにはパイプ断面や三次元展開図等を表示し,壁面腐食

状況が定量的に観察できるようにしている。

生産システムと関連機器3.3

ワイヤ放電加工機"DVVC 110SA"

32 ビットCNC装置を搭載した高精度・水中浸せき(漬)

加工のワイヤ放電加工機"DWCⅡOSA"を開発した。本機

は当社水中浸漬仕様の持つ高精度・高性能機能を普及機とし

て展開し,このクラスの加工領ナ劇広大と多様化する市場二ー

ズに十分対応できるようハイコストパフォーマンスを追及

したマシーンである。

本機は高精度・高機能で広範囲な加工に適用可能としてい

るが,そのイ也主な特長として,①機・電・制一体の省スペー

ス設計の実現,②加工槽扉の前側面2段開閉方式による段取

り作業の改善,③ワイヤ自動供ネ畿置(標準装備),20kg巻

ワイヤ装置けプシ,ン)などの自動化機能の充実化,④高

速・高性能電源の搭載,等がある

高機能ハイロングアーム形一針縫い上下送りミシン"LY2-3750"

専用空気銃と3/4インチセンサヘッド

"LY2-3750"は布送り,イ氏速で安定した自動給油,ダイヤ

ル式上下送り交互量調節などに新機構を採用して,使いやす

さとメンテナンス性を追求した高機能ハイロングァーム形一

本針本縫い上下送りミシンであるこのシリーズの最上位機

種であり,従来から実績で定評のある"DY359-22"をべー

スに,ふところ寸法を横方向に60mm,高さ方向に25mm

大きくすることで,針まわりをすっきりとさせて針先を見や

すくし,作業性の向上を図った。

特に,新送り機構の採用で,高速・イ驗赫逢いと縫製速度が

変化しても,縫い目ピッチのむらはほと人どなくなり,縫製

品質を厳しく要求される高級縫製品(かばん,袋物など)で

は,その性能を十分に発揮して高い三判西を得ている。

ワイヤ放電加工機"DWC110SA"

ー_^

1本針本縫い上下送りミシン"LY2 3750"
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電子パターン縫いミシン"PLK・A シリーズ"

PLK・A シリーズは,脱技能,生産性の向上に対応するた

めに,高速化・自動化しゃすい制御システムを目指した第二

世代の電子パターン縫いミシンである。特に縫製エリアはシ

リーズ化を図り50mmX如mm から60ommX30omm まで

9機種をそろえた。主な特長は次のとおりである。①布送り

機構のXYテーブルの最適制御と振動抑制により,縫い速度

及び空送り速度で,従来機種の約1.5~1.7倍(3~4mm ピ

,チ2,000針/分)と 1.フ~ 2倍(150~20omm/S)の高速性

能を実現した。②外音際器と組み合わせて自動機としてイ吏用

しゃすいようにシーケンサ"MELSEC シリーズ"との接続を

容易にできるようにした。③LCD(液晶)表下装置の採用に

より,対話方式による縫製パターンデータの作成,運転準備

の操作が一段と容易になった

機械加工用ワークローディングロホット"RV・KI0"

ワークローディングロボッド'RV・K]0"は,複数台の王

作機械へのワーク着脱作業に特化した仕様(動作範囲・速

度・耐環境性・可搬重量oto.)で開発した走行型ロボ、"トで,

平成3年度から出荷を開始した。その主な特長を以下に示す。

①走行部には,りニアモータを採用し,静粛で高速走行

(3m/S)を実現した。

②本体マニピュレータ部は,ダブル平イテリンク機構の採用

により,齡泉的で高速な動作を実現した。

③ロポットの動イ乍ナ或を人の目線より低く抑え,コンパクト

なデザインで,職場剤寛との親ネU性を高めた。

以上により,従来の当社ロボットに比べて約2イ音速いワー

ク着脱を可能とした

組立ロボットピックアーム"RH-P33"

'

産業用ロボットピックァームシリーズに,全ディジタル

ACサーボ4軸水平関節,定格可搬重量98N(10kgD 最大

147N (15kgf)の"RH・P33"を加えた。高可搬とフランジ部

への^譜泉/配管装備により,ダブルハンドやATCの利用を

容易とした。シーケンサ機能内蔵により,システム制御と口

ボ、,ト制御の並行制御力河能。パソコン編集ソフト/オンラ

イン操作ソフトにより,プログラミングや立上けソ保守時間

を短縮。シーケンサネットワーク"MELSEC/NET"を介

してFAコンピュータ/シーケンサ/ロポット間で直接デー

タリンク可能。 6軸垂直多関節ロボ"トRV+33との協調

により, CIMイ獣寸応力が一層高められた。

PLK・A6030(縫製エリア60ommX30omm)

、
.

'ー^

^

、
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汎用シーケンサ"MELSEC-A"用 AD51H 形インテリジエントコミュニケーションユニット^

従来の"MELSEC・A シリーズ"用 AD51形インテリジェ

ントコミュニケーションユニットの高速化が強く望まれ,

こうした二ーズにこたえるためAD51H形インテリジェン

トコミュニケーションユニットの開発を行った。

このユニットは, AD51に比べて2~3倍の性能アップを

図り,さらに汎用BASICの標準機能のサポート及びプログ

ラム容量,プログラミング1最境,デバック環ナ寛の大幅改善を

行っている。

また,メモリカード(最大2枚),セントロインタフェー

スを搭載したことにより,多量のデータ処理をフレキシブル

に実現できるようにしている。

汎用シーケンサ" ELSEC-A"用 AD57G形グラフィックコントローラユニット

AD57G は,シーケンサにおけるマンマシンインタフ

エースの充実を図るために開発したべース装着形のグラフィ

ツクコントローラユニットである。

A 7PHP/LM7000/PC・98 /PC・AT 上でモニタ用画面

/条件を設定し, AD57Gでプログラムレスモニタを実現で

きる。 6チ重類のグラフ機能や数値・文字・部品(動画)表示

等の充実したモニタ機能を実行しながらキー入力や帳票出力

の同時実行も可能としている。

また,タッチキー機能付きの盤取付け用A7GD形表示器

(プラズマ/モノクロ/カラー液晶)も同時開発した。これ

は AD57G と接続(距離30m 可能)することにより,より

強力なマンマシンインタフェースを構築することカトできる。

AD51H形インテリジエントコミユニケーシヨンユニット

超小型スーパーマイクロ"FX。シリーズシーケンサ"

FX シリーズの最小版として,上位機種のFXI・FX2 シリ

ーズに加え新たにFX。シリーズを開発した。 FX。シリーズ

は入出力点数14点から30点までをカバーし,従来機種の

F1シリーズシーケンサに比べて体積比1/2~1/2.5の超

小型設計である。また,上位のFXI・FX2シリーズとは互

換性を保ち,豊富な機能で小規模制御の広範な用途に対応、で

きるようになっている。主な特長は以下のとおりである。

(1) SFC (シーケンシャルファンクシ,ンチャート)プロ

グラム可。もちろ人りレーラダーリストも可能

(2)超小型ながら基本命令1.6~3.6μSの高速処理

(3)バッテリレスながら一部のデータ・ビット情報は記憶可

④アナログタイマやRUN/STOPスイ,,チ内蔵

AD57G形グラフィックコントローラユニット(右)及ぴ

A7GD形タッチキー付き表示ユニット(左)

^^

/

/

FX0シリーズシーケンサ
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3.4 汎用電機品

AC タイナモメータ

高出力・高回転エンジンへの二ーズの高まりとともに,ダ

イナモメータの分野でも整流火花がなくかつブラシのメンテ

ナンスカ坏要なAC ダイナモへの二ーズカ稿まってきている。

こうした二ーズにこたえるため,このたび当社はAC ダイ

ナモのシリーズ化開発を行った。特長は以下のとおりである。

①全DDC制御方式を採用し,高速応、答・高精度を実現し

た。

(2)オールトランジスタ方式とし,力率がほぼ1.0の高力率

を実現した。

③新アルゴリズムにより,高速・高範囲な電気慣性を実現

した。

④邪茲範囲が1:4以上のワイドレンジの製品をそろえた。

⑤ダイナモ本体及ぴ制御装置共大幅にコンパクト化した。

ミシン用ACサーボ装置"りミサーボX"ハイパワーシリース

最近の工業用ミシンの市場二ーズである高速化や高負荷化

に対応、するため,ミシン用サーボモータの大容量化,高突き

刺しトルク化を実現した。大容量化については,これまでの

550W に加え,ミシン業界では世界で初めて750W,1.5

kW をシリーズ化した。また,高突き刺しトルク化について

は,より厚く硬い素材の縫製がミシンのイ氏速域で可能となる

ようモータ回転数力斗氏速のときにモータトルクが最大となる

ようにした。550Wハイパワ一では,従来の標準タイプに

比べてイ氏速域でのトルクを約30%向上させた。 750W ,].5

kWハイパワ一もこれに準じてイ氏速域でのトルクを大きくし

た。

^

'・ー＼
ゞι・、'畢'

誘導形大容量ACサーボ"MELSERVO・VAシリーズ"

R、、

大型搬送機,各種プロセスラインなど一般産業機械におけ

る高精度・高機能化に対応、可能な大容量サーボの需要が増大

している。このため,誘導形大容量ACサーポ"MELSERV

0・VA シリーズ"としてⅡ~37kW のラインアップを行っ

た。サーボモータは,メンテナンスフリーで耐騨寛性にも優

れた全閉かこ肝3誘導機を採用しているため,コストパフォー

マンスも良く高速回転も可能である。また,サーボアンプは,

高速16 ビ"ト CPU によってソフトウェア処理を行うオー

ルディジタル方式で,他シリーズとも操イ乍方法力洞一であり,

位置・速度・トルク制御のいずれにも対応、することガできる。

従来の直流機及ひ産業用インバータの置換としてだけでな

く,サーボならではの高性能を実現することガできる。

ACダイナモメータの構成例

550W,750Wハイパワー 1.5kW ハイパワー

"りミサーボX"ハイパワーシリーズ

3.民生・産業用システムと機器

"MELSERVO・VA シリーズ"



キヤードモートル"G ・H シリーズ"

FA化の急、速な進展とともにギヤードモートルに対しても

d型ま廻化・低騒音化・メンテナンスフリー・短納期化など

の要求力漕まり,これにこたえるため,従来"ミニGM"の

名前で親しまれている"GM・EJ シリーズ"(全298機チ動をフ

ルモデルチェンジすると同時に容量範囲を0.1~3.7kW に

拡大した"GM・H シリーズ"(全788機チ身を開発・製品化し

た。

特長は業界ネ刀のアルミフレームと一体升牙咸速機構造を採用

したことであり,このため小型ま呈量化(当社比平均で容量20

%,質量15%の低油,低騒音化(当社比平均で5~10dB

の低演,メンテナンスフリー,全機種端子箱付き,ざ人新

なデザインなどである。

汎用インバータ"FR・A200 シリーズ"

汎用インバータの最上位機種としてFR・A200シリーズ

(2ωV,40OV 級とも 0.4kW から55kW まで全30機チ動を

開発した。(平成4年1月から順次発売の予定)

山当社独自の新開発磁束べクトル制御方式とDSPの採用

により,駆動特性が大幅に向上。 1HZから150%の高トル

ク出力力河能。また,電流制限能力の改善とあいまって加減

速時問の短紺肋河能。さらに,速度変動も1%以下に向上

②世界初のIPMの採用により,全機チ重超イ氏騒音化を達成

③従来品の1/2~1/3の小型化により,高機能品では

業界最小

このほか対話式のパラメータ設定,パラメータのオートチ

ユーニング等新機能を盛り込み一層の使いやすさを追求した。

このようにFR・A200は汎用インバータの新剛tをひら(拓)

くものである。

1,、

、、'11 、

、

協約形サイリスタプロテクタ"SP50・K"

ギヤードモートル"GM H"

サイリスタ,トライアック等の電力用半導体やUS・K形

ソリッドステートコンタクタの過電流保護用のJIS協約形

のサイリスタプロテクタSP50・K形を新発売した。

製品の特長は次のとおりである。

①骸甑§囿転流遮断方式を採用してお1),事故電流が比較

的小さい領域から限流できるので,半導体を広範囲で保護で

きる。

② 4チ重類の引きはずしのタイプをそろえており,負荷に応

じて1割生が選択できる。

③ JIS C 8370(翻丁分電盤用遮断器協約寸法)対応

④補助スイッチ付き力梨作できるので, ON・OFF状態を

外部で監視できる。

即IS四ヨ.

^H

^

汎用インバータ"FR A200シリーズ"

サイリスタプロテクタ SP50・K
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新形漏電遮断器 New superNV

イ氏圧電路では,パワーエレクトロニクスの普及に伴い,

高調波やサージ電流が増大している。また, OA, FA,装

置産業等あらゆるところで電力の連矧共給の信頼性力唖要と

なっている。これらの変化に対応、して,アクティブフィルタ

や新サージ判別回路を用いた,高調波・サージ対応升身届電遮

断器 New S叩erNV を開発したその特長は次のとおりで

ある。

(1)インバータ負荷時でも,アクティブフィルタの効果で高

周波による不要動作か'なく,インバータニ次側の地絡も検出

可

②新サージ判別①PDC)回路により,サージに対する不

要動作防止性能がサージエネルギーで100倍以上に向上

新形低圧気中遮断器 S叩erAE形

電力供給の無瞬断化やネットワーク化への対応、と,安全性,

使いやすさを追求した小型高機能なイ氏圧気中遮断器を開発し

た。

①小型ま廻(従来比70%)で,しかも遮断容量をア、,プ

(2)フルモールド化とアークスペースゼロで安全性を向上

③短時間通電容量の向上により,選択協調範囲を拡大

④開閉耐久性能を倍増し,長寿命化を達成

⑤引きはずしりレーの高機能化と仕様の充実

・実効値検出方式により,ひずみ波形に強い理想、的な熱保

護特性を実現

・シリーズ化と各種付属装置の充実

・負荷電流表示ランプなど,表示機能の充実

3 ^酔泉用遮断器と同一寸法に小型化し,遮断容量も同ーイ

したことにより,盤の設計・製造の標準化・省力化力河能

冬

"

3.5 環境広域システム

^

.

や

0

新形計装機器類

三菱計装機器のインテリジェント化

三菱言傑機器は,1ループコントローラを始め,上下水道等

各種プラントの言陛制御機器として活用されている。このた

び,比率設定器,手動操作器,バックァ"プ操作器,指示計

をDIN サイズ化するとともに,インテリジェント記録計

(10omm,180mm)のシリーズ化及ぴ言懐用交換器のインテ

リジェント化を実現した。インテリジェント言1装用変換器は,

小型でフレキシブルな仕様としており,高精度で高速な演算

力河能で,各種プランNこ必要な様々な演算機能をフレキシ

ブルに実現できる。さらに,増設,改造時に容易に対応可能

である。また,これらの機器は,フィールドネットワーク

に接続可能で上位監ネ見系から変換器内部のパラメータ類の設

定変更ができ,中央での保守管理力河能な経済的システム構

成を捌共できる。

New super NV

、.

新形低圧気中遮断器 AE160O SS3P引出形

3.民生・産業用システムと機器
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199]年は,商用通信衛星関係で衝撃的な幕開けをした年

であった。すなわち,前年12月後半に起きたスーパーバー

ドA号の推進薬漏えいによる運用停止である。

1990年2月のスーパーバード B 号のロケ、"ト打上げ失

敗も含め,衛星通信のりスクと通信事業の社会的影響の大

きさ及びそれに伴う責任を強く認、識させられた出来事であ

る。これら衛星の代替機は目下鋭意製作中であり,1992年

初頭及び年末には打ち上げられる予定である。このように

大きな出来事のあった年であるが,その中にあって当社の

宇宙開発は次のような技術開発成果をあげてきた。

観測衛星関係では,地球資源衛星 1号(ERS・1)のプロ

トフライトモデル(PFM)の認定試.験を完了し,1992年2

月打上げに向けて準備作業を進めている。この衛星の地上

観測データ処理を行うデータ利用トータルシステム(ERSD

IS)は設計を終え,製造試.験を開始している。また,地球

観測プラ"トフォーム技術衛星(ADEOS)は基本設計審査

(PDR)を終了し,開発モデル(EM)の製作に着手した。観測

機器として搭載する高性能可視近赤外放射計(AVMR)は

開発モデルを製作中である。

宇宙環境利用関係では,宇宙ステーシ,ンルM電源系

について基礎開発モデルの製作試験を通じ,技術的課題を

解決しつつ基本設計を進めており,1992年2月に PDR を

予定している。スペースフライヤユニット(SFU)は PFM

の製作を進めている。

技術試験衛星関係では,技術試験衛星Ⅵ型(ETS・Ⅵ)の

当社担当サブシステムの PFM の製作試験をほぽ完了し,

さらに次のETS・Ⅶの概念設計を進めている。

通信衛星関係では,通信・放送実験を目的とした複合型

研究開発衛星である通信放送技術衛星(COMETS)の開発が

決まり,当社は姿勢制御系,電源系及び衛星間通信機器

(衛星問通信用アンテナとSバンド中継器),Ka帯移動体中

継器を受注している。また,インテルサットⅦのアンテナ,

中継器,ミッションパネル,太陽電池パドル,インサット

Πの太陽電池パドル及ぴインマルサットⅢのヒートパイプ

等の輸出製品の製造も進人でいる。

^^

^^

^^

^

国内衛星通信分野では,放送素材伝送用 SNG(sate11ite

News Gathaing)や CATV ネ、,トワーク等の映像伝送,コ

ンピュータに接続したデータ伝送ネ、,トワークへの利用に

加え,各都道府県の防災システムへの利用システムとして

の自治省地域衛星通信システムの構築が進んでおり,衛星

通信利用分野が拡大されるとともに,システムがますます

多様化してきた。当社は,東京ガス総,オムロン総等に

企業内情報通信や社内教育システム等に用いるシステムを

納入するとともに,北海道衛星通信側に VSAT システム

を納入した。自治省地域衛星通信システムとして,側自治

体衛星通信機構向け山ロセンター局と東京局を完成させ,

兵庫県,富山県,佐賀県等の防災衛星通信システムを受

注・製作中である。

国際衛星通信分野では,マレーシア向け田S地球局,サ

ウジアラビアのりアド局にディジタル通信システムを納入

した。また,日本国際通信喩の上山口及び千葉衛星通信

局に第2施設としてインテルサット新標準A型地球局を

納入し, K"帯のTV受信専用局(宅内施設)を国際電信電

話総に納入し,各民放局に設置した。一方,ディジタル

回線の効率的利用を図る DCME ①igital circuit Mult途er

Eψゆm肌t)を米国・英国等に納入するとともに,増加し

つつあるFAX伝送の効率化を図るFAX回線多重化装置

を開発し,日英回線でのフィールドテストを成功裏に終え,

米国・英国等の顧客へ納入を開始した。

管制・望遠鏡の分野では,国立天文台が米国ハワイ島の

マウナケア山頂に建設する大型光学赤外線望遠鏡の第1期

工事を受注し,システム設計・主要機器の開発設計に着手

した。この工事は1998年に完成予定の大型プロジェクトで,

欧米の協力会社の得意分野の技術を結集し,世界一の性能

を目指しているものである。

移動体衛星通信分野では,技術試験衛星V型(ETS・V)

対応、の自動車等の移動体用地球局アンテナを開発し,納入

先の郵政省通信総合研究所と共同でオーストラリア(AUS

Sat衛星)でフィールド試験を行い,今後の移動体衛星通

信システム構築に有益なデータを得た。
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4.1 衛星関連

技術試験衛星Ⅵ型(ETS・Ⅵ)搭載用イオンエンジン PMU

]993年打上げ予定のETS・Ⅵに搭載されるイオンエンジン

用推進剤貯蔵供給器(PMU)を宇宙開発事業団の開発に基づ

き製作した。PMUは衛星の軌道制御を行うために必要な推

進剤の貯蔵及ぴ圧力調整を行うためのもので,従来のものに

比べてコンパクトな設計となっている。推進剤貯蔵タンクは

耐圧150気1王以上の高圧力容器であり,チタン合金を用いて

高い強度を得るとともに^呈量化を図っている。また,チタン

合金とステンレスの配管とを接続するための籍重金属継手及

び電子ビーム1容接によるスパッタの全くない1容接等,新しい

1鮴iも適用されている。現在,フライト品の製告,三鵡貪を終

了し,機能/性能をすべて満足すること力硫認され,衛星シ

ステムとのインタフェースを確認するi鵡矣段階にある

技術試験衛星Ⅵ型(ETS・Ⅵ)搭載用太陽電池パドル

1993年夏打上げ予定のETS・Ⅵに搭載される太陽電池パド

ル(PAD)は,静止軌道で10年間衛星へ電力を供給するもの

である。宇宙開発事業団の御指導により,今回製作したPA

Dは,二翼展開型セミリジッドパドルで一翼4枚パネルから

構成されており,遷移軌道で各翼1枚パネルを展開する部分

展開モードと静止軌道における全展開モードを持っている。

発生電力は,10年後の夏至(最小)で4,10OW 以上であり,

高効率薄型シリコン太陽電池セル及びCFRP製構造材・ブ

ランケットのイ吏用により,大電力化及ひ車呈量化を図っている。

衛星搭載中継器用小型DC/DCコンバータ

イオンエンジンPMU 開発干デル

近年,衛星搭載用中継器に対する小型,ま呈量化への期待は

ますます高まっており,その中継器の主要構成品であるDC

/DCコンバータの小型,軽量化に対する要求もRF回路と

同様に厳しい。今回開発したDC/DC コンバータは,スイ

ソチング素子に高速スイッチングに適したパワ-MOSFET

を用い,20okHZ でスイッチングを行っている。

また,制御回路音ιは半導体のべアチップを用いたハイブリ

,ド1C化を行い,薄型化のためトランスの低背化を図って

いる。以上の設計によって大幅に小型化を達成し,従来の同

等品に比べて30%以ヒの小型化を図った。

なお,入力電圧範囲は30~50V であり,出力電力は5~

10Wの能力がある。

4.宇宙開発と衛星通信

ETS・Ⅵ搭載太陽電池パドル

驫

衛星搭載中継器用DC/DCコンバータ



インテルサットⅦ搭載用10VV/16VV固体電力増幅器

インテルサットⅦ搭載用4GHZ 慥1体電力増幅器の認定モ

デルの開発を実施し,環境二彪強を含む一連の認、定二幻験を完了

した。この増幅器は,出力電力]OW 及び16W の2種類が

あり,"VJ段に当社製高出力電界効果トランジスタを用いて,

総合効率30%以上を得ている。認定モデルは,打'上げ時の

環寛に相当する}廊力試験,衝撃試験及ぴ字宙空間での剖寛に

相当するi品度サイクル,熱真空の各試験に供された。また,

EMC試験,バーンイン市甑矣等を含めて,性能確認が行われ,

設計,製造の妥当性力隔正明された。認定モデルの開発完了に

伴い,現在フライトモデルの製造・試験を実施中であり,今

後多くの需要が予想されている

MUSES-B搭載スペースVLB1アンテナ用一次放射器

字宙科学研究所が開発中の科学衛晁MUSES・Bに搭載さ

れるスペース VLB1 アンテナは,開口径10m のりングフォ

ーカス形カセグレンアンテナであり,その一次放,寸器として

1.6/5/22G氏の3周波数帯を共用し,各周波数帯とも左

縫円偏波で励振される円すい(錐)ホーン開発モデルを製作

した周波数共用ホーンの方式には聞口部から順に低い周波

数粥を分波するイ因順位分波方式を用い,分波部における不要

周波数帯成分の漏えい及ひ不要モードの発生を抑圧する設計

としている。22G翫帯給電部は導波管で回路を構成し,ま

た1.6/5G氏帯では円偏t皮励振のための合成回路に方形同

軸ネ泉路を用い,分波部と合成回路を一体化し,※呈量化及び低

損知ヒを実現している。

.、,
..'鼻
'、都3',

インテルサットⅦ搭載用10VV/16W固体電力増幅器

衛星搭載用展開アンテナの重力変形分離測定法

スペースVLB1用アンテナは,伸展マストと金属メッシュ

などから構成される開U径10mの大型展開アンテナである。

このような衛星搭載用大型展開アンテナは,地上では重力の

景参郡のため,宇宙空問における特性を正'似こ二判而できないと

いう問題があった。これをあらかじめ地上で評価できる重力

変形分離測定法を開発した。これは,被測定アンテナの開口

を垂直に三斐定し,主ビームを軸として回転させた複数の1犬態

における開口面上の二次元電界分布を測定し,その位相項か

ら求めた鏡面誤差を円筒座標系の角度成分でフーリエ級委女展

開するものである。これにより,鏡面誤差を要因別に分籬で

き,無重力状態におけるアンテナの鏡血誤差及び電気特性が

ヨ刊西できる

一次放射器開発モデル

,毛

愉
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^
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スペース VLB1用アンテナ(1/4モデル)
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ケーフル構造形状解析プログラムの開発とVLB1用アンテナ鏡面設計への適用

衛星搭載用の大型アンテナ鏡面に用いられる張カケーブル

構造の升剣犬解析コードCNET を開発し, VLBI(very Long
鏡面メッシユ

Baseline lnterferometry)用アンテナの'寛面言斐言十に適用した。

プログラムは,概して以下の二つの機能を持つ。第1は,与
フンシヨントラス

えられた構造の諸元,特性及び外力等から釣合い状態での形

状を決定する機能である通常の構造と異なり,升列犬と弾性

変形を同時に解かなければならず一必然的に問題力ぢ畔泉形と ノ

中心部 ノ

なる。第2に,升剣犬が与えられた場合にそれを満足する音畊オ
一

の二者元,特性などを求めるいわゆる逆問題を扱う機能である。

ここでは,感度"豺斤法を用いた繰り返しヨ1算によって解を求

めている国立天文台・宇宙科学研究所が計画している

MUSES・B衛星搭載VL別用アンテナ主鏡面の升剣犬鰯斤等に

適用した

4.2 宇宙基地・宇宙機関連

宇宙用ロボットテストベッド

ETS・Ⅶ(技林藷括難i星Ⅶ型,平成8年度打上げ子定)には

遠隔操作型ロボットである第二世代宇宙用ロボ"ト実§矣系の

搭載が予定されている ETS・Ⅶ及び今後の宇宙用ロボット

の要素技術開発用三鵡貪設備として,宇宙開発事業団の御1旨i尊

により,宇宙用ロポットテストベッドを開発した。この装置

は,地上からのコマンド指令・遠隔操作による宇宙用ロボッ

トをイ吏用した軌道上イ乍業の模擬試験を可能とするものであり,

そのために必要となるマニピュレーション装置(スレーフ

マニピュレータ/制御装置,マスタマニピュレータ/市噺卸装

置),遠隔操作用ソフトゥエア,及び試験装置としての運

用・安全管理を行うための監ネ見手ツフトゥエアの開発を行っ

た。 宇宙用ロポットテストベッド 仏)軌道上系

ー.。疹三'、

SFU搭載用メインコンピユータ

^^

周辺部

ケーブルネット

、

くーニニ、71ゞ、熊11・・調整ケーブル
、、_^ー

宇宙実験・観測フリーフライヤ(SFU)搭載用メインコンピュータ

宇宙空間で多様な実験・観測R 、"シ,ンを達成するSFU

に搭載するデータ処理用メインコンピュータ(MC)を開発し

た。 MC は,12台の実験・観測機器に対し,柔軟に対応で

きるデータ処理を実現したものであり,各機器の実験・観測

データを個々に最適なフォーマ、,ト及び仏送レートで効率的

に地上へ伝送できるパケット伝送機能を備えている。また,

各機器への制御信号の配信は,自動再送制御プロトコルによ

り,確実な伝送を実現した。 MC は,小型化を図るため,宇

宙用16 ビ、,トマイクロプロセ"サを中心に多数のLS1 を使

用し,放,寸線入射等の過酷な宇宙環ナ寛や打上げ回収時の衝撃

にも耐える構造を持っている。この開発は,新エネルギー・

産業技術総合開発機構の委託によるものである。

VLB1用アンテナ主鏡面の形状解析イ列

ーニ"

^^^

ケフル糸吉合点

4.宇宙開発と衛星通信
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宇宙実験・観測フリーフライヤ(SFU)シミュレータ

SFUはⅡ種類の実験を行うためその運用形態力斗夏雑であ

り,事前に十分な運用手順の検証と実衛星に等しい訓練りハ

ーサルが必要である。そのためシミュレーシ,ン及び誘導制

御支援の二つの機能を持つSFU シミュレータを開発した。

従来のシミュレータは,一部のサブシステムだけを模擬する

ものであったが,このシミュレータは全バス機器(電力・ 熱

・通信・航法誘導制御等),実§餅幾器の電気炉及び宇宙環境

(姿勢軌道運重か天体工フェメリス・回線等)を模擬し,地

上からのコマンドに対応、したテレメトリを生成するものであ

る。誘導制御支援機能は,スペースシャトルによって回収さ

れる地点まで降下するための誘導制御コマンドを生成するも

のである。この開発は,新エネルギー・産業技術総合開発機

構の委託によるものである。

宇宙用スターリング冷凍機

1998年に打上げ予定の地球資源1朶査衛星(EOS・A)の赤外

線素子冷却用にスターリング冷凍機のBBM(基本性能検証

用モデル)を開発した。このBBM では,冷凍サイクルの最

適化や三次元電磁界鰯斤に基づくりニアモータの高効率化に

よって,消費電力五十数Wで1.2W (70K)の冷却能力を達

成し,世界ト、,プレベルの性能を実現した。

衛星利用の地球観測分野では,素子の大型化によって熱負

荷が増大し,高性能化はもとより高信頼・長寿命化力涙求さ

れている。スターリングサイクルを用いた極低温冷凍機は,

小型連茎量,高効率に適したものであり,今回,非接触のピ

ストン支チ寺機構やディスプレーサ'陣力制御方式などの新しい

概念を採用することで高信頼・長寿命化も図っている。
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人工衛星等の大容量熱制御1鮴iにおいて,ヒートパイプは

多くの熱を輸送でき,かつ高信頼性を1手っため,不可欠な熱

制御素子であり,重量及ぴコストの面で熱制御素子全体の中

で大きなウエートを占めている。人工衛星の大型化,商用化

に伴い,ヒートパイプの熱輸送能力の向上,ま至量化及び低コ

スト化力唖要な開発項目になっている。このような要求を実

現するため,2本のヒートパイプを一体化した2連型ヒート

パイプを世界に先駆けて開発した。 2連型ヒートパイプは従

来型ヒートパイプの約2倍の熱輸送能力を持ちながら,重量

及びコストの増加はわずか倭女十%)である。

現在,商用衛星用ヒートパイプとして,2連型ヒートパイ

プのフライトモデルを製造中である
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宇宙用複合材料の時間依存熱変形解析

人工衛星などの宇宙構造物に1吏用されている宇宙用高弾性

CFRP(炭素繊維強化プラスチ、,ク)積層板を対象として,

1且度サイクル剤寛下での時間依存熱変形を解析することがで

きる複合材料用熱変形觸斤プログラムを開発した。このプロ

グラムでは,従来の汎用鰯斤プログラムでは鰯斤できなかっ

たCFRP積層板などの異方性材料の時間依存変形を,材料

定数の時間・t且度依存性,積層板内での応力再配分を考慮し

て鰯斤することができる。このプログラムをイ吏用することに

より,宇宙のi品度サイクル環寛下で構造物の長期間にわたる

変牙3挙重力を正確に1巴1屋することができるため,将来の大型高

精度アンテナの構造設言ナを効率的に行えるようになるととも

に,構造物の信頼性向上を図ることガできる。

宇宙用材料評価のための素原子密度計測技術

高度2(冷~60okm の低地球軌道を回る宇宙機は,酸素原

子(5ev,1d~109個・cm-3)にさら(曝)されるため,表

面絶縁材料の劣化が深刻な問題となっている。今回,酸素原

子の照射量と表面絶縁材料劣化の関係を明らかにするため,

酸素原子の紗す密度校正をしたレーザ誘起蛍光法を用い,高

感度(~10q固・cm 3)で酸素原子密度を計測できる評価技

術を確立した。その結果, RFプラズマを使った模擬試験装

置の酸素原子密度が,1.UXI015個・cm-3であることが分

かった。今後,材料劣化メカニズムの解明に1斐立てるととも

に,宇宙剤寛計測装置に応用していく。また,酸素原子に対

する劣化防止1鮴iを確立することにより,衛星の長期信頼性

を向上させる。

4.4 衛星通信地球局・天体観測

複合材料用熱変形解析プログラムの概要

東京ガス槻納め保安用衛星通信システム

東京ガス総に納入した衛星通信システムは,口径7mの

アンテナと30OW TWT増幅器2台を備えた本社局,口径

1.8mのアンテナの支社局及ぴ車載局によって構成され,本

社一支社間の電話・FAX・データ通信や車載局による災害

現場状況の馴象伝送,現場での導管図面オンライン検索等に

用いられる。車載局は,電話・FAX のほかにカメラ, VTR,

50GHZ帯簡易無線装置, TVCODEC,マッピング端末等を

備え,ハーフ又はフルトランスポンダを用いたアナログ馴象

のほかにディジタル化した静止画・準動画も送信でき,マル

チメディア地球局として柔軟な運用力Mきる。また,各支社

局の監視・制御は本社局で一括して行うことができ,衛星回

線力晰の時には自動的に公衆網からアクセスして監視・制御

を継続できる。

レーザ光

波長可変レーザ 1Ⅱ"Ⅱ"""Ⅱ"11令"●"弁""""Ⅱ"■
●三●

百空チャンノX 三
【三蛍光

データ処理装置

酸素原子

4.宇宙開発と衛星通信

酸素原子密度計測装置

光検出装置
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●衛星通信用地球局監視制御装置

汎用のパーソナルコンピュータを使用した衛星通信用地

球局の監視制御装置を累計18台納入した。

民間通信衛星の運用開始により,今まで衛星通信になじみ

の少なかった人でも容易に運用が行える衛星通信用地チ求局の

要求力漕まっている。この要求に対応、するため,容易な操作

で確実な運用が行える監視制御装置を開発した。衛星通信機

器とのインタフェースは,並列信号又はEIA RS・485 とし,

状態信号の収集及ぴ制御信号の送出を標準化している。

,ク表示による局全体画面と複数の機器対応、画面を用いて,

運用パラメータの変更・送信ON/OFF等の運用を行う。

日常的に行う運用は少ない操作入力とし,定型的な作業は自

動化している。

衛星通信車載局用アンテナ制御装置

放送局SNG,各種イベント中継等,多目的利用の衛早.通

信車載局用アンテナ制御装置を開発した。この装置の特長は

以下のとおりである。

●プログラム制御による自動衛星初期補そく機能

●アンテナ'陣力のほかに偏波変換器'圃回路を内蔵

●狭い車内にも実装可能な薄型パネル構成

また,アンテナと組み合わせた主要機能,性能は以下のと

おりである。

●アンテナ径:1.4m,1.8m,2.7m

●§踵力方式:ブラシレスDCサーポモータドライプ

●'E動モード:PROGRAM/MANUAL/STOW

●'踵力速度:0.1~5.0゜/S

●角度検出器:磁気方位計/傾斜計

●寸法:H88.5XW482.6XD430.0(mm)

FR印

ネ* STnT1側 OJEMⅡ DIF{,脊!****

倒

●」 T袋11

r^舗日.T氏一ーー「

白白

20VV SSPAの外観
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14GHZ帯20VV出力固体化電力増幅器

電源開発社向け衛星通信地球局用送信機として14GH2帯

固体化電力増幅器(SSPA)を開発・納入した。このSSPA

はデータ,音声伝送用に利用されており,今後も同様の小容

量地チ求局のほかにディジタル画像伝送局等の新しい分野への

適用か期待される。このSSPA は空調設備のない場所でも

使用できるように一20~+50での温度範囲で利得変動の補

償機能を内蔵している。また,出力部に局平導波管を用いた

4合成回路を採用し,小型・低損失化を実現している。

主要性能は出力20W,利得郭dB,消費電力250W,質量

6蚫であり,利得調整機能及び遠隔制御による送信のON

/OFF機能を保有している。

局全体監視制御画面例
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衛星通信車載局用アンテナ制御装置
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国際映像受信専用地球局(TVRO)設備

迅速なニュース報道を目的とした国際映像素材仏送を実現

するため,インテルサ"ト衛生を利用した24時間サービス可

能な個別型地球局をKDDに納入したこの個別型地球局は

インテルサット G 局(STD・G)に準拠した口径7m のKU バ

ンド映像受信専用局(TVRO)であり,映像Ich と音声2Ch

の受信力河能である。この設備は東尿都内の放送事業者4社

の建物屋上に設置され,外国からのニュース素材,ソフト等

を高品質で直接受信し,各社番ホⅡ編成に矧共している。また,

24時問運用及び無人化を考慮した設計をイ丁い,信頼性の向

上を図っている

大型光学赤外線望遠鏡用副鏡チョッピング装置

国立天文台向け大型光学赤外線望遠鏡(口径8.3m)は,

世界最高の観測性能を目指す反射式均遠鏡である。この望遠

鏡では,赤外光観測時にノイズを除去するため,副鏡を高速

(10H力で微小角度だけ揺動させ,高精度(1")に位置決め

する畠暇寛チ,ツピング装置が必要となるこれは2個のりニ

アモータで副鏡をイ副力廓動する装置であるか',高速高精度の

ξ應力を実現するため,新たに次のような方式を開発した。

●副鏡と同等の負荷を副鏡と同位相で§腫力してモータ反力

を能動的に相殺し,余計な起振力を除去する機構

●規定範囲内の電流で高速な5陣力を可能にする制御方式

これらの方式を採用した試作機を製作し,その性能を検証

した

ど

電波ホログラフィによる鏡面誤差評価法

国立天文台では,サプミリ波での観測で,集光力及ぴ分角¥

能の向上のために45m電波望遠鏡の鏡面精度と指向精度の

改善を図っている。そのため,電波ホログラフィによる高精

度の鏡面誤差評価法を開発した。これは通信衛星(CS・3)

のビーコン波を用いて45m 鏡と基準アンテナの干渉しま

絲高)(ホログラム)を測定し,フーリエ変換等の演算処理を

することによって開口面上の振幅と位相を求め,その位相か

ら鏡面の凹凸を求めるものである。衛星高度が48 なので,

観測時に近い仰角で鏡面誤差を測定できる特長がある。上記

アンテナにこの方法を適用し,鏡面の修整を行った結果,鏡

面誤差95 μm rms(ε/D= 2 ×10-6)を達成した。

国際TVR0の外観

4.宇宙開発と衛星通信

試作機の外観

仏) 45m電波望遠鏡

」
富
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1990年代の企業生き残り戦略として,経営環境にかかわ

る各種情報の統合的収集・分析とそれに基づく経営資源の

戦略的投入がますます重要になってきている。このような

観点から当社は情報通信システム構築において顧客が抱,

える問題や二ーズに対して的確な解決策を提案し,顧客が

情報による競争優位性を確保できるような"システムソ

リューシ.ン"を提供すべく,各種キーコンポーネントの

開発,システム構築ノウハウの蓄積を推進している。以下

に]99]年の主な開発成果を紹介する。

仕)無線通信システムと機器

無線通信関連では,日本電信電話愉向けに納入を開始し

た超小型携帯電話"ムーバD"の開発が特筆される。小

型・省電力化を目指したデバイス開発により,世界最軽

量 ・最小級を実現した。

その他,通話機能に加えて列車制御情報等を車上から地

上の運行管理システムヘデータ伝送できる"地下鉄用LCX

(漏えい同軸ケーブル)列車無線システム",同時送受話,

見やすいLCD表示などの特長を持ち,各種利用形態に柔

軟に対応可能な特定小電力無線電話装置"コールメイト

Π",公衆電話網の電話機と通話できるサービスを実現し

た"PSTN接続機能付き MCA システム制御局装置"を開発

^

P
^^

が,特にエンジニアリングワークステーシ"ン,パーソ

ナルコンピュータにおいて顕著である。中部電力制に納

入の統合OAシステムは,非定形業務と定形業務をホスト

計算機との連携を保ちながら処理するもので,オフコンを

サーバとし,パーソナルコンピュータをクライアントと

した分散システムとして構築した。兼松総には,トーク

ンリングLAN に約400台のパーソナルコンピュータを接

続し,基幹系のホスト及びメッセージハンドリングシス

テム用のホストの両方にウインドゥズ画面を介して同時に

接続し,業務を処理するシステムを納入した。公営競技中

^
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や PBX, TDM を収容可能なマルチメディア LAN として

"MELNET RI00"ハイプリッドシステムを開発した

③有線通信システムと機器

音声・画像符号化の分野では,次の開発等が注目される

①残差ピ、,チ補完適応予測符号化(APC・RPI)の適用によ

り,音声信号を従来の 1/8 に圧縮して符号化する"8

kbpS 音声コーデ,クモジュール",②CCITT で標準化さ

れた国際標準対応テレビ会議用ビデオコーデック"MVC

8100",③国際ディジタル通信における多重化利得の向上

を図るため,音声信号と混在する G3 ファクシミリ信号を

検出して原信号速度(最大9.6k即S)にほぼ等しい伝送速度

で多重化するファクシミリ信号多重化装置"FC・3000",④

14.4kbpSの超高速モデムと新開発の画像信号符号化方式

を組み合わせることにより, G3 ファクシミリとしては世

界最高速のA4標準原稿4秒台電送を実現した超高速普通

紙 G 3 ファクシミリ"MELFAS FI (FA9050)"。

交換機の分野では,1.5MbpS の高速回線を収容し,5,000

パケ"ト/Sの高速処理能力を持つ高速パケット交換装置

"MELPAX 5000"や,既存シリーズの上位機種として内線

2,000回線,外線500回線を収容するとともに計算機インタ

フェース"UF01"(user Friendly open lnterface)を 1莟載し

たディジタル電子交換機"MELSTAR ES2700"などの開発

が特筆される

した。

2)光通信システムと機器

光通信の分野では,高速化の進展を先取りしたキーコン

ポーネントの開発を推進した。その中で, CM1伝送路符号

を用いることによって10ビットパラレル,25MHZ クロッ

クで最大20km の仏送能力を実現した"高速ディジタル光

リング'の開発や, CCITT で国際標準化された同期ディジ

タルハイアラーキ(syncronoos Digital Hie捻比hy : SDH)

の最高速度である2.4GbpS伝送において光ファイバの分散

の影響を低減させることにより超長距離伝送を可能とした

"2.4GbpS 光伝送装置",2.4GbpS の信号に150MbpS 信号又

は50MbpS 信号を多重化して光伝送を行う"2.4GbpS 多重

化装置"の開発が注目される。また,国際標準FDD卜Ⅱに

準拠し, CSMA/CD,トークンリングに加えて X.21端末

(4)コンピュータとワークステーション

ダウンサイジング化の影響はすべての機種に及人でいる

=



継情報システムは,障害発生時の社会的な影紳が非常に大

きいことからフォルトトレラントコンピュータ約50台を

分散配置し,三重化したネ、,トワークで構成された高信頼

システムを実現した。

汎用機では従来の機種シリーズの上位に位置付けられる

EX900シリーズを,オフコンでは従来の GR シリーズを

新して GS シリーズとして市場に投入した。エンジニアリ

ングワークステーシ,ンは CISC シリーズの高性能新製

品に加えて超高性能RISC ワークステーシ,ンの新シリ

ズを開発投入。パーソナルコンピュータではデスクトップ

からラップトップ,ノートブックへと小型・軽量タイプ製

品の市場の急才広大に対応、し,ノートブック型の新製品を開

発した。また, PCLAN の急速な発展によってクライアン

トサーバシステムが脚光を浴びているが,当社は英国ア

した。さらに,オープン化,マルチベンダー化の進展に伴

い,ネットワークへの接1売性がますます重要になっており ,

TCP/1P, OSI,1SDN 等のサポートの充実に向けた開発を

実施。応用ソフトウェア製品としては,オフコン及びエン

ジニアリングワークステーシ"ン分野で継続的に開発を

行い,システム構築のプラットホームを拡充した。

⑤周辺・端末機器

コンピュータ製品の小型化が進む中で外部記憶装置に対

しても,小型大容量化の二ーズか強く,従来機種の130mm

光ディスクに加えて90mm書換形光ディスクを開発した。

プリコット社のサーバとワークステーシ,ンを,くクライ

アントサーバコンピュータアプリコットシリーズ>とし

て市場に投入。 A1の分野では,通商産業省の推進する第

五世代コンピュータプロジェクトの成果を利用した AI

ワークステーションとエンジニアリングワークステーシ

,ンとを統合した新製品を開発し,応用分野の拡大に貢献

69

また,フレキシブルディスク装置は従来の IM バイト,

2Mバイト両用機と互換性のある4Mバイト機を開発。

カラープリンタの分野では,より高性能,高解像度, 高

画質を追求した開発を実施。端末分野では, POS,金融端

末に加えて自治体の士曜閉庁に伴う住民サービスの低下を

防ぐために,証明書自動交付装置を開発。システムの幅を

広げる入力用機器として印刷文字i森哉装置を,出力用機器

として使いやすさを追求した新シリーズのCRTモニタを

開発した。

報・通5 言



5.1 無線通信システムと機器

特定小電力無線電話装置"コールメイトⅡ"

この装置は,建設・工事現場・イベント会場,レジャーな

ど一定の範囲内(2ω~50om)で簡便に情報交換を行うこと

を目的として開発した製品である。小電カタイプ(出力10

mw)であるため,免許・資格力ηく要であり,だれでも使用

力河能である。さらに,利用者の利便性を考え,同時送受信

方式,作業服の胸ポケットに入れたままのハンドフリー通話,

チャネル自動選択機能付き等の特長を持っている。

1:1(親機と子機のぺアシステム)のほか,1:N (親機

1台に対して子機数N=8台まで接続可能)など利用形態に

柔軟性を兼ね備えている。

大きさは,120 (H)×60 (W)×20 ①)(mm)(イ朴責144Cmり,

質量は250R と小型^呈量を図った。

PSTN接続機能付き MCAシステムの制御局装置

複数の周波数を多数の加入者が共用するMCAシステムは,

需要の伸び力曙しく,今後とも加入局数は年率20%以上の

伸びが予測されている。このたび,制御局(中継局)を介し

て同一免許人所属の無線局相互間通信機能を持つ従来の

MCA システムに,新たに制御局で公衆網(PSTN)と接続し,

無〒泉局と電話機問の通話サービスを付加した制御局装置を開

発した。主たる装置は,中細斤側の回線制御装置,送受信装

置, PSTN接続用付加装置,監ネ見室側の監視制御装置,回線

接続装置などで構成される。主な特長は,①主要制御部は二

重化構成を採用,②付加装置1台に最大3制御局侶0OM瑜

帯とし,5G翫帯の両制御局の混在可能)まで接続可能,③

監ネ見室で中継戸斤の遠隔監視制御可能などである。

5.2 光通信システムと機器

高速 LAN の国際標準 FDDI一Ⅱに準拠した MELNET RI00 ハイブリッドシステム

FDD1は, ANSI ×3T9.5委員会で標準化を進めている高

速光LAN (10OMbps)のプロトコルである。 FDD1 には,通 トークンリング RN I

常のパケ、,ト交換のみを行う FDDI-1(ベーシ・"クモード) PBX IADP

nN U

と,それに加えて音声や画像等の回線系データも伝送可能な IS
CSMA/CD

FDD卜Π(ハイブリッドモード)がある。
P W

このシステムでは他社に先駆けてFDDI・Πを適用し, CS TDM
高還 RN I

ディジタル
IADP

MA/CD,トークンリングとともにX.21端末やPBX (TTC 騨用線網

PC

2M), TDM (高速ディジタル専用線)を収容可能なマルチメ RN I
TDM

MELNET R1α)

FDD11 W$

ディアLAN を実現した。これにより,システム基盤となる

酉酔泉システムを統合でき,シンプルかつ拡張性のあるシステ

ムの構築力河能となる。

小電カタイプコールメイト1

U

^

^^

^^^

^^
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MCAシステムの制御局装置(付加装置の電源装置を除く)
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2.4GbpS多重中継装置

CCITT (国際電信電話諮問委員会)勧告(G.707,708,

709)で世界標準化された同期ディジタルハイアラーキ

(synchronous Digital Hierarchy : SDH)の最局速度である

2.4Gbps (synchronous Transport Module Level-16: ST

M・16)に,150Mbps (STM・1)信号,又は 50Mbps (STM・

の信号を多重化して光伝送を行う2.4GbpS多重中継装置

を開発した。

この装置では,2.4G/150M/50MbpS の各高速インタ

フェース信号を並列化して速度を落とし, CMOS プロセス

のLS1を主体にSDHに規定された各種の信号処理を行うこ

とにより,小型・低消費電力化を図った。さらに,各機能ブ

ロックを冗長構成とし,障害発生時には,自動的に予備に切

り替えられる機能を持たせてシステムの信頼度の向上を図っ

ている。

2.4GbpS光伝送装置

超長距離光ファイノ畔工送用2.4GbpS光伝送装置を開発し

た。装置は光送信器と光受信器から構成される。超長距離伝

送で問題となる光ファイバの分散の景ラ響を低減するため,送

信器にはスペクトル線幅8M地以下,光周波数変動850

MH.以下に安定化した].郭μm帯MQW DFB・LD と動作

点変動を0.1dB以下に安定化したニオフ酸りチウム変調器

を用いた。受信器には光ファイバとの高効率な結合を実現し

た高速のフォトダイオードと,低雑音GaAS プリアンプ1C

を内蔵した小型PDプリアンプモジュールを用いている。最

小受信感度は一22.6dB(符号誤り率10一Ⅱ)であった。光フ

アイバ増幅中継器と組み合わせてイ吏用すれぱ,超長距離光フ

アイバ伝送に有用となる。

24G LTMUX

肌脚四叫1 訓Ⅷ肌

帆剛叫1乢1 川ⅧⅧ1Ⅷ1

朏N^Ⅷ朏Ⅷ卿州Ⅷ
棚川肌肌

0
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Ⅷ鯛W 肌柳Ⅷ

高速ディシタル光りンク

高速ディジタル光りンクは,コンピュータ機器間,レーダ

機器間及ひ監視カメラと受信装置間等の信号イ云送速度の高速

化,伝送距離の長1巨離化に対応することを目的として,ノ↓型,

低消費電力化を図った光インタフェースである。

高速ディジタル光りンクは,10 ビ、"ト,25MH.クロック

のパラレルインタフェースを持ち, CM1伝送路符号を用い

最大20km の伝送能力を持っている。特に送信部は小型LD

モジュール, LD ドライノ杠C,パラレル/シリアル変換及び

CM1符号化機能を持つLS1の2チップで構成され,消費電

力 IW,サイズ30mmX60mmX8.9mm で低消費電力化,

小型化が図られている。また,受信部も4チップのIC, LSI

によって構成されている。

冊Ⅷ叫脚1川Ⅷ
朧冊剛剛Ⅷ

2.4GbpS 多重中継装置

5

"

2.4GbpS光伝送装置

2

高速ディジタル光りンク送信部

3 4 5
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有線通信システムと機器5.3

成長を続けるパケット通信市場の中で,当社は,従来の

"MELPAX 4000"パケット交換装置の上位機として,高速・

大容量化に対応するため,"MELPAX 5000"高速パケット

交換装置を開発・製品化した。

この装置の特長は,①1.5MbpSの高速回線収容,②5,OW

パケ、,ト/秒の高速パケ、,ト処理の実現,③ビルディング

ブロ、,ク形式(16回線単位)による柔軟な装置構成の実現,

④管理部二重化,回線制御部π十1重化による高信頼冗長

構成,⑤高速・低遅延の網内パケ、,ト中継方式の実現など

である。この装置は,三菱電機情報ネットワーク MIND網

に適用され,既設パケット網との相互接続を行い,併せて機

能拡充したネットワーク管理装置によって統合管理力町テわれ

ている。

パケット交換装置"MELPAX 5000"

ディジタル電子交換機" ELSTAR ES2700"

ディジタルPBX ES27(冷は,高信頼性と経済性を追求し,

言頃機連携インタフェース UF01(user Friendly open ln

teHace)を搭載したPBX である。システムコードレス電話

収容,内線外線共にISDN インタフェース(ベーシ、,ク,

一次群)収容,公専接続機能,制御部二重化, CTRON仕様

準拠のOSなどの種々の特長を持っている。既発売のES

1咽シリーズの上位機として,2穿畔蒜成で内線2,咽回線

外線500回線を収容できる。 UF01でPBX の機能を実現す

る内部の信号や情報をユーザーに開放しているので,外部計

算機のデータベースや処理能力を活用したユーザーにカスタ

マイズ化した多様な通信システムカ畔蒜築できる。

超高速普通紙G3 ファクシミリ"MELFAS FI(FA9050)"

FA・卯50は,ビジネス用中核機として①電送時間削減,

②送信時簡単操作,③受信画質向上,④G4拡張,を追求

した新世代ファクシミリである。主な特長は,

住)14.4kbpS超高速モデムと新開発画像データ符号化方式

(F1コード)による世界最高速4秒台電送(A4判標準原稿)

で電送時間を削減

②大型LCD(15×2の,デュアルアクセス採用の簡単操作

③ A3読取り/B4記録16×15.4本/mm のコピー同等解

像度。受信画のスムージング(8 ×3.85→16×15.4)。碓階

調中問調電送を像域分離/F1コードにより,従来比1/8

~1/20の時間にま三縮。メモリ蓄積可能原稿枚数増量

④将来の通信量増加にG4拡張可能

このほか,ビジネス機に必要な多彩な機能を搭載している。

高速パケット交換装置

MELSTAR ES2700

ゞ室声
^

超高速普通紙G3ファクシミリ FA・9050
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ファクシミリ信号多重装置 FC・3000

国際ディジタル通信において, DCMEが多数導入されて

いるが,ファクシミリ通信が増加してきたため,電話回線の

有音部だけを伝送する DS1 ①igital speech l"teゆolatioo)

機能では十分に多重イ断1」得力滑られないことがある。当社は,

これを解決するため,伝送路を監視し, CCITT勧告T.30

に準拠したG3ファクシミリ信号か検出された場合はそれを

復調して原信号速度(最大9.6kbps)にほしま等しい伝送速度

でディジタル多重化するファクシミリ信号復調多重装置FC

・3000 を開発した。

この装置により,ファクシミリ信号をそのまま多重化する

場合に比べて4~6倍の高い多重化利得を得るとともに誤り

訂正機能によって高品質なファクシミリ伝送を実現した。

国際標準化対応TV会議用ビデオコーデック

1990年12月,狭帯域ISDN を対象としたオーディオビジ

ユアル関連勧告が, CCITT(国際電信電話諮問委員会), TT

C(電信電話技術委員会)によって勧告化され,テレビ会議

の相互接続性に対する障害は取り除かれた。

当社は国内テレビ会議の納入実績第1位の経験と1鮴iを凝

縮し,国際標準化制定を契機として,村各的な普及が予想さ

れる市場二ーズに対応した,国際標準イ獣寸応ビデオコーデ,

ク MVC・8100 を開発製品化した。 MVC・8100 は, CCITT

国際標準化方式のみならず,当社従来機種とも相互接続でき

る機能を装備している。また,画像の符号化制御にファジー

理論を導入し,従来より滑らかで自然な動画像を実現。新規

に7種類のLS1を開発して容積比67%減(当社比),質量比

70%減(同)にコンパクト化した。

FACE FCーヨ000 "制Y5ず"P々

VC-8100

8kbpS音声コーデックモジュール

音声信号をより経済的に伝送(伝送速度は従来の1/8)

するための8kbpS音声コーデックモジュールを開発した。

当社製ディジタル信号処理プロセ"サ(M35901)を用いて

実現したAPC・RPI(注)方式の音声コーデックと周辺回路を

集積化し,従来の1/4以下(面積比)の高密度実装モジュ

ールとしており,応用製品のd型化力河能である。

このモジュールは,16kbpSの符号イヒ速度でも動作可能な

ほか,音声検出,自蛎11得調整,入出カレベル調整など多く

の付加機能を備えており,ディジタル多重化装置や, TV

会議装置,音声メール装置などへの適用力朔待される。

ファクシミリ信号多重装置 FC 3000

■

(注)

加,N I,11

Adapt1νe predictive coding wlth Resldual pitch lnterpolatlon

残差ピッチ補間による適応予測1符号化

.

5.情報・通信

ピデオコーデック MVC・8100

.

8kbpS音声コーデツクモジユール

4

■
伺
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5.4 コンピュータとワークステーション

兼松欄向け新端末システムの構

兼松樹向け新端末システムは,新社屋移転に際し,新た

に構築されたシステムである。このシステムの概要は,トー

クンリングLAN上に約400台の"三菱パーソナルコンピュ

ータ MAXY"と IBM PS/郭35S が共存し,山M ホストコ

ンピュータ,タンデム製 MHS (Message Handling sys.

tem)両ホストへの接続力河能である。システムの特長は以

下のとおりである。

①パソコンLANと端末機能を1台のMAXYで実乳

(2)二つの端末エミュレータ(1BM3270, MHS)が同時動作

する。

③ LAN と MHS ホスト間の三菱ゲートウェイで400台の

端末を制御している。

三菱公営競技中継情報システム

公営競技システムの主機能である投票業務をヌ豫とした高

信頼性情報中継システムであり,次の2点を最大目標とした。

①安全性・信頼性の向上・・公共社会システムとして高い耐

障害性・運用安全性・信頼性を確保するためすべてのハード

ウェアとネットワークを二重化し,端末構成にも冗長性を持

たせる。②処理能力・効率性の向上・・システムの性格上,処

理量の増加にも高い応答性を維持し,また運用専任者を必要

としない標準的な操作性を捌共できるように,ソフトゥエア

の階層化,フールプルーフ設ヨtを取り入れ拡張性,戦略性を

考慮する。システム構成は,フォールトトレラントコンピ

ユータSTRATUS をホスト側と各競技場に配置させた。そ

の他の機能として,監視機能,情報管理機能,ホストシミュ

レート機能等がある。

MEシリーズの最上位機三菱エンジニアリングワークステーションME550/550E/550F

国際標準と業界標準を全面的に取り入れた三菱エンジニア

リングワークステーション ME シリーズに,最上位機とし

て256色表示,グラフィックエンジン装備,1,670万色表示

可能な3モデルを新たに開発した。 CPU にMC68叫0(25

MH力を搭載し, ECC付きの最大128Mハ'イト大容量主メ

モリ,256K バイトの外部キャッシュ,各チ重入出力装置用周

辺LSI, VME バスインタフェースを, ASIC LS1開発と徹

底的な面実装1鮴iによってB4サイズ相当のプリント謝反1

枚に氣責し,大幅な性能向上,高信頼性,高密度実装を実現

した。また,従来の豊富なアプリケーション資産を継承する

鄭禽ぎゞ悟9噛ヂ町禎ME/UX・Π(UMX),高速化を図ったX ウインドゥ R4.0,

最先端の C, FORTRAN, pasca1最適イヒコンパイラ, GUI

としてOSF/Motif力滴速かつ,1拓商な実行環境を捌共する。

旧M 3745

旧M 3090

旧M 3745

旧M 3745

ゲートウエイプロセッサ

兼松 X25網

ケートウエイプロセッサ

TOKENRING LAN

TANDEM

4子'眼g,川洲'ヲ

兼松欲殉け新端末システムの構成

TOKENRING LA

4'鶚ιヲ川洲g

三菱公営競技中継情報システムのハードウエア
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エンジニアリングワークステーション ME520

エンジニアリングワークステーション ME520は,高さ

69mm,重さ 8.4蚫の薄型軽量のきょう(筐)体にモトロー

ラ社の最新マイクロプロセ、,サ MC68叫0(25MH力を搭載

し,処理速度20MIPS を実現した高性能パーソナルデスク

トップマシンである。ネットワークを含めソフトウェア環境

は従来のME シリーズと同じで,豊富なソフトゥエア資産

をそのまま継承できる上位互換性を持っている。ハードウェ

アでは徹底した面実装化と90K ゲートにも及ぶASIC LSI

の開発により, CPU,最大64Mバ'イトの主メモリ及び入出

力制御機能をA4サイズの力ード1枚に集約した。さらに,

主メモリは標準でECCを装備し,主メモリの大容量化に対

して高信頼化を図った。

A17ークステーション MELCOM PSI/UX シリーズ

(注 1)"A17ークステーション MELCOM PSI/UX シリ

(注 1)ーズ"は,従来のPSI シリーズで定評のある知識情報

処理開発・実行環境と,ワークステーシ,ンの業界標準UN

I×(注2)の環境を統合した新しい概念のA17ークステーシ

"ンである。

推論処理用に新規開発したVLS1によって,推三兪性能は従
(注 1)

比約3倍,毎秒140万回の推論を実行する。来のPS川

知識情報処理実用化の進展とともに強まっている,高性能化

の要求にも十分対応できる。また, UMXとの統合によって

既存のシステムとの融合も容易になり,より使いやすいユー

ザーインタフェースの構築及びネ"トワークを活用したシス

テムの展開を行うことガできる。

(注D MELCOM PSI, PS1Ⅱ, PSI/UX は,通商産業省の推進す

る第五世代コンビュータプロジェクトの成果を利用して

当社が製品化したものである。

UMX オペレーティングシステムは, UNⅨシステムラポ

ラトリーズ社が開発し,ライセンスしている。

(注 2 )

エンジニアリングワークステーション ME520

● EX シリーズにおける TCP/1Pサポード'TCP/1P-EX"

EX シリーズは,マルチベンダネットワークを実現する

ためデファクトスタンダードであるTCP/1P をサポート

した。"TCP/1P・EX"は, UNI×4.3BSD に標準装備され

ているTCP/1Pと機能互換性のあるものである。また,ネ

ツトワークァプリケーションとしては, FTP, TELNET,

TN3270機能をサポートしている。特にTN3270機能は,

TCP/1P ネットワークにおいてTELNET プロトコルを利

用して3270画面をエミュレートする機能であり,この機能

をサポートした他社EWS又はPC/WSからフルスクリー

ンモードによるEX シリーズのTSS及ぴオンライン機能を

利用することができるものである。

、' 1巨..>

"鹽
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MELCOM PSI/UX モデル350

F11e

EXシリーズ

GOS/EA又はGOS

CIMSI TSS

F TP TELNET

TN3270

VS

Ethernet

MNF

LANC

専用線又はDDX・P
MIND

EXシリーズにおけるTCP/1Pサポートのシステム構成

PC

EWS

"

F11e

tcp/"1P

WS

旧Mホスト

ヒ型四U
tcp/ゆ

tcp p
m3270

端末
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M A-Pでの ISDN サポート

MNA十は当社言頃機,端末間を統合的に接続するための

ネ、,トワークァーキテクチャである。これまで通信媒体と

して, DDX十,専用線を利用した広域網接続及び当社の

LANを利用した構内網接続をサポートしてきた。近年,デ

ータ通信の高度化,多様化の進展に伴い,音声,ファクシミ

り,画像通信にも利用できる ISDN qntegrated serⅥCes

DigitalNetwork)が急速に普及してきている。これに対応

して, MNA・Pでは既存システムとの連続性を確保しながら

ISDNのサポートを追加した。1SDN はパケット交換,回線

交換モードカ町吏用でき,ユーザーの利用形態によってこのモ

ドを使い分け,1SDNの特長である高速性,経1剤生を有効

に利用したMNA・P システムの構築力河能になる。

aprlc01 シリーズ

システム構成列

MELC0 80 FTAM

IS0 が国際規格として定めたOSI(open systems lnter・

Comection)のファイル転送サービスである FTAM (File

T羚"sf紅 AC舵Ss aod Managemeot)を MELCOM80で実現

した。このソフトウェアにより,当社言1算機はもとより他社

言隙機との間でもファイルシステムやファイル構造の違いを

意識しないでファイル転送を行うこと力河能になった。

この製品は国内のOS1推進組織であるINTAPが実施して

いる規格適合性試験に合格してお1),他社製品との極めて高

い相互接続性を持っている。したがって,ユーザーはFTA

M を用いることにより,分散指向・マルチベンダ指向のネ

ツトワークシステムを容易に実現できるようになった。

3.0上の端末エミュレータ"5370JS"の構築MS-vvindows

パーソナルコンピュータを使ったPC・LAN の発達により,

ホストコンピュータにLAN を介して接続しながら,同時に ホストコンピユータ

^■■■

一太RK(注2)やExcel(注 1)などのOA パッケージを Netware 盟皿皿皿
U主3)

環境で使用したいというユーザーニーズカ漕まってぃ

異機種 PC

^

(注 1)

る。

この二ーズにこたえるために, MS-windowS3.0(386拡

張モード)で動き,1BM ホストと接続できる端末エミュレー

タ<5370JS>を開発した(製品名:端末通信管理プログラム)。

この製品は, MAXYNOTE386・ MAXY ・apricot シリーズ

にPC・LAN ボードを使用してゲートウェイ経由でホストと

通信できる。

相手
計算機

相手
計算機

DDX・P

フアイル

相手
計算機

M80 DPSI0

(注 D

相手
計算機

(往2)

(注 3 )

MS-wmdows, Exce1 はマイクロソフト社の登録商品であ

る。

一太郎はジャストシステム社の登録商標である。

Netware はノベル社の登録商標である。

ISDN

INS P

FTAM

相手
計算機

口

専用線

LAN*

MELCOM80

M
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相手
計算機

ロロ

相手
計算機

MAXY ゲートウエイ

FTAM

口

MAXY シリーズ

Nelwale386V3 1J

L厶N マネージャー20

*

サハ通信
管理プログラム)

開発中

FTサーバ

ホストコンピユータ

口

,

apncot シリーズ

017ークステーシヨン. LAN ターミナル

異機極PC
■

Netware386ν3 1J

LAN マネージャー20
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MAXY

MAXY ケートウエイ

5274Sn>)

イーサネット

トークンリング

口



SIS を支える MELCOM80 基幹業務システム

企業経営の基盤である"人","物","金"に"情報"資源を

加え, SIS(戦略情報システム)構築の容易性とシステムの短

期導入をねらいとして,企業内の基幹業務を標準化した"人

事情報システム","販売情報システム"及ぴ"会計情報シス

テム mkn"を開発し, MELCOM80業務システムのライン

ア"プを図り,販売を開始した。

これらの製品は,次の特長も兼ね備えている。

(1)オフコンで初のりレーショナルデータベースプロセッ

サ"GREO"(グレオ)の活用

②カスタマイズを容易にするため,当社オフコンのCASE

ソフトウェアである"PRODUCE"の採用

③経営分キ斤帳票の作成及ぴグラフによる分析を容易に実現

するため,"EDUET"(詑 1)と OA ソフト"Excel"(注 D との

リンケージを図った"EEL"の採用

(注 1)米国マイクロソフト社の製品

●オフコン"MELC0 80"光磁気ディスクシステム

近年増加するデータ量に対し,固定ディスク装置のバック

アップ及びアクセス頻度の少ないデータの固定ディスク装置

への保管に対する非効率化に対処すべく,書換可能型光磁気

ディスク装置をオフコン"MELCOM80 GS ファミリー"に

接続した。特に,光磁気ディスクシステム概念(図参照)に

示すようにりレーシ,ナルデータベースプロセッサ

"GREO"と併用することで,光磁気ディスク装置の①デー

タ保存性に優れている。②交換媒体であり,カートリ、"ジ

を増やすことで記憶容量を増やせる。などの特長を生かした

応、用力河能となった。 OS は,データ保護のため動作中はマ

ニュアルでは力ートリッジをイジェクトできないようにした。

記憶容量は両面で570Mバイト,1台の制御装置に4台ま

で接続可能である。

物

商00

情報(データベース

人事情報

システム

MELCOM

0
販売情報会計情報

システムシステムmkl

80基幹業務システム

SIS 戦略情報システムの構築支援

設備資産管理システム"FASTPLAN"

ーくjy

設備資産管理システム"FASTPLAN"は,ビル,オフィ

ス,鉄道,工場施設等における図面(設備配置図)情報と,

図面上の設備要素に関する属性(台帳)情報を連結し,デー

タベースで一元的に管理することにより,さまざまな設備の

イ呆全・保守業務や資産管理,工事設計支援業務に幅広く応用

できるシステムである。

CAD,図面ファイリング,マッピングシステムを統合し

た基本システムの開発が完了し,ε失道分野やビル分野等の応

用システムに展開中である。また,大型既存図面の入力業務

を簡素化するため,図面認、識技術を応、用したヌ帳舌型図面入力

システム等の機能を拡大している。

MELCOM80基幹業務システムの概念

<'〆」、、「レ_ 1
売上げ累積データ〕__
データ光磁気ディスク

固定ディスク

MELCOM 80

GSファミリー

GREO

(高速検索)

5.情報・通信
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マルチメディア文書処理"DOCMASTER"

DOCMASTER は,エンジニアのためのマルチメディア文

書処理システムであり, EOAフレームワークを構成する

"EOSMASTERS"のメンバー(汗)である。 DOCMASTER の

持つワープロ・表・グラフ・図形・CAD ・イメージ機能に

より,プレゼンテーションに優れたマルチメディア文書力斗乍

成できる。特に,エンジニアにとって必要な,表作成,図形

作成において威力を発揮する。 DOCMASTER は,最棄斤のグ

ラフィカルユーザーインタフェースを実現しており,簡単

に,楽しく又書力畔乍成できる。さらに,文書メールを用いて,

マルチメディア文書を送受信することにより,エンジニア相

互のコミュニケーションが円滑に行える。

(注) DOCMASTERのほかに, FILING ・ MASTER, MAIL

MASTER, NEWS・MASTER などがある。

多様な設計手法に対応できる三菱設計支援システム"

三菱設計支援システム"MELCAD・MD+"は,当社のME

シリーズ上に実現した二次元の分散型機キ戒系CADシステム

である。これまでは製図機能やカスタマイズを容易にするオ

ープンアーキテクチャ化を中心に実現してきたが,多様な

設計手法にこたえるべく以下の機能を追加した。

(1)類似した機能を持つコマンドを統合化して,コマンド数

の削減を図り,操イ乍性の向上を実現した統合化コマンド

②対話的にパラメド上ソク設計を可能にして,類似設計を

簡単かつ効率的にするバリエーシ,ンデザイン機能

(3)手書き図面や購入部品のカタログ図面などのイメージデ

ータを取り扱えるイメージ処理機能

④回路図・系統図などの作図を容易にする接微泉機能

ワープロ機能

表機能

X wlndow

マルチウインドウ操作

圏ヨ

グラフ機能

●1直

三菱クライアントサーバコンピュータ

"apricot"シリーズ用日本語 S OS/2 LAN マネージャー V2.0

LAN マネージャーは, MS OS/ 2 (注), MS・DOS (征)上

で動作する(MS・DOS はクライアント側のみ)パソコン LA

N用ネットワークオペレーティングシステムである。機能

としては,資源の共用のためのセキュリティ管理,ディスク

のミラーリング,二重化等のフォールトトレラント機能,共

有資源のアクセス管理,状1兄監視のためのネットワーク管理

機能等,ネットワーク0Sとしての必要機能を備えている。

これらの標準の機能に加え, apricot シリーズでは専用のサ

ブプロセッサを搭載し,赤外線セキュリティカードとパスワ

ドにより,ハードゥエアレベルでのセキュリティ(本体フ

ロントパネルの開閉の監視,ディスク,拡張スロ、,ト,ネッ ^^

トワーク等のアクセス制御)を強化している。このようにソ

DOC

MASTER

+,,
ELCAD-

図形機能

門Cコ^

弐・号△企》

文書メール機能

DOCMASTER 構成

CAD機能

ユニ:]

イメージ機能

MS・DOS

VVIN30

^

'今、1 蛋身亘1^
..■^

圏

(注)米国マイクロソフト社の登録商標

78

MELCAD・MD゛の多彩な製図機能

ず"'
,

●.Lι■

フトウェアとハードウェアが一体になってトータルなセキュ

リティシステムを構築している。

aprlcot シリーズ
FTサーバ

トークンリング

又は

イサーネツト

aprlcot シリーズ
0「ワーク

ス丁ーション

DOS/V
VVIN30

LANマネーシャー
ディスク高速アクセス、障害対策
コンパクト,

UPSモニタリンク

セキユリティ
コネクテイビティ

ほか印刷機能

〔ヨ

ap"C01シリーズ
LAN ターミナル

DOS V

WIN30

システム構成例

MAXY
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三菱クライアントサーバコンピュータ"apricot"シリーズ用 Net、Nare V3.11

Netware はパソコン用 LAN システムを制御するネット

ワークオペレーティングシステムであり,米国で60~70

%のシェアを持っている。 V3.11では, UNⅨ系システムと

の接紺生を向上させるために, TCP/1Pゲートゥエイ機能,

NFSサーバ機能を追加した。また,マルチベンダ性を更に

強化するために, Macintoshサポートも追加しオこ。 ap,icot

シリーズではこれらの標準機能に加え,無停電電源装置を標

準で装備し,停電発生時に,サーバはもちろ人,クライアン

トのパソコンにも停電の発生や電源持続時問を通知し,デー

タのセーブやプログラムの実行中止を促すことガできる。 こ

のように,ソフトゥエアとハードゥエアが一体になってシス

テムのフォールトトレランス性を向上させている。

MAXY

3.0では,より充実したグラフィッMS-windows

ク環境を実現しているほかに,仮想マシン(VM)という手

法を用いてMS・DOSの複委女並行動作を実現している。 VM

では仮想デバイスという概念が導入され,今回,当社パソコ

ン"MAXY"に対応した仮想テ、バイスドライバの開発をした。

これにより,"MAXY"の優れた表示システムを生かしたウ

インドゥアプリケーシ"ンが実行できると同時に,豊富な

DOSアプリケーシ,ンの複数並行動作力河能になった。さ

らにDOS アプリケーシ"ンをウインドゥ内に表示し,カッ

ト&ペースト機能を使ってウインドウアプリケーシ,ンと

のデータ交換を可能にするなどより統合的な操イ価景ナ寛牲2)

S・vvindowS 3.0での仮想デバイスドライバ

(i上])

aprlc01 シリーズ
FTサーバ

トークンリン
又は

イサーネツト

aP11Cot シリーズ
017ーク

スフーシヨン

(注 1 )

(注 2 )

DOS/V
WIN30

Netware

ディスク高速アクセス,害対策
コンパクト,高速プロトコル
UPSモニタリング

セキユリテイ

コネクティピティ
印即膿能 ほか

aDrlcot シリーズ
LANターミナル

米国マイクロソフト社の登録商標

"統合的な操作環境"とは MS・wmdowS のようなマルチ

ウインドウベースのGU1環境をいう。

ソフトウェア品質管理支援システム"SPARKS"

ソフトウェア品質管理支援システムは,障害情報の集計・

分析,帳票作成などの手間のかかる管理業務を確実に効率良

く行うことを目的に開発されたシステムである。

このシステムは,社内EOS上に構築されており,一元管

理された障害情報をソフトウェア技祁渚の自席に配備されて

いるワークステーシ"ンから随時に取り出すことができ,定

量的データに基づいた品質管理業務を支援する。

①品質目標値と舞劃直の比紘芋価

②障害発生/処置状況把握と納期確保のための処置推進

③誤り成長曲線モデルによる信頼性予測

④重点的に品質強化すべき弱点部分・障害原因の分析

⑤品質の総合評価

DOS V

WIN30

システム構成例

報・通

MS・DOS

WIN30

MAXY

所内各ソフトウエア部門

・・・・・・・・1 ・・・、・・・・1
巨亟ヰ^、●^1 厘亟^睡亜司

プロジエクト

登録・更新

LAN

而

L

個々プロンエクト実績入力
D白悟報提供

部門サーバ

対WSイノタフエース

L

プロジエクトの
齢酉・実績

E^

凶堕1三皇Z^1

T

佃人

作業領域

品質計画・実細把握
・初期生成
計画ノ変更

.実入力
各種惰尋検榮出力

.各種帳票作成

ソフトウエア品質管理支援システム"SPARKS"の概要

場所サーパ

対WSインタワエース

個々プロジエクト
D/、B

個人
作業領域

L

プロジエウトの

計画・実績

PC

個人用 WS

品質計画・冥換把握
・初期生成
・ヨ十画変更
・実績入力
.各擾情韓検素出力
.各擾帳票作成
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5.5 周辺・端機器

小型・大容量90mm書換形光ディスク装置 E-3EI

小型情報機器の外部メモリとして,パソコン市場をねらっ

た90mm書換形光ディスク装置(ODD)を製品化した。小

型・高性能の製品コンセプトのもとに,大規模LS1及び分

離形光へッド並びに小型機構部の開発を行い,ハーフハイト

サイズ(SCSI・n コントローラ内蔵)を達成した。主な特長

は次のとおり。①IS0規格準拠の光ディスク媒体(片面容量

127Mバイト:当社製品 ME・3 M31)を使用し,3,00山/

min の高速ディスク回転でデータ転送7.25MbpS を達成し

た。②分離形光へ、,ドと独自の高精度サーボ技術により,

42mSの高速シークを実現した。③超高集積度のLS1と小

型防じんメカにより,業界最高の小型・軽量(60og)・低消

費電力(10W 以下)を実現した。

35インチ4 バイトフレキシブルディスク装置

現行の IM バイト,2M バイトメディアとの完全リー

ド・ライト下位互換を保証した4Mバイトフレキシブルデ

イスク装置 MF356C を開発し,販売を開始した。

この装置の磁気へッドには,性能価格面で実績のある2M

バイト磁気へッドと同一方式のノンMIG,センターセパレ

ータレス構造を採用し,同一製造プロセスで実現した。

磁気へッドは,4M バイトメディアとのりード・ライト

を達成するために狭ギャップ化されている。この狭ギャップ

化により,従来の2Mバイトヘッドとは異なる種々の技術

課題があり,これらの課題を解決するために,材料,加工条

件の最適化を行った。回路系についても,この磁気へッドの

高性能化を実現する新1翅jを開発・導入した。

ラインサーマルカラープリンタ G6710

本桜は,現行機G650 とインタフェース(1/F)において

上位互換機能を持つA3版サーマルカラープリンタである。

その特長は次のとおりである。①用紙の先端をクランパで固

定し,印画部へ連続的に周回させる新紙搬送機構の採用によ

り,色重ね位置精度の向上,印画領域の拡大,高速印画を実

現。②新しい媒体の採用,印画制御の改善による高画質を実

現③用紙のフロントローディング,本体上面へのスタ、,キ

ングインクシートカセットの採用等により使い勝手を改善。

村幾はシリーズ機として, A3版フル印画力河能なワイト

紙をサポートする等DTP,印刷分野への適合性を向上させ

るとともに,パラレル1/F を装備したG6710-10,ビデオ 1

/F を装備したG 6710-70がある

90mm書換形光ディスク装置

3.5インチ三菱マイクロフレキシブルディスク装置 MF356C形

/' /』

a a _.ノ しき

ラインサーマルカラープリンタ G6710

ムB
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昇華形フルカラープリンタ S3600

S3600は高印画品質を追求し, A4サイズ大の印画を可

能にしたフルカラープリンタである。当社の従来品 S340に

対し,次のような機能と性能の向上を行った。①サーマルヘ

"ドの高精度濃度補正による均一印画。②高感度インクシー

Nこよる高濃度印画。③30ODP1の高解像化などによる大幅

な画質向上。本機は,他方式を含めたカラープリンタ業界で,

高水準の画質を達成している。また,選択的色補正機能によ

る目的色のみの色調整,画像データ圧縮1鮴iによるバッファ

メモリの縮減 SCS1インタフェースによるデータ転送の高

速化,4色インクサポート,4色分フルバッファメモリ内蔵

によるホスト拘束時間の短痢盲など,より多くの市場に対応、で

きる機能を持たせている。

レジコン"T380O POS ターミナル"

T38卯 POS ターミナルは,業界初の32 ビット CPU を搭

載したパソコン機能を持ったPOS端末である。この端末の

主な特長は次のとおりである。

①マルチタスク0S を採用し,最大8個のプログラムを同

時に実行可能である。

(2)アプリケーションソフトウェア開発言語としてCOBOL

言語を採用し,販売会社でのソフトゥエア開発も可能なプロ

グラマブルなPOSターミナルである。

③分離形ターミナルとなっており,店に合わせて自由にレ

イアウトカ湘める。

④ 3分間以内の停電力涜上中に発生しても,電源衡吊後そ

のまま継続して売上処理が行える。

ファームバンキング(FB)専用端末

昇華形フルカラープリンタ S3600

現在のファームバンキング端末は,"MAXY"をべースと

した莎卵パソコンで各銀行経由中小企業に納入されている。

今回,小企業及び個人事業主(商店主)等をターゲ"トとし

たファームバンキング専用端末を開発した。

このファームバンキング専用端末の主な特長は次のとおり。

①大型液晶画面,高速サーマルプリンタ及びモデムなどを

同一きょう(筐)体内に納めたオールインワンのコンパクト

設言十

②画面に表示されるガイダンスに従い,タッチパネルにタ

ソチするだけの簡単操作

③電話との自動切替装置を内蔵しているので,電話,

FAX回線を共用イ吏用力河能

④事前影剥こよる自動実行及びタイマ照会機能

32ピット CPU を搭載した T・380O POS ターミナル

5.情報・通信
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自治体証明書自動交付装置

自治体力淡付する住民票の写しゃ印鑑坐示書を,利用者操

作で自動交付する装置である。土曜閉庁に伴うサービス低下

を補うとともに,交付待ち時間の短紺^,駅など庁外での交付,

閉庁後・日祝日の運用といったイ主民サービスの向上力溜れる。

この交付装置の特長は次のとおりである。

①ガイダンスによって初めての人でも簡単に操作できる。

カラーディスプレイ表示と音声案内に従って,カードの挿入,

タッチパネルからの暗証番号入力など力所テえる。

②交付用紙に電子公印,とじ契印を施せる。

(3)コミュニケーションプロセッサ"MELCOM80"経由で,

各種ホストコンピュータとネットワーク接続ができる。

④磁気力ードのほかオプシ,ンでIC力ードか利用できる。

印刷文字認識装置"OA・OCR"

ワープロ文書や新聞,雑誌などの印刷文書を読み取り,認

識する印刷文字認識装置"OA・OCR"を開発した。主な特長

は次のとおりである。

① 40文字/秒の高速読取り(拡張時60文字/秒)

②文字/図形が混在した文書,縦書き/横書き,半角/全

角混在文書等の多様な文書の読取り認、識に対応

③日本三吾知識処理による高精度読取り

(4) MS-windows(注) 3.0, SCS卜Π採用

MS・windowS 3.0上で他のアプリケーションソフトと容

易に接続できるので,ファイリングシステム,データベース

等の入力機器として最適であり,システム構築に大きな力を

発揮できる。

...

(注)米国マイクロソフト社の登録商標

オペレータにしい高解像度カラーディスプレイモニタのシリーズ化

マイクロプロセッサの高速処理化によるコンピュータハー

ドウェアの高性能化とグラフィック画面を中心としたソフト

ウェアの高機能化に合わせて,カラーディスプレイモニタ

の高画質化,高解像化の要求は高まる一方である。これに加

えて最近では,人間工学(エルゴノミクス)に基づいた使い

やすいモニタカ沫められている。これらの要望にこたえるた

め,従来の帯電防止ノングレア処理, CRT のフラ、,トフ

エース化,蛍光体のファインピッチ化に加えて,偏向周波数

を高くして,画面フりツカを少なくしたり,漏えい敬煉キャ

ンセルコイル付きのサドル/サドル型偏向ヨークを採用して,

漏えい磁界・電界に関する基準をクリアするなど,人に優し

い製品を開発し,12~21インチまでのシリーズ化を実現し

た。

自治体証明書自動交付装置

^

イメージスキャナ
MH216SCS

＼
___"_ー^

.^^"

印刷文字認識装置

"OA・OCR"

i

゛ー

0

MAXYとの接続例

ノ/陥洲

)〔＼

20インチオートトラッキングカラーディスプレイモニタ

^^

^

岡
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半導体と電子デバイスの分野では,1991年は新日米半導

体協定が締結し,日米関係は新たな段階に突入するととも

に,海外生産拠点の新設及びその生産量の増加などグロー

バル化が一段と進人だ。一方,パソコン市場の伸び悩みに

よるメモリ生産の低迷などの問題があったが,マイコンな

どは好調で,全体としてはほぼj順調に推移した。

当社は技術開発をユーザー指向に基づいた長期的な展望

に立って進めており,大容量化・高機能化・小型化・低消

費電力化等を行った。特に,高度情報化社会に対応して情

報処理・通信・画像表示等に関する分野に注力すると同時

にユーザーの要望にこたえて,汎用品に付加する形で各用

途ごとに専用機能を内蔵した ASIC な製品を開発した。

以下にこれらの開発状況及ぴ新製品群について紹介する。

住)集積回路

大容量化が3年で4倍という速度で進むメモリの分野で

は最小寸法0.5μm の微細加エプロセスを用いた16M ビッ

ト DRAM を開発した。 4M ビット DRAM については,パ

ソコンやワークステーシ"ン等に適したX 8,×16構成の

バイト/ワードワイド品を製品化した。いずれも低消費電

力で高い信頼性を確保している。SRAMに関しては低電圧

動作で低消費電力の4M ビ、,ト品を始め,各種の高速及

ぴ超高速メモリを製品化した。このようにメモリの分野で

は全体として大容量化,高速化,低消費電力化が進む一方

で,パソコン用,ワークステーシ,ン用,画像処理用等各

分野のユーザーの要望にこたえた製品を開発した。

マイクロプロセッサ及ぴマイコンについては, TRON仕

様の32ビットマイクロプロセ"サ M32/100の縮小化を

行うことによって高速化と低消費電力化を達成した。また,

16ビットマイコンに関しては, OA機器用,自動車のエン

ジン制御用及ぴコンピュータの周辺機器接続バスなどのそ

れぞれの用途に専用の機能を内蔵したASIC的な製品を開

発した。

論理回路を構成するゲートアレーにっいては6μm/MH.

と低消費電力でありながらECL品並の高速性を持つ大容

量40OK ゲート CMOS 品を製品化し,また RAM やROM及

弌

び乗算回路を自由なビ"ト構成で実現できるセルベース1C

を開発した。

専用集積回路に関しては,画像信号処理及び表示用とし

て HDTV信号の実時間処理を可能とする超高速DCTLSI,

VTR用輝度信号処理IC,その他各種表示用コントローラ

を開発した。また,90mm光ディスク用として世界最高速

の誤り訂正LS1などの半導体キットを製品化し,コードレ

ス電話については既にラインアップを行っていたが,今回

は秘話用ICやクロスポイントスイッチなど小型化及び外

付け部品の減少が図れる製品を充実した。用途が拡大しつ

つある IC力ードでは,世界最大容量の12Mバイト DRAM

カードや非接触力ードなど大容量化と高機能化が進人だ。

②半導体素子

パワ一半導体素子は電気鉄道や一般産業用の世界最大容

量(電流4kA,電圧4.5kv)ゲートターンオフサイリスタ

(GTO)を開発したのを始め,フライホイールダイオード

を内蔵した小型で軽量な当社独自のモジュール(パワープ

リック)を製品化した。

光関係の素子に関しては,高速通信用の半導体レーザア

レーや世界で初めてSi製高周波発振ICを用いた高周波重

畳モジュールなどの光送受信素子とともに光ディスク用ハ

イパワ一半導体レーザを開発した。また,衛星通信に用い

るミリ波帯超低雑音HEMTや自動車の電子燃料噴射装置

に用いる圧力検出部と増幅回路を同一半導体チップに形成

することによって小型化し,信頼性を高めた大気圧センサ

を製品化した。

(3)電子デバイス

画像表示に最も多く使われているカラーブラウン管に関

しては,アスペクト比16:9 の36型ワイドスクリーン管及

び3管1レンズ方式のコンパクトな投写管を開発した。ま

た,光ディスク用ピックァ、,プについては記録・再生が可

能な追記型CD用ピックァ"プや90mm光磁気ディスク用

ピックァップを製品化した。特に光磁気ディスク用は平均

シーク時間42ms,転送レートフ.25MbpSの業界最高レベル

の性能を実現した。

6.半導体と電子デバイス
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6.1 集貝回路

4M ビットバイト/ワードワイド DRAM

現在牛産中の4M ビ、,ト DRAM 第二世代品をべースと

してX8/×16構成のメモリを開発した。 M5M"80OA

(512K X 8), M 5M "260A/M 5M44170A (256K X 8)

の3機種あり,×16構成品ではCAS信号又はW信号によ

つて8 ビ"ト単位のバイトコントロールカ河能で,りフレ、,

シュカ式も 512サイクル/8 mS と 1,024サイクル/]6.4ms

の2チ重類の選択力河能である。チッフ面積は,2層アルミ配

線プロセス・最小設計寸法0.7μm プロセスの採用により,

86.5μm2 を実現した。また,内部回路を見直し,1CC2(MO

S)=50μAと低消費電力版の安定生産を可能にしている。

パッケージはSOJ/Z2P/TSOP(タイプΠ)のすべてを用

意している。

「:

4M ビット C OS SRA

轟悪晶一ー

0.5μm デザインルールと,4ポリ 2A1 プロセスを用いた

512K ワードX 8 ビット構成の4M ビット CMOS SRAM を

開発した。低スタンバイ電力を実現するために,メモリセル

を従来の高抵抗ポリシリコン負荷型セルに変えて薄膜トラン

ジスタ負荷型セルを用い,スタンバイ時電流1μA (電源電

圧3V)以下を得ている。また,メモリセルアレーを64のブ

ロ、,クに分割し,2層アルミによる当社オリジナル技術であ

る分割ワード吊財蒜成を適用して,メモリセル選択の低電流化

を図り,動作時消費電流70mA以下の低消費電力を実現し

ている。メモリセル面積及びチ、"プ面積は,それぞれ18.6

μm2,141.omm2 であり,パッケージは32 ピンのSOP, DI

P, TSOP(タイプΠ)に封止可能である。

4Mビットバイト/ワードワイド DRAMのチップ写真

^1^

IM ビット高速SRA

アクセスタイムが25nS の IM ビット高速SRAM を開発

した。大容量高速SRAM はスーパーコンピュータ及びメイ

ンフレームのメインメモリとして多く用いられている。かつ

ては大容量化の方に主眼がおかれており,アクセスタイムの

要求は厳しくなかったが,コンピュータの高性能化に伴って

高速化の要求も厳しくなった。このような市場の要求により,

IM という大容量でアクセスタイムが25nS という高速な

SRAM を開発した。大容量かつ高速を実現するために,2

層A1プロセスを用いて設計的な高速化手法である分割ワー

ド線方式を採用した。トランジスタは高性能かつ高信頼性を

実現するために連ネ愨1め回転イオン注入法で形成した。パ、,

ケージは40omi1幅のDIP と SOJ を準備した。

^

^

(今、、

~マS
くう、

1.

4Mビツト CMOS SRAM

冨

IMビット高速SRAMのチップ写真

^
^

^^^
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超高速256K ビット CMOS SRAM シリース

近年,高速SRAM はスーパー・大型コンピュータのメイ

ンメモリやワークステーション・パーソナルコンピュータの

キャッシュメモリとして発展し注目を浴びている。

当社では,0.8μm 設計ルールでツインウェルCMOS・ 3

層ポリシリコン・2層アルミ三譜泉のプロセスを用いて,最大

アクセス時間15nS という業界最高速の256K ビ"ト

SRAM ・6機種を開発した。 6機種はビット構成や付加機能

が異なり,× 1,× 4,× 40E 付き,× 8,× 9,× 9GN

D 2本,がある。パッケージは30omH DIP と SOJ をライン

ナップし,× 8タイプについてはSOP も用意した。これら

を用いることにより,従来装置に比べて,はるかに高速度・

高機能であるシステムの実現力河能となる

16M ビットフラッシュメモリ

CMOS プロセスを用い16M フラッシュメモリは0.6 μm

て, EPROM とほι剥司様のチップサイズで電気的消去機能を

実現した2電源一括消去型の万井軍発性メモリである。書き込

みはホットエレクトロンをフローティングゲートに注入する

ことによって行い,消去はトンネルエ見象を利用して電子を引

き抜くことによって行う。消去時に電子を●踊11に引き抜き,

しきい値が負になるという莚葬1消去の問題をメモリアレーを

分割し,各々に消去制御回路を設けることによって回避した。

消去/書き込み/べりファイ動作を制御するシーケンスコ

ントローラを内蔵しているので消去や書き込みを指示するコ

マンドを入力するだけでよく,オンボードで書換え力河能で

ある。セルサイズは1.8 μm X2.0 μm,チ、,プサイズは

18.4mmX6.5mm である。

茸

コ 0

32K X8,×9,×9GND2 のチップ写真

.

口

GMICR。TM M32ファミリー開発ツール

M327 フミリー開発ツールは, M32 ファミリーユーザー

の開発工程を支援するサポート製品であり,下記の特長を持

つ。

住)最適化コンパイラ,ソースコードデバッガ,組み込みシ

ステム対応のりンカ等,高級言iトミースの開発を強力に支援

するツール製品群を捌共

②業界標準となっているシステムμITRON仕様に準拠し

たりアルタイム0S を捌共

(3)シミュレータ,エミュレータ,モニタデバ、"ガの多様な

デバッグツールカ斗是イ共されており,統一的な操作力河能

④ VMEポード等,顧客ヨ平価のためのボード製品を矧共

これらの製品により, M32ファミリー応用システムの開

発効率が大幅に向上し,顧客開発期間の短縮化力溜れる。

.

t

一

チップ写真(チップサイズ184mmX6.5mm)

6.半導体と電子デバ'イス

M32ファミリー開発ツール



M33210FP-20(GM,CR。'M M32/100)

M33210FP・20 (G脚CR。TM M32/10のはトロン仕様に基

づく高性能32 ビ、,トマイクロプロセ、,サである。放き財反を

プラスチ、,クモールドパ、,ケージに埋込むという当社の高

いアセンブリ技術は,32 ビ"トマイクロプロセッサを152

ピンプラスチックモールドQFPパッケージに搭載するこ

とを可能にした。これにより,大幅なコストダウンカ河能に

なった。 M33210FP・20の特長を示す。

①高速情報処理性能一・8MIPS

②強力なビ、,ト操作命令・ーイメージ処理に最適

(3)低価キ各表面実装用パ、,ケージの採用

(4)用途・一機器組み込み用

ページプリンタコントローラ開発用 GMICR。TM32ビット

レーザ印字方式に代表されるぺージプリンタは,印刷速度

や印字品質のイ對立性から,今後の普及力朔待されている。こ

のぺージプリンタの制御部の高性能化を図るために,任意長

ビットフィールド命令等を強化した32 ビット MPU (M32/

1叫を搭載したシステム試作用ボード(MSA3207)を開発

した。この譜反にはMPUのほかに,プログラム及び文字フ

オントデータ用EPROM (最大4M バイト),画像データ用

DRAM (最大8M バイト),ホストパソコンインタフェース

回路及びプリントエンジンインタフェース回路に加えて,

操作パネル部も搭載されている。 M32/100の特長を生かし

た処理の高速化の副西・検証に威力を発揮する。

EPROM内蔵超高速16ビットワンチップマイクロコンピュータ

OA機器等の一般産業用分野では,それら製品の高機能化

に伴い,処理速度の高速化力沫められている。当社では,既

に動作周波数16MH.のマスクROM版とEPROM版,さら

に動作周波数25MHZ のマスクROM版の開発を行ってきた。

そして,今回,マスクROM版と同等の電気的特性と動作速

度を持つ EPROM 内蔵16 ビ、,トワンチップマイクロコン

ピュータ M37702E4BFP を開発した。

高速化のための手法として,

(1) 1.0 μm cMOS プロセスの採用

② E眼OM読出し回路の高速化

③センスアンプ回路の最適化

等により,動作周波数25M缶という超高速動作を可能とし

た。

M33210 FP・20 の外観

PU搭載ボード

ページプリンタコントローラ開発用

GM,CR。TM32ビツト MPU 搭載ボード
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エンジン制御用大容量メモリ内蔵16ビットワンチップマイクロコンピュータ

MELPS77卯CPU をコアとし,大容量メモリ,高機能タ,

イマ,シリアル1/0,10 ビ、,トうナ解能A/D コンバータを

内蔵したエンジン制御用16 ビットワンチ"プマイクロコン

ピュータを開発した。ゲート長1.0μmcMOS技術を用い,

66万トランジスタを氣責した。

パターンのファイン化によって,広t品度範囲保証(フ。=ー

40~85゜C)下での高速化の実現(最短命令実行時間:250"S),

また自動車関連法案改正に伴うプログラム容量増加に対応し

た大容量メモリ内蔵(ワンタイム PROM=56K バイト,

RAM=1.5Kバイト)力河能となった。

..

● SCS1専用コントローラ M3570IE2A XXXFP

近年,コンピュータ周辺機器接続バスの SCSI(sma11

Compote, systom lotedace)が脚光を浴ぴているが,その

SCS1専用回路を内蔵したSCS1専用コントローラ M3570IE

2A XXXFP を当社高性能16 ビット MCU MELPS7700 シ

リーズの一貫として開発した。高性能16 ビット MCU に高

機能専用回路を内蔵する手法を開発し, MCUと専用回路を

融合することにより,高速で複雑なプロトコル処理及ぴ高速

データ転送を実現した。また, SCS1部の基本的な制御プロ

グラムを基本ソフトゥエアとして開発し,上位のアプリケー

ションソフトゥエアの負荷を大幅に^對咸した。さらに,バ

、,ファメモリ(外付け)は IM バイトまで拡張でき,データ

キャッシュとしてもイ吏用可能である。

インテリジェント 0SD8 ビットマイコン

1990年代後半に予定されている本格的ハイビジ,ン放送

を前にTVの多機能化と高精細化がより進む傾向にある。

これに伴い, OSD (0" Sけ0印 Display)機能も大量の情報

表示と大画面においてもそ人(遜)色のない高品位な文字表

現力沫められている。このような要求にこたえるため,高度

なOSD を専用に行うインテリジェント 0SD8 ビットマイコ

ン M37260M6/E6-XXXSP を開発した。高速の OSD

クロック動作とフィールドごとの出力フォントを1フレーム

で合成する方法により,垂直水平両方向の表示密度の向上を

図り,16×20 ド"トのフォントを40文字X25行表示するこ

とを実現した。510種類の文字ROM,多彩な着色機能,

RGB ミキシング機能,シンクジェネレータ等を備えており,

高品位TVに最適なマイコンである。

M37798E7TJ のチップ写真
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M3570IE2AXX XFPのチップ写真
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0.8μm c oS ゲートアレーのシリーズ化( 60080シリーズ)

40OK ゲート CMOS ゲートアレーの実現に用いた最先端

の0.8μmcMOS アルミ3層配線技術と設言付支術を基に, M

60080のシリーズ化を進め,全Ⅱマスタを開発した。基本

性能は 2NAND 負荷付き遅延時間が215PS(× 4駆動)と

ECL並みの高速性と6μW/MH.(X 瑪囿)の低消費電力

性を達成している。

M6ω80H シリーズは搭載ゲート数が150~40OK ゲート

と大規模ゲート領域をカバーし,パッケージはPGAのほか

に多ピン化を達成するために328~576TCP に実装すること

力河能である。 M60080L シリーズは50~10OK ゲートと中

規模ゲート領域をカバーし,パッケージはPGA のほかに

160~208QFP を揃えている。

1.0μm c oS セルヘース 1C

三菱1.0 μm cMOS ゲートアレーシリーズ M60050, M

60060シリーズで使用しているマクロセルライブラリを使用

できるセルベース 1C を開発した。このセルベース1C はモ

ジュールジェネレータを活用して, RAM,マルチポート

RAM, ROM, PLA及ぴ乗算回路を自由なビット構成で搭

載可能でゲートアレーよりも高速,高塘責化力渓現できる。

また, MPU周辺用機能セル及び各種アナログセル等のセル

ライブラリの充実を進めるとともに,設計をサポートする

CADの整備も行い,システムオンチップを手軽に実現でき

る体制を固めつつある。また,セルベース1Cに使用するパ

,ケージも当社の誇る多彩な表面実装パ、,ケージから選択が

可能で,高密度機器への応、用力溶易となっている。

10OMHZ二次元 DCT コア LSI

TV会議/TV電話用動画像符号化方式をはじめとする

種々の画イ象圧縮応用において DCT (DisC托te cosioe T羚"S・

form)方式か標準になり,二次元DCT を高速に実行する処

理系力厘要となってきている。当社では0.8μmcMOS プロ

セス技術を用いて, HDTV信号の実時間処理を可能とする

超高速DCT コアLS1を開発した。画イ象圧縮ASICや画像処

理DSPに内蔵することができる。また,高精度化設計によ

り, CCITT勧告による演算精度の規定を完全に満足する。

高速アルゴリズムと分散演算により,チ轟口演算を効率的に実

行するアーキテクチャ1鮴iと,その実現に最適なメモリと加

算器の配置法や新規ROM回路といった回路技術の開発によ

り,コア面積21mがで10OMHZ動作を実現している。

M60087(250K ゲート)のチップ写真

二次元DCTコア LS1のチップ写真
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高画質VTR用輝度信号処理IC

大画面テレビが一般化し,衛星放送もいよいよ多チャンネ

ル時代を迎え, VTR はより一層の高画質と合理化力沫めら

れている。

M52090FP/GP は,このような市場の要望にこたえる高

画質VTR用(SVHS方式)のワンチ、,プ輝度信号処理ICで

ある。 M52090FP/GP は,再生画像をくっきりさせる立ち

下がり改善回路や垂直輪享隣正回路などの新規高画質回路を

内蔵したほか,ヨ診剥言号の文字挿入回路やキャリアインタリ

ーブ回路など従来外付け回路で対応、していた機能をICに内

蔵した。さらに,クリ、,プレベルの調整箇所を削減するなど,

SVHS方式VTRを合理的に構成するのに最適なICである。

パソコン用表示コントローラ M6450OFP/AFP

パソコン用表示コントローラ M6450OFP/AFP は,急速

に市場を拡大しているノート型パソコン分野をターゲ,トと

し,高度な表尓機能, LCD,プラズマ等のフラットパネル

制御や徹底した省電力機能などノート型パソコンの表示シス

テムに必要な機能を1チップ化した高塘責ASICである。

ソフトウェア及びハードウェアによる4チ重類のパワーセー

ブモードや一定時間後自動的に表下をオフするオートパワー

セープ機能を持ち,表示システム全体の消費電流を下げるこ

とができる。また,プログラマブルに階調を選択できる階調

テーブルを内蔵し,カラーの重み付けによってデータを変換

するため,モノクロLCDでの自然な64階調表示やカラーT

FT での640×480 ドット,同時256色表示を可能としている

d、'(ド
吹、 SI

の

匂

匂
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シリアルバス内蔵5×フドットタイプ蛍光表示管コントローラ M66004SP/FP

蛍光表示管は液晶表示に比べて見やすく,高品位の文字又

は絵柄の表示力河能で, AV機器, ECR など幅広い分野で

イ吏用されている。従来,蛍光表示管の制御は高耐圧ポート内

蔵マイコンで行うのが一般的であったが,機器の多機能化,

表示の多樹ヒに伴い,1個のマイコンでの対応は困難になっ パワーオン{セ

V
RESET

てきており,表示制御専用のコントローラの要求力漕まって 秀
CU

CS
きている。 SCK

SDATAVS5

M66004はこうした市場の二ーズにこたえるべく開発した シリアルバス

蛍光表示管コントローラ/ドライバで,5 ×フドット,16

けた蛍光表示管に対応、し, ROM キャラクタ160文字に加え,

RAM キャラクタ 16文字を内蔵することにより,フレキシ

ブルな表示を可能にしている。

M52090FP/GPの外観

6.半導体と電子デバイス
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90mm光ディスク装置用 LS1及び半導体キット

光ディスク装置(ODD)は大容量でメディアの可搬性及ぴ

可換性を持った記憶装置として注目されている。特に,90

mmのIS0規格準拠のODD は小型化により,パソコン本体

に内蔵される記憶装置として大きな市場力朔待されている。

当社は他社に先がけ,この次世代ODDの本命とされている

90mmoDD装置を実現するためのLS1及び半導体キットを

開発した。

全システムのブロ、,ク図は図に示すとおりであり,大きく

光ピ、,クァップ部, ODD部及びODC部の三つに分けている。

光ピ、,クァップ部では高周波重畳モジュール, ODD部では

当社の信号処理及びサーポ技術を集大成したIC群, ODC部

では世界最高速りアルタイム訂正力河能なLSI, SCS1専用

回路を内蔵した16 ビ、,ト MCU の開発に重点をおいた。

光ディスク用誤り訂正LSI

大容量性・高密度性からコンピュータ記憶装置として注目

される光ディスクは,媒体欠陥等によって強力な誤り訂正符

号が必要である。今回開発した光ディスク用誤り訂正LSIM

御0OFPは,従来セクタバッファ,制御プログラムROM,

誤り訂正回路に分割されていたものを1チップ化し,国際規

格である 130mm ls0規格,90mm ANS1規格の連続サーポ

方式に沿ったりード・ソロモン符号を符号・復号化する。

40バイト誤り訂正時間は325 μS 以下(90mm ディスク,

512ハイト/セクタH割と世界最高速を達成し,りアルタイ

ム訂正力河能である。また,ビットスリップイレージャ訂

正も可能で,訂正能力の向上力週られている。

張』1

世界最高速,高精度同期クロックジェネレータ

今日,ディジタル複写畿・ファクシミリには,ズレのない

高速・高品位印字力涙求されている。印字方法は,印字用レ

ーザ光を回ま匙寛を利用して感光ドラムに当て,印字データを

形成している。レーザ光を制御する印字クロックと回ま匙寛の

伺期合わせにより,印字ズレカ斗叩制できる。この同期合わせ

を高速・高精度で行うのが,同期クロックジェネレータ M

66235FPである。新規回路の採用と最新CAD ツールを用い

た最適パターンレイアウトにより,世界最高速スペックを実

現した。クロック周波数は40MH.,同期精度は士 1船で,

従来の個別素子の組合せと比べ,約2倍の高速化及ぴ約10

倍の同期精度を示し,驚異的性能を実現することかできた。

...

.

■ 図

66235FP

'＼
ノノ

J-゛

气
感光ドラム

ヒーム検出器

ディジタル複写機・ファクシミリの印字方法

叉
ポリコンミラー回転鏡

レーザタイオート
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コードレス電話用半導体

従来,電話機用基本機能IC として,トーンリンガ,スピ

ーチネットワーク, DTMF レシーバー,音声録再IC キット

等を開発してきた。今回,コードレス翫舌の普及に合わせた

IC を開発・製品化し,ラインア、,プの充実を図った。

(1) 2チャンネルPLL M64070FP/GP は,高性能Bi・CM

OS プロセスを採用した低消費電流タイプqcc=8mA標

準)。d型パ、,ケージを採用し,機器の4型化に対応

(2)秘話用 IC M64021FP は,高次SCF フィルターを内蔵

したディジタル/アナログ混載IC。外付部品の削減が図れ

る。

(3)クロスポイントスイッチ M66260FP は,コードレス

電話の3者通話に対応したIC。アナログ信号の切替えとミ

キシングを効率良く実現できる。

コードレス電話用秘話IC

通話品質の劣化が少なく,回路規模も小さい音声スペクト

ラム反転(信号周波数の上下周波数を入れ替える。)方式の

コードレス電話用秘話IC を開発した。これは,コードレス

電話力濡話回線に接続された親機と,携帯する子機の間で音

声信号を周波数変調を行って無線伝送しているため,通話内

容力浦販の広帯域FM受信機で容易に盗聴され,プライパ

シー保護上,新たな社会問題となることに対応したものであ

る。

当社では,業界に先駆けて盗聴防止のための秘話IC開発

に着手し,音声スペクトラム反転方式によるコードレス翫舌

盗聴防止用IC M64020FP を開発,盗聴防止機能付きコー

ドレス留守番翫舌 TL・SRI00/200を製品化した。

^

電話用アナログ信号切替え/ミキシング1C M66260FP

急、速に市場を拡大している,持ち運ぴ自由で,部屋のどこ

からでも通話できるコードレス電話は,複数台の子機からな

り,回線一親機一子機といった3者間通話や,留守番機能,

インターホン等の機能の充実力潤られてきている。

M66260FPは,汎用OP AmP外付けだけで,8本のアナ

ログ入力信号を4本の出力に自由にミキシングして出力する

3者間通話に最適なミキシング機能を業界で初めて備えた

コードレス哉舌の機能充実化には最適なアナログ信号t刀替え

/ミキシング1Cである。

電話機の信号士刀替IC にとって最も重要な特性であるクロ

ストークは,-90dB (j=3kH力と非常に優れている。

/

コードレス電話盗聴防止用 IC M64020FPの外観(16ピンSOP)

6.半導体と電子デバイス
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世界最大容量12Mバイト DRAM 力ード

1991年3月,当社は,世界最大容量の12Mハ'イトのDRA

M 力ードを発表・発売した。この力ードは,小型・薄型パ

,ケージ(TSOP)に収めた 4 M ビ、,ト DRAM IC24個を,

当社か誇る高密度実装技術を駆使して,厚さ3.4mm に組み

立てたものである。

電気的には,低スタンバイ電流(250μA/1C)の素子を搭

載することにより,ローパワ一を実現した。また,データバ

ス幅は16 ビ"トで,ページモードによる高速動作及びCAS

ビフォア RAS リフレッシュ動作を可能とし,ノートプ、"ク

型パソコンの増設メモリカード用として最適設言十がなされて

いる。カスタム仕様品に対しても大容量力ードで培ったノウ

ハウにより,柔軟な対応力河能である。

JEIDA仕様に準拠した業界初の DRAM 力ード

当社は,]991年9月に業界初の88 ピンッーピースコネ

クタを採用した4M バイト,8M バイトのDRAM 力ードを

発表・発売した。この力ードは,同月に公表された(初日本

電子工業振興協会(JEIDA)の DRAM 力ード Verl.0の仕

様に準拠したものである。当社が長年培ってきた高密度実装

1鮴iを駆使して8M バ'イトでは,4Mビット DRAM IC を]6

個, 1M ビット DRAM IC を 8個,さらに周辺IC を 2個,

計26個を3.3mm 厚の力ードに組み立てている。当社は,

さらに68 ピンのJEIDA ver4.0準拠の256K バイトから 2

Mバイトまでのフラッシュメモリカードも同時に開発した。

これらの力ードは,全電源電圧範囲,全温度範囲で性能確認,

品質保証を実施した高信頼・高性能製品である。

12MバイトDRAM 力ードとそのモジユール

非接

450k既の中波帯電波を利用した非接触IC力ードを開発

した。外形は厚さ約1.4mm のクレジットカードサイズで,

質量は約10gと薄型・軽量化を図っており,携帯に適して

いる。この製品に使用しているIC は,非接触IC 力ード専

用に開発したCMOS シングルチップマイコンで,低電圧動

作・低消費電力・高機能化を達成しており,カード内部の回

路構成部品の大幅な削減をも可能とした。また,1Cの実装

には新開発の厚さ 0.5mm の TCP (Tape C討na pack・

age)を採用し,高信頼性を確保している。通信距離は対向

約50cm まで可能,データ仏送速度は,最大25.6kbps, 電

池寿命は3年以上であり,セキュリティ等を目的としたIC

分野や物流管理,生産管理等の幅広い分野での利用力河能で

ある。

IC 力ード

2Mバイト

フラツシユメモリカード

及びモジユール

8Mバイト DRAM

カードモジユール

6《<奎>
べSコ CO、゛

S、・

非接触IC力ードの外観
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アナログ標準回路検索システム

アナログ電子回路設計の工期短痢盲のため,設言十者が必要な

回路をライブラリ中から短時間に検索できるアナログ標準回

路検索システムを開発した。必要な回路の機能及ひ要求性能

を設言十者が対話形式で入力すると,機能力哈致する複数個の

回路について,各々の回路力斗寺つ性能の要求性能に対する満

足度を評価関数を用いて求めることにより,最適な順に回路

名,満足度と性能一覧表を表示する。この特長により,要求

性能を満足する回路力蝮数個存在する場合でも設言十者か即座

にーつの回路を選択できるとともに,満足する回路力§全く存

在しない場合でも1回だけの検索で要求性能に最も近い回路

を選択できる。このシステムの活用により,工期短紺^のみな

らず,従来よりも高品質な回路設計力河能になった。

埋め込みセルテスト生成システム

LS1中に内蔵された大規模セルを,より少ない付加回路で,

そのセルの既存テストデータを用いてテストすることを可能

とするテスト生成システムを開発した。このシステムの特長

は,マルチプレクサ,スキャンレジスタ等を用いて大規模セ

ルカ値接アクセスできるようになっていなくても,大規模セ

ルをアクセスする手順に従って,そのセルの既存テストデー

タをLS1の外部入出力端子からテスト可能なテストプログ

ラムに展開編集できることである。

この手法をVLS1チップに適用した結果,ほと人どハード

ウェアオーバヘッド,及び動作速度の低下なしに, VLSI

中のROM, RAM, PLA等の大規模セルを,大規模セルの

既存テストデータを用いてテストすることができた。

LS1チップ裏面からの動作解析方法の検討

アナログ標準回路検索システムの表示画面例

赤外線レーザをLS1のチ、,プ裏面から照射し,光起電力

効果を利用してLS1表面部の電圧分布や欠陥等の情報を得

る觸尉鮴iを検討した。

近年のLS1は,高集積度化に伴って配線の高密度,多層

化が進められており,表面の大部分力酒畿に覆われているこ

とから,^酔泉から下の層を動イ制犬態て脅¥析すること力咽難に

なってきている。赤外線はシリコンを透過することから,チ

"プの裏面側から表面部分の情報を得ること力河能であり,

光起電力効果によって接合部に流れる電流を検出し,囿王分

布や接合欠陥の状況を観察することができる。

写真はLS1チップの裏面から表面の電流分布を観察した

例で,矢印で示した箇所が欠陥部分である。

埋め込みセルアクセス手慎

区亘

埋め込み

セル

6.半導体と電子デバイス
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埋め込みセル用

既存テストデータライフラリ

埋め込みセルテスト手法
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LS1のチップ裏面から観察した接合部の欠陥
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冷凍機採用による超低温テスト自動化装置

超低温環境下で使われるLS1の需要の増加に伴い半導体

メーカーに対する超低温環境テストの要求力滴まりつつある。

従来の超低温テスト装置(テストハンドラ)は,ほと人ど

液体窒素を用いる冷却方式を採用しており,したがってラン

ニングコストがかさみ,保守,安全面にも問題を抱えていた。

加えて窒素ボンべの交換に手間を要し,装置を停止せざるを

えなかった。

そこで当社では,二元冷凍方式の冷凍機を採用し,-55

でで連続運転可能なテスト自動化装置を開発した。

この装置は,メカニズム構造に,"パレ、,トセ"ト方式"

を採用したことにより,被テストLS1 を直接ハンドリング

する方式力涜止され,コンタクト不良,リード曲がり不良の

6.2 半導体素子

4.5kv,4 kA GT0 サイリスタ

可制御電流4kA,定格翻王4.5kVの世界最大容量のGT

0 (ゲートターンオフ)サイリスタFG400OAV を製品化し

た。

GT0は大容量自己消弧素子として,インバータなどの電

力変換装置にイ吏用され,電'失用を中心に応、用範囲が拡大しつ

つある。

これまで,3kA級のGT0が製品化されていたが,今回

Siウェーハの面積利用率を約10%向上した新パターンを採

用するとともに拡散プロファイルの最適化,大口径化を行い

3kA級GT0 と同等のスナバ容量で4kAの制御を可能に

した。今回の4kA GT0 の製品化により,応用装置の高性

能化・小型化力浅現できる。

防止及ぴ同時テスト(測定数可変式)を可能とした高性能機

である。

冨.

.^

.

GT0パワーブリック

オフ電圧2,50OV,可市11御オン電流2,00OA,フライホイ

ールダイオード内蔵のGT0 パワーブリック(GB2025B シ

リーズ)の開発に成功した。このパワーブリ、"クは,独自の

パ、,ケージ構造を採用することによって従来のGT0サイリ

スタ及びフライホイールダイオードとスタ"クの圧接機構

を一体化し,大幅な小型^至量化を実現した大容量ホ餅新井夏合

素子である。パッケージは放熱性・ホ色緑1生にも優れ,内部に

は植朔旨モールドカ洗され信頼度の向上を図っている。大容量

インバータやチ,ツパ装置等GT0応、用製品の小型化・ま呈量

化が一層可能になるとともに,ホ且立性,保守性も格段に向上

するため,電'失用をはじめ一般産業用のGT0応、用分野にも

広く採用か期待されている。

1.

".

W

超低温テスト自動化装置

W

〕一

一

W

ν

一
一

C-

4.5kv,4kA GT0の外観及ぴエレメント

゛
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GT0パワーブリック GB2025
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周波数分割多重光通信用半導体レーザアレー

大容量の情報伝送力河能な周波数分割多重光通信の光源と

して,1.55 μm 帯波長可変DFB (征D レー→デを 4個集積し
たアレーを開発した。波長可変DFB レーザには当社が実績

(i上 2)
・DFB構造の上部電極を2分割した構造を持つ PPIBH

を採用した。分割された電極に電流を不均一に注入すること

で発振周波数を制御できるため,10Gルずつ発振周波数の

異なる4個のレーザ光を 1チ、,プで得ることができる。この

レーザは変調特性にも優れ,高いFM変調効率(]G氏/

mA),平た人な応、答特性(変調周波数20kHZ のIG氏で2

dB 以内)を示す。

(注 1)

(往2)

DistribⅡted Feedback

P-substrate part】a11y lnverted Buried Heterostructure

780nm,50mvv oDD用半導レーザ

ディスクサイズ3.5"機種の登場により,村各的市場立ち

上がりを迎えたODD眺D のキーデバイスである半導体レ

ーザは,システムパフォーマンスの向上や光へ"ド光学系の

簡素化等の要求により,より高出力の製品力沫められている。

当社では現在量産中である35mW半導体レーザで実績のあ

るMOCVD(詑2)技術を発展させ,次世代のODD にも対応

できる50mW級半導体レーザML6XX12シリーズの開発
(tE3)

に成功した。同ML6XX12シリーズは活老据にTQW

構造を採用し,低しきい値・イ晒力作電流を実現しており,最

大定格60mw (CW)はODD 用としては業界ト、,プクラス

である。

(往 1)

(注 2 )

(注 3 )

Optlcal Disc Drive

Metal organlc chemical vapor Deposltion

Trlple QuaΠ加m weⅡ

周波数分割多重光通信用半導体レーザアレーの電子顕微鏡写真

超高速光通信用プリアンプ1C

光伝送システムの長距離・大容量化に伴い, GbpS動作の

高感度光受信器の開発力要求されており,これを実現する上

でキーとなるプリアンプ1C を開発した。このプリアンプ1C

は受信器内部で受光素子により,電流信号に変換された光信

号を電圧信号に変換する回路である。このIC はトランジス

タとして高伝達コンダクタンス化が図れるP層埋込みLDD

(Light D叩ed Drain)構造自己整合型ゲート FET を用いる

とともに,回路形式にトランスインピーダンス型を採用す

ることによって,3dB 帯域が7.5GHZ,トランスインピー

ダンス(電流一電圧変換利得)48dBΩと広帯域かつ高利得

特性を実現した。このIC は広帯域ISDN を始めとする高速

光イ云送システムに幅広く適用し得るものである。

6.半導体と電子デバイス

780nm,50mvv oDD用半導体レーザ

(左) ML64112R,(右) ML60112R

高速・高感度プリアンプ1C

11111111111111リ
2
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高周波重畳モジュール

半導体レーザの戻り光雑音抑圧に不可欠な高周t皮重畳モジ

ユールを開発した。世界初のSi発振IC を採用することによ

り,小型化及ぴ特性バラッキの少ない安定な動作を実現した。

電源電圧は十5V単一で,30OMルの正弦波状の発振出力

が得られる。この電源電圧を,0/+ 5Vへスイッチング

することにより,30OMHZ の発振OFF/ON力河能で,切

替時間として150nS を達成している。また,当社780nm,

35mW小型LD 研3名ML60ⅡIR)と組み合わせて使用した

場合, RIN (typ.)=-125dB/Hが注 1)力町尋られ,光ディス

クメモリ等の応、用に十分な実力を持っている。写真に開発し

た当該モジュールの外観を示す。サイズはⅡmmX15mm

とコンパクトに設計されている。

(注 1) 相対雑音強度,平均パワ-3mw,測定周波数10MHZ,

戻り光率5 %,外部共振器長50~150mm

40GHZ帯モノリシック偶高調波ミクサ

衛星通信などの送受信装置にアンチパラレルダイオード

ペアで周波数を混合する偶高調波ミクサを用いると,局発周

波数を低くできるとともに,出力波の近傍に発生する不要波

か抑制される特長がある。ここでは,このアンチパラレル

ダイオードペアの両端に先端開放及び先端短絡スタブを接続

し,局発波,入力波,出力波の分離を行う小型な偶高調波ミ

クサの回路構成を考案した。これにより,アンチパラレル

ダイオードペアを用いた偶高調波ミクサのMMIC化を可能

とした。開発した40GH.帯モノリシック偶高調波ミクサに

おいて,1GH.から40GH.への変拷員は9.5dB,出力波に

対する不要波のレベルは一50dB,寸法は].7mmX2.2mm

である。

5

超低雑音 HE T MGF4318D/MGF4918D

本キ各的な衛星放送E寺ftを迎え,衛星放送受信アンテナの小

型軽量化・平面化の要求から極めて低雑音のHEMT(高電

子移動度トランジスタ)デバイスカ沫められている。今回,

ゲート電極形状をT型に,電子走行層をGaAS層からln

GaAS層にした新しい構造の超低雑音HEMT MGF4318D

(パレ"ト包装)/MGF4918D (テーピング包装)を製品化し

た。このHEMT では,ゲート長0.2μm のT型ゲート電極

を電子ビーム直描1鮴iと光学露光技術を併用して形成してい

るので,量産性に優れ,超イ氏雑音・高利1尉寺性が安定に得ら

れている。

●最d雑音指数 NFmin=0.55dB(標準値)

●雑音最小電力利得 G.=Ⅱ.5dB(標準イ向

(測定条件:12G既,2V,10mA)

//111111 11 U1い川1い
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高周波重畳モジユールの外観
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チップの外観
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MGF4318D/MGF4918D のゲート電極断面
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自動車用IC化大気圧センサ

自動車用IC化大気圧センサM67806を開発・量産化した。

このIC化大気圧センサは,これまで培ってきたマイクロマ

シニング技術とIC技術とを組み合わせ,圧力検出部ど呈度

補償回路及び増幅回路を同一半導体チップ上に形成し,調整

抵抗などをハイブリッド1C化したため,従来のものに比べ

て大幅な小型化を実現した(当社比1/2)。

また,面倒な調整は不要で,そのままプリント基板に実装

可能なため,電子燃半」順,桜置などの大気圧計測用に最適で

ある。

●圧力検出範囲:47~107kpa ・abS捻50~8ωmmHgl

●イ吏用1品度範囲:-30~100で

6.3 電子デバイス

36型ワイドスクリーンブラウン管

大画面・高画質化に加え,パ"ケージソフトの充実,ハイ

ビジョン放送等,多メディア剛弌のディスプレイに対応した

36型ワイドスクリーンブラウン管を開発した。特長は以下

のとおりである。

住)ハイビジ,ン剛弌に先§Eけ,多メディア剛弌の主流サイ

ズとなるアスペクト比16:9のワイドスクリーン

(2)横長画面の全3頁域において,均一でシャープなフォーカ

ス特性を実現する新開発多段集束型大口径DBF電子銃

③偏向感度力滴く,優れたコンバーゼンス品位を確保でき

るスロ"トコア採用の新型偏向ヨーク

(4)コーナサスペンシ,ン方式インバーマスクの採用と蛍光

面構造の最適化による画面全域での均一な明るさ

● 3管1 レンズ式プロジェクタ用5.5インチ投写管

コンパクト化と設置の簡便性を目的とした3管1レンズ方

式のプロジェクタ LVP・10卯V用として,5.5インチ投写管

を開発した。

青色・赤色用には静電集束方式の採用により,全長を220

mm (従来のフインチ電磁集束方式では340mm)と大幅に短

縮した。緑色用には,フォーカス優先の点で,電磁十静電

(ハイブリ、,ド)方式を採用しており,さらには全長短縮と

フォーカス改善のために,偏向角を即゜とし,従来のフイン

チに比べて非常にコンパクトな投写管を実現した。

また,フェース内面には,半1呈350mmの曲率を持つ球面

升列犬を採用し,ウt学設計上有利となる^礁をしている。

IC化大気圧センサ M67806

イ
f

4f
'

f

6.半導体と電子デバ'イス

36型ワイドスクリーンブラウン管

/

新開発5.5型投写管(左)と7型従来管(右)



90mm光磁気ディスクドライブ用光へッド

小型で大容量のメモリとして期待されている90mm光磁

気ディスクドライブのキーパーツである光へ、,ドを開発した。

ドライブの小型化,高性能化のために,光へ、,ドのなかの対

物レンズアクチュエータ部のみを分離してアクセス§踵力する

方式とし,可動部質量を約30g(従来比1/3以下)に低減

した。この光へッドはこのほかに,光ビームのdイ茎化による

光へッド部の薄形化(約10mm),ディスク上の高光出力化

や対物レンズアクチュエータの高性能化による高速回転

(3,咽,/min)ディスク対応、という特長がある。このよう

な光へ・,ドを搭載した90mm 光磁気ディスクドライブは,

ハーフハイトサイズの薄形化とともに,平均シーク時問42

ms,転送レートフ.25MbpS という業界最高のレベルの性能

を実現している。

ホーム FAX用サーマルプリントヘッドQ シリース

ホームFAXや小型プリンタ等の印字出力用に適した高性

能,小型車呈量なサーマルプリントヘッドQ シリーズを開発

した。1C 実装方式にCOB(チップオンボード)法を採用し,

コモン電極部は電圧降下を均等にし厚膜プロセスを軽減する

独自の超高密度パターンの形成,さらに導電性植朔旨カバーの

開発によってA4サイズ品で幅20mmX230mmX9.5mm,

質量65gと小型軽量化を実現した。また,当社独自のパル

ストリミング法による平均抵抗値の一定化やt且度変化に伴う

バイメタル現象を軽減する低そり構造,紙との摩擦で発生す

る静電慰す策であるCLG(チャージレスガラス)装備等によ

り,高画質・高性能化が図られている。記録密度は8dot/

mmでA4サイズ及びB4サイズをラインアップしている。

'
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分離方式光へッド

サーマルプリントヘッドQシリーズの外観
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昇降機の分野では,これまでの規格形エレベーター"エ

レペットアドバンス"に変わる"グランディ"が"人にやさ

しい"をテーマにして,発売以来,好評を得ている。また,

都市再開発や地域開発計画がおう佃動盛な中,よりインテ

リジェント化,より個性化に対応でき,"快"をコンセプト

にしたデザイン, A1群管理をシリーズ化した乗用エレベ,

ーター"ACCEL・AI"を発売した。

世界最高速60om/min の乗用エレベーターをサンシャ

イン60に納入した当社は,更にこの記録を塗りかえるエレ

ベーターを横浜市のランドマークタワ一に納入する。また,

世界で唯一無二の曲がるエスカレーター"スパイラル"の開

発など,当社は常に業界をりードしてきた。このたび,日

本一の行程209.88m の斜行エレベーターを山梨県の四方津

ニュータウンに,日本一の速度90m/min の斜行エレベー

ターを兵庫県の西宮名塩ニュータウンに納入した。また,

東洋一の揚程42mで,かつ途中が水平に動く中間踊り場付

きエスカレーターを香川県のレオマワールドに納入した。

ホームエレベーターは,多数のメーカーが参入する中で,

圧倒的なシェアを保持,今後ますます需要が伸びるものと

期待される。

冷凍・空調機器の分野では,ビルの大型化,都市再開発

事業の活発化により,大容量熱源機の需要が拡大するとと

もに,地球環境保全が国際的重要課題となっている。

このような背景のもと,これらの需要に対応すべく特定

フロン規制対象外の冷媒を用いたセパレート形空冷式スク

リューヒートポンプチラーを開発した。また,低温分野

でも特定フロン規制に対応して,ロータリ圧縮機及び口ー

タリ圧縮機・スクロール圧縮機搭載冷凍機の開発を積極的

に推進した。

ビル空調制御システムでは,制御・伝送技術に新ネット

ワークシステム"M・NET"及ぴ業界初の"光通信バスリン

ク"を採用し,より高度なビル空調管理システムを構築し

た。

食品関連では,食生活の多様化・グルメ化に対応、すべく ,

食品の乾燥・変色・変質を低減する冷却システムを確立し,

業務用プレハブ冷蔵庫用"新鮮度クールマルチ"を開発した。

照明の分野では,アメニティに関する要求や高齢化社会

に関する環境整備から"環境のグレードア、,プ",用途環境

に対応した"フレキシビリティ"及び快適な"うるおいの

ある照明環境"イ乍りが重視されてきている。そのため,屋

外環境整備の一環として,環境演出を考慮し"ヒューマン

マインドを基本理念とした格調高いべーシックデザイン"

■女
■

フ.建築関連設備・システム

からなる高品質,個性的な屋外照明器具を開発した。

また,オフィスのりニューアル化,インテリジェント化

が進む中,様々な規模のビルにフレキシブノレに対応でき,

かつ高い信頼性・応答性,省配線・省施工を実現すること

で,効率的なビル照明管理が行える照明制御システム"SU

Per・MELSAVE"を開発した。

ビル管理システムの分野では,メルバスシリーズとして,

中小規模ビル用に管理点委匁,000点までの WI000・ W500

・ W200 ・ WI00,中大規模ビル用に管理点委女1,000~2,000

点までの W2000とビル管理システムのシリーズ化を完了

した。また,インテリジェントビルシステム"マイバス"

を,建築棟数が90%以上を占める中小規模ビル向けとして

主要機能(ビル管理機能,情報通信機能,セキュリティ機

能)を統合し,"マイバスインテグラ"として開発,市場投

入した。

最近,ビルシステムにおけるセキュリティ性は,コンピ

ユータ室などセキュリティゾーンごとにきめ細かな入退室

管理機能のほか,出退勤管理等トータルな管理の要求があ

り,Φ力ード利用を中心としたアクセスコントロールシ

ステムの充実を図った。

さらに,三菱遠隔管理サービスシステム"メルセントリ

S ・SX"では,従来の遠隔監視機能に加え,遠隔によっ

てスケジュール時刻を変更できる等の制御機能や電気・水

道メータを遠隔で検針できる機能を装備し高機能化を図っ

た。

映像情報システムの分野では,公営競技場,野球場なと

の各種競技施設や都市再開発におけるビルのアトリウム空

間,ビル壁面に大型映像表示装置の導入が進み,直視型力

ラー映像表示装置の高輝度化・高解像度化力ゞ一段と進展し,

これにこたえるため屋外形オーロラビジ"ン MARKⅡHB

に続き,屋内形オーロラビジ,ン MARKⅡHR を開発した。

これは世界最小の画素ピッチフ.5mm,輝度1.500址を達成

しており,増大する屋内需要にこたえるものである。さら

に,競技施設,ビル_駅構内における映像情報サービス用

として,大量のデータベース情報をりアルタイムに映像化

し,15画面にそれぞれ異なった情報を表示するマルチ情報

表示システムを開発した。

また,コンピュータとビデオ技術を融合したマルチメデ

イア技術を応用したマルチメディアディスプレイシステ

ムをプレゼンテーシ,ン,企業内研修,会議用として開発

した。これは従来,難点であった映像ソフトの制作を容易

にし,インタラクティブ性を重視したシステムである。

二



フ.1 昇降機

中間踊り場付き超高揚程エスカレーター

ステップ走行路の途中に水平走行部分を設けた中問踊り場

付きで,しかも揚程42m という東洋一の超高揚程エスカレ

ーターを開発し,1991年4月香川県にオープンしたレオマ

ワールドに納入した。

中間に踊り場を設けることにより,鞭羊な動線の変化か楽,

しめるとともに,柔軟性に富人だ建築レイアウトを捌共する

ことができる。また,下降しているエスカレーターに乗り込

むときの乗客の視界から下間則を遮り,超高揚程化に伴う乗

客の不安感を解消することができる。

中問踊り場イ寸きエスカレーターは,超高揚程以外のエスカ

レーターでも,そのユニークなデザインによって新たなアメ

ニティを捌共できるものと期待される。

.

長行程高'斜行エレベーター

傾斜地の有効利用を図る手段として,斜行エレベーターが

注目されているが,より大規模に活用するために,長行程

化・高速化力要望されてきた。長行程化は制御ケーブルを力

ーテン状に懸垂させて,斜面を移動させる従来の方式では制

御ケーブルを1又1豹するためのピ、,ト部の寸法が長行程化する

ほど大きくなる問題があった。また,高速化は振動・§董音の

増大か懸念され,実施がためらわれていた。

上記の1鮴珀り課題に対し,制御ケーブルについては斜面に

沿って口ーラを配置し,ローラ上を制御ケープルカ曜動する

新方式を開発して,ピット寸法が過大にならないようにした。

また,振重か騒音については,従来のイ氏速余斗行エレベーター

の振重か島董音データから,発生源に見合う防振・防音処置を

実施して発生レベルの低下を図った。

エレヘーター用2時間耐火ドア

フランス法規では,高さ50m以上のビルに設置される工

レベーターの乗場ドアには国際規格ISO-834に基づく2時

問耐火規定が適用される。ビル側で防火シャッター,防火扉

等の設備力殺けられない場合,エレベーター乗場ドアには耐

火壁と同等の耐火,断熱性能力要求される。

今回開発した耐火ドアは,上記規定を満足するためドアパ

ネル本体に断熱パネルを重ね合わせた2層構造とした。ドア

内部の概略構造は熱伝導鮒斤と模索試験によって決定した。

火炎にさら(曝)される断熱パネル部には而娃加性,断熱性に

優れた材料を,パネル本体部には断熱性を持ち,かつ゛呈量な

材料を採用した。また,ドア周囲部をラビリンス構造とする

とともに,パネル本体と断熱パネルを内部で結合し,加熱面

^

以上により,四方津

ニュータウン向けとし

て,国内最長行程の斜

行エレベーターを,西

宮名塩ニュータウン向

けとして,国内最高速

の余新テエレベーターを

納入した

エスカレーター全景

"一輩 ー,゛ 宝
ιN●

からの熱流入経路を長くした。この耐火ドアは,1991年2

月にフランスで実施された耐火試験に合格した。写真は,パ

リ郊外に建設中のパシ

フィ、,クビルで,本製

品を納入した。

名塩地区斜行エレベーター

ト~

パシフィツクビル
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冷凍・空調機器フ.2

セパレ

近年人手不足による作業環寛改善二ーズカ漕まり,さらに

製造業を中心とした工場空調分野の伸長は著しい。特に工場

現場のワークゾーンへの冷房手段としてスポ、"トエアコンが

活用されており,この2年間で2倍の需要規模となっている。

今回,スポ、,トエアコンの新市場開拓のため,新しいメリ

ソトを付加したセパレート形スポットエアコン"MDC・TA

シリーズ"を開発した。特長は次のとおりである。

①排気熱がこもりゃすい職場,さらに店舗・ちゅう(厨)房

等への用途拡大を図る。

②]台で多くのイ乍業者を同時にスポ、,ト冷房力河能である。

(3)天吊りユニ"トで,床面スペースの有効活用力河能であ

る。

ト形スポットエアコン"MDC-TA シリーズ"

四方向吹きカセット形パッケージエアコン"PLH-GKD"

近年,空冷6HP以下のパ"ケージエアコン業界の成長は

著しいものがあるが,四方向吹きタイプの天井カセ"ト形は

その成長を支える主力機種であり,それは省スペース性,快

適性等その長所力浦場に認められた結果である。1991年度,

四方向吹きタイプの天井カセ、,ト形エアコンを1央づ商性, tF卵

性を一段と高め,ワイドズーミングフローカセットとして

開発した。その主な特長は以下のとおりである。

山新開発ターボファンによる業界随一のサイレント化を実

現

②天井の高さや吹出し口数に応、じた柔軟な気流制御

(3)ゆらぎの風コントロールにより,気流の1芳商度を改善

④工事性,サービス性のクオリティの向上

④すっきりしたデザインでオープン店舗にも対応力河能で

ある。

業務用有圧換気扇シリーズ"標準タイプ・インテリア格子タイプ"

業務用で有圧換気扇の需要が増加している。これは主に,

高静圧,大風量,更にイ麻蚤音か認、められたものである。それ

らの特長に更にインテリア重視の業務用有圧換気扇シリーズ

"標準タイプ・インテリア格子タイプ"9機種を開発した。

特長は次のとおりである。

(1)高静圧,大風量,低騒音・一強・弱の長隆調節付きで強ノ

"チはイ氏騒音升鋪圧換気扇の性能と同等

②インテリア性一・〔標準タイフコ前面にガードを配したク

リーム調,〔インテリアキ各子タイフ?キ各子で羽根部分を覆った

クリーム調,ブラウン調2色をラインアップ

(3)省工事性・一本体内側のポルト2本で取付け可能,屋内配

線との接続は速結端子方式を採用

⑤高性能フィルター,加湿器の〒目込みによる高品位空調の

実現

室内ユニット MDC・145TA

、

フ.建築関連設備・システム

四方向吹きカセット形パッケージエアコン PLH 71GKD

(a)標準タイプ



定温除湿乾燥機

穀類・村オ・水産物等,多方面で品質や安全陛の観点から

定温除湿乾燥の二ーズがあり,最近特に顕在化しつつある。

このような状況の中,当社では室内温湿度の変化により,冷

却・加熱・除湿偶勃n熱除湿・力吹郡黛昼)のきめ細かな運転

を可能にする定温除湿乾燥機を新たに開発した。主な特長を

次に示す。

①冷却・力吹曳機能を持っており,定1且度での除湿乾燥力河

能である。

②最適1品度での険昆^を燥により,歩留り・味・タ胤等の向

上力棡れる。

③幅広い使用i呈度範囲陣内1品度5~55で)により,多用

途に対応可能である。

冷蔵食品の鮮度評価技'

食品をラップ等の包装をしない状態で冷蔵する場合,食品

の鮮度に景3響する因子として湿度は1品度に次いで重要である。

冷蔵室の厄魅と合わせ,湿度の精密な制御を行うことにより,

生鮮食品の^を燥による鮮度低下を防止することカトできると考

えた。そこで,マグロを用いてチルド1品度帯での保存実験を

1丁い, K値(生化学的な鮮度指キ羽,質量変化,色,水々し

さなどの官能評価値から,鮮度と雰囲気1昆度,風虫,保存時

間の関係を明らかにした。その結果,生鮮食品などをノンラ

ソプで冷蔵する場合,^を燥して水々しさを失わないi星度,風

速及ひ時間の関係(図)か得られた。この関係は,プレハプ

冷蔵庫(鼎羊度クールマルチ)の制御システムに応用した。

室内機

冷蔵庫冷却システム"新鮮度クールマルチ"

生鮮食品の高鮮度・長時問保存を可能にする冷蔵庫冷却シ

ステム"新負羊度クールマルチ"を開発した。棄雁羊度クールマ

ルチは,新しい鮮度管理制御システムとして,当社独自の鮮

度評価関数に基づぐ露点追随_段絞り容量制御方式"を採

用し,安定かつ信頼性の高い冷却運転を可能にした。

主な特長は次のとおりである。

住)庫内1品度の変動を士0.5で以内に抑え,かつ高湿度でも

着霜の少ない安定した冷却特性を発揮する。

②風速自動制御により,食品を素早く冷却し,保冷時は鮮

度評価関数に基づいた1氏辰U東にして乾燥を軽減する。

③霜取時の庫内1呈度の上昇を2で以内に抑え,かつ着霜量

を当社従来品の1/4に軽減し,霜取回数をi咸少'させた。

邑

室外機

定温除湿乾燥機

の

鮮度等高線

水分蒸発量一定

鮮度等高線関数と高鮮度維持ゾーン

庫内空気湿度(%)

高鮮度維持ゾーン

".實^套、^"

'^

田

.

甘

U●瓢^^

①室外機②室内機(冷却器)

③薄形液晶りモコン④接触器ボックス

④

新鮮度クールマルチシステム構成

^
普

曽

菱電機技報・ V01.66 ・ NO.1 ・ 1992

E
 
側
圃
楓
桝
唱
仙

卿



セパレート形空冷式大型スクリューヒートボンプチラー CSH

従来,大型空調設備の熱源機としてはターボ冷凍機,吸収

式冷凍機力町吏用されてきたが,最近,特定フロン規制,排力

ス規制(N0知 S0勘 C02)等の地球環剣呆全'対策が世界規模

で取り上げられ,関連する冷凍機についてはその対応、策が強

く求められている。今回開発した大型スクリューチラーは,

電気式でかつ冷媒には規制対象外のR22を使用しているの

で大気汚染の心配がないクリーンな空調力河能であること,

さらに熱回収型の採用により,下水処理水・発電所・変電

所・地中送翻泉・地下鉄・地下街等からの未利用エネルギー

を回収して60でまでの1呈水か取り出せるなど,機能的にも

従来熱源機のレベルを越えたものである。空冷式のため,吸

熱・放熱が大気との間で行われるので,冷"爰房のモード選択

力町壬意にできる。

大型スクリュー圧縮機

大型圧縮機の分野では"特定フロン規制"に伴い,遠心式

の適用が制約を受け,その代替として規制フロンをイ吏用しな

いスクリュー圧縮機が注目を浴びている。

当社は,こうした社会的二ーズにこたえてりキ"ドイン

ジェクシ.ン方式の半密閉形シングルスクリュー圧縮機

(160~430HP,7機チ動を世界に銹区けて開発し,1990年9

月から水冷式大型チリングユニ" Nこ搭載して発売中である。

リキ、,ドインジェクシ,ン方式の採用により,オイルセ

パレータ,オイルクーラー等の付属機器力坏要で信頼性力漕

い。また,半密閉形としたことにより,コンパクトでイ氏"董音

化を実現した。さらに,性能面ではターボ冷凍機と同等以上,

耐久性の面ではオーバホールインタノ町レ40,oooh(目安)を

実現,使用冷媒は規制対象外のR22を採用し,好評を博し

ている。

室外ユニット

●一体空冷スクロールマルチコンデンシングユニット

フロン規制に伴い,特定フロン対応機種の開発が割士で進

人でいる。当社は低i品用及ひ高1且用の8シリーズのスクロー

ル冷凍機を既に開発発売し,今回新たに中大型食品店舗など

で需要の多い大容量のマルチ式冷凍機を機種拡充した。

主な特長は次のとおりである。

①地球環ナ寛に優しい脱特定フロン(R22)機種である。

②同容量のスクロール圧縮機2台を圧力開閉器によって個

別制御(ローテーシ,ン機能)させ,3 ステ"プ(0-50-100

%)容量制御運転力河能であり,省エネを実現する。

③当社独自の高性能エクストラファン,通電率制御方式の

ファンコントローラなどにより,業界ト、"プクラスのイ氏§^音

である。

{'^'

吸込み

＼、

室内ユニット

吐出

無＼

νゲートロータ

スライドバルブ

スライドバルブ吐出マニホルド

フ.建築関連設備・システム

位置検知装置
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大型スクリユー圧縮機
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特定フロン規制対応口ータリ圧縮機

当社では,冷凍冷蔵等低温機器用として, R22冷媒使用

の密閉形口ータリ圧縮機を開発し,0.2~2.2kW の広容量

域をカバーするラインアップを完成した。これらの圧縮機は

既に一部のシ"ーケース,コンデンシングユニット等の低

温機器用途に供給され,現在その数量・用途力斗広大しつつぁ

る。これら圧縮機ラインアップは以下のような構成で,いず

れも従来(レシプロ)に比べて小型(イ本チ責比60%i脚,軽量

(質量比30%i虜,高効率(5~15%改善)力游長である。

.0.2~0.5kw -・KFH 形シリーズ

.0.6~1.2kw ・-RHZ, RFL, RFJ 形シリーズ

・1.5~2.2kw ・・NFJ 形シリーズ

特定フロン規制対応横形口ータリ圧縮機搭載冷凍機

オゾン層破壊という国際的な環境問題を背景に,特定フロ

ン規制に対する関心は高まる一方である。このような状況の

中,当社では規制対象外の冷媒R22のみを使用した縦型

ロータリ圧縮樹苔載一体空冷式冷凍機6シリーズを既に開発

発売し,今回新たにシ,ーケース等へのホ且込みも可能な空冷

式屋内置冷凍機を開発した。主な特長は,

(1) R22単一冷媒で幅広い蒸発i且度範囲をカバー

(蒸発1品度一40~-5で)

②新開発の低1呈用横型口ータリ圧縮機により,冷凍能力を

アップ

③シ,ーケース等への組込みを考慮した低背化設計及びサ

ービス性の向上

NFJ 形

RFL形

特定フロン規制対応口ータリ圧縮機(0.2~2.2kWラインアップ)

総合冷凍空調ネットワークシステム"M・NET"

総合的な冷凍空調システムを実現するネットワークシステ

ム"M・NET"を業界で初めて開発した。

このネットワークは,容量の異なる冷凍空調機器や換気装

置等の異機種を自由に組み合わせ,最適システムを捌共する

こと力可能である。また,高速で大量のデータを伝送し,高

度な監視・制御,さらに各チ動品度の監視など言十測,予防イ呆全,

故障診断等にも対応できる。

このシステムは,ビル管理システムとの良好なインタフ

エースカ司能であり,階層的な分散制御方式の採用により,

上位の管理システムか散障しても冷凍空調機器力司亭止に追い

込まれることがない。さらに,操作・表示方法から工事方法

までも標準化し,操作や工事も容易にした。

RHZ形

RFJ 形

KFJ 形

104

空冷式屋内置冷凍機M7A・S06LTB
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M・NETの構成例
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フ.3 照明

三菱照明制御システム"super-MELSAVE"

"super・MELSAVE"は,インテリジェントビルの効率的

なビル管理を行うための合理的な機能と1刈商照明環境を実現

する機能を備え,システム構成を階層化して機能・規模を自

由に選択・組合せ,様々な規模のビルにフレキシブルに対応

することを可能とした。また,機器へのE酔泉を考慮し,各階

層ごとに専用伝送信号ネットワークを採用し,システムの高

い信頼性・応答性と省^酪泉・省施工を実現した。特長として

は,①三つの階層から構成され最大98,304回路を制御可能,

②照明用伝送信号ネ"トワーク(L・BUS・信号線なし)開発

による高い信頼性と省^酔泉を実現,③きめ細やかな照明制御

機能朗光制御可能)の搭載,④ビル管理システム・他設備

システム・センサとの連動制御力河能。

都市景観にマッチした屋外照明器具

今日の屋外照明市場は,機能優先の考え方から,近年の屋

外環寛整備に対する認、識の広がりとともに,郭寛演出を考慮

した高品質なもの及び個性化の要求へと変化している。この

ような状況を踏まえ,近年の屋夕1瑞寛に適切に対応するヒュ

ーマンマインド・"ヒューマンな環境の創出をサポートしま

す。"を基本理念として,質の高いべーシックデザインと高

精度・高耐食仕上げ,光源として各コンパクトランプ(HQI,

BB,ハロゲン) HID ランプによる下面開放,透過,反射,

露出の灯体の4基本パターンとそれに付随するパーツシステ

ムとの組合せにより,個性化及ぴ多用化する市場要求に対応

できる格調の高い高品質の屋外照明器具を開発した。

ビル中臭重哩V寺ノステム
畳理センター

4

田明豊中瞥喚詰

大規模岡明制御システム対応
■クユケコノトローら古ワ口『」とじⅡ冨

.フロア全1,の岐哨彰写主捜゛畦

●師噛芋●プロフラムの"キ゛唾

●ビ見讐哩ノユテム牲ノユテムと

の'祉牢冨費曜

中小規模照明制御システム対応

■ニニットコノ、0ーラ^帥'電訂時ことじn
.ユニコト武の^ギ冨匠襖盛艇

.峻圃V冨プロヴら厶OM1置晃艶

フ.4 ビル管理システム

某電算センター納めビル群管理システム

電算センタービル内の各設備機器の統合監視制御と運用管

理を行うビル管理システム(MELBAS・D)を納入した。

この電算センターは,用途の異なる複数のビルから構成さ

れており,それらのビル群を統合管理するビル群管理システ

ムは,次の特長がある。

①管理は電源・空調設備を管理する設備管理センターと防

災・防犯設備を管理する防災センターに分け,各業務運用に

合わせた機能分担とマンマシン機能を考慮した。

②ビルごとにマンマシン及びCPUを設けてビル単位での

設備監視制御を可能とした。

クラスタシステム

三菱照明制御システムSuper・MELSAVE

ユーノト

コントローラ

ワらユタ■竹就

コニフト豊作急

霊ユイノ,

0イ〒しユリモコノ

畳雫哩

昌宜斡

0イ〒レユリモコノ

卓憧費

皇史でンサ^尋幽

人1畢与姑センー

0

ユニツトシステム

4

フ.建築閔連設備・システム

コンパクトメタルハライドランプ用屋外照明器具

③ビル間の監視制御データの伝送にLAN をイ吏用し,将来

の拡張へ対応した。

群管理センター監視制御卓

^^
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アクセスコントロールシステム

アクセスコントロールシステムは,ビルの各部屋への人

の出入りを管理する,いわゆる入退室管理を主体としたセキ

ユリティシステムで,次の特長がある。

①個人認、証の手段として,ビルの用途やセキュリティグレ

ドに応じて,磁気力ード・1C 力ード・非接触力ードを選

択可能とした。

②夜間など無人時に各部屋ごとの侵入者を監視する,侵入

監視システムにも適用できるシステムとした。

③各部屋ごとに配置されるΦコントローラに所定の機能

を分做させ,ホストコンピュータがダウンした時でも,最小

限の機能を確保できるシステムとした。
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フ.5 映像情報システム

大型カラー映像表示装置

オーロラビジ,ンは公営競技場を始め,東京ドーム,東京

体育館,国立競技場など国内の主要施設への導入が好調であ

る。また,ビルの建設に合わせて,その内部空間や壁面への

導入計画も数多く,大型カラー側象表示装置の高輝度化,高

解1象度化の進展に一段と拍車がかかっている。

屋夕倒オーロラビジ,ンMARKnHB もクリアビジ,ン化

に続き,輝度5,ooont を達成,画面サイズもこれまでで最

大の2Bm2を実現し,阪神競馬場に納入した。

さらに,増大する屋内需要に対応するために屋内用高輝度,

高解イ象度形オーロラビジ,ンMARKnHR を開発,既に数台

の納入を完了した。これは世界最小の画素ピッチフ.5mm,

輝度1,500址を達成している。

マルチ情報表示システム

各種公営競技場向けにその多様なデータバンクの情報をビ

ジブル化する目的でマルチ(多面体)情報表示システムを開

発した。公営競技場では,予想・配当,レース結果などを大

型のコンピュータを使って各チ転樓を行っているが,このシ

ステムはそのデータバンクから情報を得て,画像処理コント

ローラ(32 ビ、"トマシン)を介して33 インチディスプレイ

15面に各々異なった情報を表下することができる。

また,ビデオ機器との接続も可能とし,りアルタイムで映

像を表示でき,マルチメディア表示システムとして応用力朔

待できる。今後は各種情報サービスのビジブル化の中で,自

動化・省力化を含め,広場・駅のコンコース等のオープンス

ペースへの導入も見込まれる。

磁気力ードリータ

、
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15面マルチ情報表示装置



電気鉄道は,安全・迅速・正確な大量輸送機関として常

に社会の基盤としての役割を担ってきた。21世紀を目前に

した鉄道業界では,利用者や社会にとってより魅力のある

輸送システムを目指して,輸送の高速化,高密度化,利用

者の利便性向上,省エネルギー,環境対策など種々の挑戦

が行われている。一方,現業部門における人手不足や老齢

化は鉄道においても深刻な問題であり,インテリジェント

化による支援や自動化,近代化に期待が寄せられている。

当社もこれらの期待にこたえるべく,総合技術を駆使し

て積極的に技術開発を推進し,多くの電機品やシステムを

世に送り出した。

21世紀の都市間高速輸送を目指す超電導磁気浮上式鉄道

では山梨実験線の建設も本格化し,地上コイルの量産を開

始するとともに,超電導磁石も各種の検証を終えて実機の

製作に着手した。新交通システムでは,愛知県桃花台線が

開業,千葉都市モノレールがJR千葉駅までの延伸を完了,

当社は両線の主要電機品を多数製作・納入した。

1991年Ⅱ月部分開業した帝都高速度交通営団南北線は,

新しい時代を指向した鉄道として種々の新技術が採用され

ている。 A1応用のAT0 とホームドアをべースとしたワン

マンシステム,乗務員の支援と車両保守の簡素化を目指し

た車両制御情報管理装置,ファジー制御による快適な車両

空調,快適・安全・省エネ・省力を目的とした駅設備統合

管理システム, LCX を利用した地上・車上間伝送システ

ムなど,当社は南北線向けに多数の製品を製作・納入した。

情報通信システムでは,私鉄で最大規模の分散形列車運

行管理システムを西武鉄道総に納入したほか,山陽電気

鉄道欄,営団南北線にも列車運行管理システムを納入した。

駅務システムの分野では,従来から普及している磁気力

ド式自動改札機の難点を改善し,処理能力の向上や多目

的な利用が期待できる非接触IC力ード式乗車券システム

の実用化開発を完了した。

自動車機器の分野では,車社会の拡大に伴って,更なる

自動車の基本性能向上と安全や環境汚染問題への対応がク

ローズアップされてきた。つまり,クルマの楽しさや,D地

よさを追求することと,操縦支援や排ガス浄化を追求する

こととは表裏一体の関係にあり,常に並行して開発される

べき状況になっている。 1991年度に開発した4WS(4Wheel

Ste剖mg)は,中高速時後輪も前輪と同方向に操だ(舵)す

ることで車体のスリップ角を伴うことなく必要な横力が確

保され走行安定性が向上した。低速走行時は,後輪を逆方

向に操舵し,小回り特性を向上させている。また,軽自動

車では,近年,電動式パワーステアリングの装着車が増加

しており,このシステムに使用する非接触式トルクセンサ

を開発した。これは,印加トルクに応じて磁わい素片を通

過する磁束が変化するのを利用したもので信頼性と耐久性

を向上させたものである。自動変速機等の油圧制御では,

精度やスピードの向上など高度化の二ーズが高まり,これ

に呼応、した高耐圧半導体圧カセンサを開発した。環境汚染

に対しては,三菱自動車工業総が発売した新型ミラージ

ユの希薄燃焼(LeaoB゛m)エンジン用の空燃比フィードバ

ソク制御システムを開発し,大幅な燃費向上を達成した。

方,コンサートホールや劇場にいる雰囲気を車室内でも

味わいたいという音楽ファンの夢を実現するため, DSP

①igitalsigoalpmcesso"を使って周波数特性を改善する

とともに残響感や臨場感を作り出す音場制御を行うように

した。また,多目的車の増加と,これに装着される方位計

(compass)の需要も増大したので,今回高精度形を開発し,

製品化した。これは,車体の着磁の影響や地図上の北と地

磁気上の北との差を補正するなど,従来の製品を大幅に改

良したものである。このように自動車に要求される機能は,

とどまるところなく拡大しているが,今後は安全,特に予

防安全の分野に力点が移行し,新たな展開が必要になって

いる。安全と平行して車載情報機器の開発は,インフラの

整備と相まって交通渋滞の解消やドライバーの道案内など,

今後の車社会を大きく変革するものとして注目されている。

通8.交



8.1 電気鉄道

磁気浮上式鉄道

超電潮茲気浮上式ε失道の開発は,宮崎実験ネ泉で行われてい

る基本実験から営業線へ向けた村各的実験ぺ移1テすべく,山

梨新実§鐐泉建設開始へと進人だ。

平成3年は,特別高圧仕様である地上コイルの電気的,機

械的性能開発及ひ殷計をほしま完了,新実§鐐泉向け量産ライン

を構築し,地上コイル生産の準備を開始した。

超電潮茲石では,平成2年度完成した信頼性・耐久性検証

設備を活用し,耐久性を更に高めた磁石構造を開発,新実験

線へ向けた実機の設計に着手した。

他方,地上電力設備・列車§陣カシステム等の開発も進めて

おり,当社は新実§餅泉へ向けたシステム開発に大きく貢献し

ている。

京成電鉄槻バス運行情報システムの完成

平成3年6月京成電鉄欄松戸営業所へバス運行情報シス

テムを納入・完1戎させた。このシステムは無線データ伝送に

より,約100車のバスの情報収集を行い,中央処理装置にお

いて一括りアルタイム情報処理を行い,①運行状況表下(全

イ都台図中へのダイヤ,車号別表示,渋滞情報表示及ぴ路〒泉別

バス情報表示),②主要ターミナルにおける運行予測表示,

③運行実績表示と実績集計出力,④音声通話,⑤各種接近

表示倍声案内込み)等の機能を実現した。また,運行状況

表示盤(写真),ターミナルの遠隔監視制御用として静止画

伝送・遠隔放送も稼働している。特に等問隔運行制御支援,

多様な案内表示(多機能表示方式),ダイヤシステム・既設

有線接近表示システム連重力等の新たな展望課題も消化できた。

ー.

分散形電力管理システム

磁気浮上式鉄道の地上コイル試作品

近年,高速化・高性能化が目覚ましいEWS及びマイクロ

プロセ、,サに,中央装置の機能を分昔女した管理システムを開

発し,JR及び民鉄向けに各2 システム,都市交通向けに 1

システムを納入した。

マンマシン処理機能はEWSに,系統制御に関する処理は

コンピュータ(HOST)に,仏送に関する処理はマイクミ ^

ロプロセ、,サ(FEP)で分散して行い,各処理装置間をバス

形LANでネ、,トワークを構成したシステムである。各処理

装置で機能を分者女して処理することにより,システムとして

の処理速度が向上し,またバス形LANを介して各処理装置

を結合しているため,システム構成の変更・拡張に柔軟に対

処ができる特長を持っている。

バス運行状況表示盤

麝応n才

運転司令室

三菱電機技報・ V01.66 ・ NO 1 ・ 1992



地下鉄駅設備の統合化システム

地下鉄の駅設備は,安全性や1刈商性という社会の二ーズに

呼応して発展してきたが,さらに省エネ,省力化を追求して

帝者f高速度交通営団向けに駅設備の監視・制御を行う統合化

システムを納入した。このシステムは,営団南オ躋泉の各駅に

イ吏用されるもので,空調・換気・防災・ホームドア・昇降機

・1TV・照明等の設備を駅事務室で集中監視制御している。

このシステムの特長となる点は,①従来地図式表示盤と呼ぱ

れた防災監ネ見盤を37"CRTに置き換えたことによる利便性,

保守性の向上,②駅設備の監視操作用20"CRTとのインタ

チェンジ機能による信頼性の向上,③ITV との連動による

昇降機,ホームドア,シャ、,タ等の遠隔操作の実現,④最

適MMI(マンマシンインタフェース)による操作性の向上。

新交通システム用電機品

都市内及ぴ地域交通の中量輸送機関として,無公害で安

全・,1刈商・省力化を目指した新交通システムが各地で活躍し

ている。

平成3年3門に開業した愛知県・羽椛齢泉向けに電気機器

一式を製作・納入した。愛称"ピーチライナー"の駆動方式

は回路が単純で実績のある4象限チ"ツパ方式を採用,また

乗務員の運転操作の軽減を図る定速運転機能を備えている。

その他,受電変苛斤,空問波方式列車無線も併せて納入した。

また,6月には,千葉都市モノレールがJR千葉駅までの

延伸開業を行い,当社は増備車用電機品のほか,変電機器,

通信設備及ひ管理システムを納入した。

構内監視モニタ盤 大型表示盤

^

集中監視制御卓

ワンマン運転用列車自動運転装置

帝者6高速度交通営団南北線は,ホームドア方式のワンマン

運転システムである。当社はこれに対応、した列車自動運転装

置(AT0装置)を納入した。 AT0装置としては初めてトラ

ンスポンダ方式による送受信装置を採用し,その多情報仏送

機能を用いて,謝劇犬況に対応、した走イ玲11御及びホームドア

制御等に有玄力活用している。力行プレーキ指令は直列伝送に

よる多段ステ、,プとしたため,ほぼ連続制御とすることがで

き,滑らかでかつ正確な制御が行える。制御の方式としては,

人工知能の応、用分野であるエキスパートシステムを採用し,

列車の走行状況に応、じたきめ細かな制御が実現できた。この

装置の導入により,速くて,乗り心地の良い運転力洗実に行

われ,ホームドアの停止位置にも滑らか,かつ正確に停止で

きる。

、^

駅事務室

、
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車両制御情報管理装置

乗務員の支援及ひ車両保守の簡素化を目指した車両制御情

報管理装置(TIS)を,帝都高速度交通営団に納入した。

このシステムは,1988年に納入したTIS をべースにワン

マン運^融す応、としたもので, AT0及びマスコンハンドルか

らの制御指令をTISに入力し,優先論理をとった後, VVVF

とブレーキに仏送で指令する方式としているため,運転台周

辺のりレー等が大幅に削減できるとともに,制御指令の多段

化による滑らかなAT0運転を可能とした。

また,各機器の故障発生時の迅速かつ的確な処置を行うた

め,故障内容と必要な処置を運転台の画面上に表示するとと

もに,LCXを経由して地上の運輸指令所にその情報を送信

している。

車両駆動用インハータ制御装置

1990年に引き続き西日本旅客ε失道側向けに,大電力用ト

ランジスタを応用したVVVFインバータ制御装置を量産車

用として製作・納入した。

このVVVFインバータ制御装置は,前段にチ"ツパを備

え,3ステッフ変調方式を採用しているため,インバータ騒

音の低減・制御性の向上力溜られている。また,客先保守業

務の軽減のため,制御部に自己診断機能力糒えられている。

その他,4,50OV,3,00OA GT0 を用いた,8台モーター

括制御用のVVVFインバータ制御装置を,近畿日本ε失道繍,

京浜急、行彫失欄向けに製作・納入した。

{門=.、、.

瓢瓢゛羅ノ〒=;:yXセ辻_::"

Π 11111 1111Π1 111111 1 11111削

1Ⅲ1脚川棚Ⅷ1111削棚1Ⅲ1川1脚棚肌朧11
1Ⅲ111Ⅲ11ⅢⅢ1Ⅲ1柳1Ⅲ1剛Ⅲ11削脚胤剛11Ⅲ

1 11"柳1!11111胤1"リ1州"川
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帝都高速度交通営団向けTIS中央装置

鉄道車両用主電動機

インバータ電車の導入か'ますます盛人になり,誘導電動機

力津両用主電動機の主流になってきた。

新幹線では,高速走行のためぱね間質量である主電動機の

超軽量化が必す(須)である。東海旅客鉄道欄に396蚫で

製作し,量産納入した300系スーパーひかり用30okW主電

動機(写真)は,固定子鉄心を両側の鉄心岬さえと数枚の継

ぎ板で支持したフレームレス構造を採用し,両側のブラケッ

ト部をアルミ鋳物で構成したほか,冷却効率を大幅に改善し

て超軽量化を図り,1kW 当たり質量を1.32kg まで軽減し

た。さらに,軸受部でホ鯲及を施し,電食等の軸受不具合を防

止する工夫も盛り込人だ画期的な主電重力機である。

地下鉄や近郊電車もインバータ化が進み,帝者"高速度交通

営団9000形用主電動機 a90kw),西日本旅客鉄道制207

系用主電動機(1郭kw)を始めとして,多数の高速回ま新紳呈

西日本旅客鉄道像狗けVVVFインバータ制御装置

厚

量誘導電重力機を納入し,平成3年度の主電重力機製作台数に占

める誘導電動機の割合は65%にまで成長する予定である。

、

弓
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新幹線用主電動機
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車両用ブレーキ装置

当社では,空気ブレーキ装置の性能改善に電気指令式ブレ

ーキ装置を多数納入してきたが,帝都高速度交通営団南メ断泉

向けにAT0装置によるワンマン運転に対応するため,従来

の台車中継弁方式から,台車単位に作用装置を設ける台車作

用装置方式を採用したTRT・フブレーキ装置を納入した。

この方式は,台車中継弁を介さず,台車単位の制御によっ

てBC圧力の精度及ぴ応答性を向上するとともに,台車単位

の応荷重検知により,応荷重精度の向上も図り,力行及ひ回

生ブレーキカの精度向上と台車ごとの適正なブレーキカ分担

によるフラット防止をも図っている。

ファジー制御方式車両空調制御システム

最近の車両空調では,インバータ応用1鮴iとマイコン応、用

1鮒,の進歩により,空調制御アルゴリズムの開発が進み,よ

り最適な空調システムの導入力帷進されている。

特に,ワンマン運転化の車両では空調の年間全自動コント

ロール機能などの二ーズがあり,これに対してファジー制御

方式を導入した新しい空調制御システムを開発した。

この方式では,・1刈商i品度まで最短時問で到達するために必

要な空調機能力をファジー推論にて求め,これを更に外気温

度と乗車率によってファジー推論から求めた負荷係数及び

扉係数で補正するようにしたので熱負荷変動に対する制御応

答性が良く,また室温の安定性と省エネルギー効果力町与られ

るため最適な空調制御システムを実現することガできる。
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地下鉄用LCX列車無線システム

近年の地下'失用装置は省力化,インテリジェント化の傾向

にあり,列車無線も従来の誘導無線方式より雑音に強く, 高

速なデータ伝送の可能なシステムの要求が増加している。

当社はこれにこたえ漏えい同軸ケーブル(LCX)を使用し

た高機能な地下'失用列車無線システムを開発し,帝都高速度

交通営団南オ断泉向けに製作・納入した。

このシステムは通話系(複信),非常系,保守系の4波構

成で,通常の通話や非常,院蓮発報等の緊急情報のほか,非

通話時には車両制御情報管理装置からの列車情報を車上から

地上へ伝送して運行管理システムへ出力し,きめ細かな運行

状況の把握に活用するなど,データ伝送機能を十分に活用し

た将来の地下鉄列車無線の甥Eけとなるものである。

.

帝都高速度交通営団向け台車作用装置
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列車無線中央制御装置
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非接 IC力ード乗車券システム

'失道の駅では,磁気力ードを用いた自動改札システムカ漕

及しているが,定期券はケースから取り出して改札機に挿入

しなくてはならず旅客サービスの面から難点がある。これを

改善するため,出し入オ坏要な非接触IC力ードによる乗車

券システムの研究開発を側)鉄道総合技術研究所と進めてき

た。

このたぴ,当社では非接触IC力ードの薄形化と処理時間

の短縮改良を行い,改札システムとして実用性を高めること

ができた。また,1C力ードに券面印刷力河能でしかも繰返

し利用力河能な印刷井鮒イの研究開発も進めた。

さらに,小型化した改札装置を現行自動改キ幟に付加して

磁気式乗車券と併用するi謂貪も日本信号欄の協力を得て実

施した。

8.2 自動車

後輪操舵制御システム

富士重工業総からの依束頁により,共同で開発を進めてき

た頭記システムが,]991年秋に発売となった新型アルシオ

ーネSVX に搭載された。

このシステムは,ハンドルだ(舵)角と車速に応、じて後輪

を操舵することにより,中高速域での操縦安定性の向上と低

速域での小回り性の確保を図るものである。

このシステムは,後輪操舵を油圧をイ吏用せず電気モータで

行うことにより,制御特性の安定化とフェイルセーワ機能の

簡潔化を実現している。

コンピュータユニットは,制御系統部品に閔して自己診断

機能を持ち,診断の結果,故障と判定した時は前記モータの

§圃を遮断するように構成されている。

・式、ミ、

アンチスキッドブレーキシステム用コンピュータユニット

三菱自動車工業総からアンチスキ、,ドブレーキシステム

(ABS)用コンピュータユニ、,ト値CU)を受注し,1991年

1月に発売された新型パジェロに採用された。このABS は,

車の全'n動モード(RWD,ビスカスカ"プリング付き4WD,

直結4WD,直結4WD+りヤディファレンシャルロッ

ク)において作動し,市1腫加寺の車輪の過剰スリ、,プを防止す

ることにより,制動力,操舵性及び安定性を確保するシステ

ムである。車の安全性確保のため, ECU は出力状態のモニ

タ等,各種のフェイルセーフ機能を備えている。また,

CPU部は2プロセッサによる並列演算を行い,演算結果を

相互チェックすることによって誤動作防止を図っている。

非接触IC力ード乗車券と専用改札機

勿 .1お軸、、
'

亜

^

後輪操舵システム用各種コンポーネント

、

Ξ^^

、

^
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ABS用コンピユータユニット
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電動パワーステアリング用非接触トルクセンサ

電動パワーステアリング用トルクセンサの非接触化と高応

答性の要望にこたえ,従来のトーシ,ンバー方式と異なる新

方式のトルクセンサを開発した。

このセンサは磁わい(歪)の逆効果であるヒラリ効果を利

用し,る茲歪素片をステアリング軸表面に配備し,印加トルク

に応、じてる茲歪素片を通過するる茲束の変化量を検出コイルによ

つて検出し,トルクを計測しているので,非接触で応、答が速

く,耐久性にも優れている。

●トルク検出範囲:士9.8N ・ m 辻lkgf・ ml/φ16mm

●1品度範囲 :-30~+80で

駆動制御用高耐圧半導体圧カセンサ

近年,'陣力系・走行系などの制御力滴度化し,電子制御シ

ステムカ昿く採用されはじめ,各種の油圧を正確に早く測定

する圧カセンサの二ーズカ塙まった。このため,従来から保

有する半導体圧カセンサの1鮴iを展開させながら,高耐圧の

圧カセンサを4WD(4輪'剛)システム用に開発した。

高耐圧圧カセンサは応力鰯斤によるダイヤフラム升剣犬の最

適化や,過大な油サージからダイヤフラムを保護するフィル

タ構造等の採用によって高い破壊耐量を実現した。同時に広

い温度範囲(センサ部は15がので,精度良く安定した測定

ができるよう1品度補償を工夫し,また専用オペアンプを採用

して,高耐熱・高精度で,かつ小型のセンサを実現した。 こ

のセンサをべースに今後シリーズ化を図る予定である。

電動パワーステアリング用非接触トルクセンサ

●共振ノックコントロールシステム

エンジンのノ"ク周波数に共振する共振形ノックセンサ及

びエンジン制御ユニット内のマイクロコンピュータによる共

振ノックコントロールシステムを開発した。

このシステムは,従来のバンドパスフィルタ回路によるノ

,ク周波数選択機能をノックセンサに取り入れ,さらにノ、,

ク榔Uやノックセンサ故障検出等の各イ言号処理機能をマイク

ロコンピュータでソフトゥエア化することによって,ノック

コントロール用の電子回路規模を大幅に縮小したものである。

そのため,従来システムに比べて安価なノックコント

ロールシステムが実現でき,さらにノック制御マ、,チングパ

ラメータをソフトゥエアで設定することにより,開発工数の

削減力河能になった。

8.交

スタッドタイプ高耐圧半'体圧カセンサ

通

共振ノツクセンサとエンジンコントロールユニツト
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ホール式クランク角センサ

所望のエンジンクランク角度に対応したく住亘)形波を出

力するホール効果式クランク角センサを開発・量産を開始し

オこ。

このセンサは,ホール1Cと磁気回路によって構成され,

ホール1C とマグネットの配置,回路の工夫などにより,角

度検出精度力滴く,t品度,電源電圧変動の景解が小さい。耐

1且度・耐電圧サージ・耐ノイズ性に優れているなどの特長を

持っている。

また,イグニシ,ンコイル内蔵ディストリビュータの構成

部品の薄形化により,従来比10%全長を短縮したCIP・Uを

同時に開発し,このホール効果クランク角センサ内蔵品を新

たにこのシリーズに加えた。

今1爰進展する低価格車の電子進角化に適した製品である。

電子コンパス

最近アウトドア指向の多目的車に対する二ーズカ漕まって

いるが,これらの車には傾斜計・高度計・方位計(コンパ

ス)などの多連メータが装着されることも多くなってきた。

今回,三菱自動車工業繍の新形パジェロに採用された当社

の1昆度計付き電子コンパスは,ダッシュポード上面にヨ斐置し

た地磁気センサによって進行方位を検出し,当社独自のパノ

ラマ的表示で北中心又は南中心で16方位の指示を行ってい

る。また,車体の着磁による景解を補正する着る茲補正機能,

及ぴ地図上の北と地磁気の北との差を補正する偏角補正機能

を備えている。1品度計部は,車室の内外に設置されたセンサ

信号から,内外気i品度を切り替えて表示できるようになって

いる。海外での1吏用も考慮し,華氏度への変更も可能である。

ホール式クランク角センサ内蔵ディストリビユータ

自動車用埋込み形空気清浄器

乗用車の高級化,特に1拓直空間を追求する商品開発の一環

として埋込み形空気清浄器を製品化した。

この製品は1爰1常後部のシェルフ上に吸込口,吹出し口を設

けた高圧電気集じ人(塵)を行う装置であり,本体部分はト

ランクルームにミ斐置される。

1991年型マッダ欄センティアに純正品として装着され,

好評を得ている。

この装置は次に示す機能を備えている。

住)静粛運転

②高効率なろ(滝)キオ誘電による電気集塵方式

③煙センサによる風量制御

④フィルタ交換時期を告知

COMPASS

W^二LN下^L- E

11、、_/_1 1

'ー、、

THERMOMETER

パジエロ搭載の電子コンパス表示部

i

§

喬■

センティア純正空気清浄器
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光を用いた車間計測技'

主として高速道路で前方車との車間距離カミ不安全な追突の

危険のあ刷犬態になるとき,運*工者に警報する車間距離警報

装置に用いる高感度のレーダ技術を開発した。

レーダは赤外レーザダイオードを送光に用いたパルスレー

ダで,安全なレーダ出力で必要な測距能力を得るため,レー

ダ受信信号を単に広帯ナ或増幅するだけではなくサンプリング

し,イ因司波に変側妾更に増幅することで高感度を実現した。

主な特長は次のとおりである。

a)サンプリング方式により,受信感度を単純パルスレーダ

に比べて15dB向上し,10om の車間測距を可能にした。

②マイコンでサンプルパルスを制御することで,容易に

15Cmの距離分解能を得,測距精度力狗上した

半導体加速度センサ

産業機器や自動車などに用いられる半導体加速度センサ

MAS130]Tを開発した。この半導体加速度センサでは,半

導体のピエゾ抵抗効果を利用したひずみゲージによって加速

度を電圧に変換する。加速度検出感度を向上させるため,ひ

ずみゲージ部をエッチングによって薄肉化し,さらにビーム

状のセンサチップの先端におもりを設けた。

この半導体力U速度センサは,従来の圧電式や機キ戒式と比べ

て小型・軽量・高精度で応答性に優れ,またDCからの加速

度の検出力河能なため,産業用ロボ"トの制御や自動車のプ

レーキ制御等に最適である。

●加速度検出範囲:-14.フ~14.7m/S.1-1.5~1.5GI

●応答周波数 DC~10HZ

処理

タイミンク

発生

検出

距酢

迭光パルス

発生

CPU

包回一・七●・
A/D

変換

プクラマフル
遅延発生

LD レンズ

J,一◇0野,

送光

電流センサ

近年,車載電気負荷が増加し,オルタネータ(発電樹の

大容量化が進人できたが,電気負荷の変動はオルタネータを

介してエンジン負荷の変動となるため,特にアイドリング時

には回転数変動の原因となる。この電流センサは,オルタネ

ータに対する電気負荷量を検出し,エンジン回転を制御する

ために用いられるものでマツダ総に採用されている。車両

全体の電気負荷量を基に,各種条件下で発電の最適制御を行

うことにより,燃費向上も実現することガできる。当社の電

流センサは,電流が導体を流れるときに生ずる磁場をホール

素子で検出することにより,非接触での測定を実現している

ため,大電流に対しても電圧降下を生じず,防水構造の採用

や高信頼性設計によって,エンジンルーム内でのイ吏用も可能

となっている

レーダブロツク図

PD

工光
7しネルしンス

8

半導体加速度センサ MAS130IT

通

'^

半導体電流センサ

交



.

1991年は湾岸戦争に始まり,"バブル"がはじけて内外の

経済に大きな変化がみられ,企業設備投資と個人消費の_

本柱で支えられた大型景気も鈍化が目立ち,環境と心の大

切さが強く認識される年であった。

これまで家電市場は,社会環境とライフスタイルの変化

にマ、,チして成長をとげてきた。ユーザーニーズの多様化

は,家電関連機器の個電化・パーソナル化を強め,複数所

有,大型化志向,普及型と高機能型への二極分化を進めて

きた。

当社は映像,音響分野, HA,家庭情報分野及び家電並

びに住設機器の各分野を通じ,①基本性能の向上,②使い

やすさの向上,③インテリア性の向上などを主眼として,

新技術応、用,新素材応用による新製品を市場に提案した。

特に,人と環境にゃさしい製品を目指してフフジー制御技

術を広く適用し,省エネルギーやフロン問題へ取り組み,

再資源化のための製品アセスメントに着手,包装資材の削

減などを行った。

a)映像・音響分野

部屋の明るさや視距離,映像の状態を細かくマイコンで

検出し,ファジー制御で目にゃさしく,見やすい自然な映

像を再現する BS 内蔵テレビを発売した。ピクチャーイ

ンピクチャー機能を搭載,視野角を拡大しかつ外光反射を

低減したフラット&純プラックブラウン管を使用してい

る。

劇場の迫力をプライベートスペースで体験するAV シス

テム,"シネマヌーボー"を発売した。

高画質・高音質・軽量のビデオムービーは,4層基板や

チ・,プ部品の導入で小型化に成功,シーンセレクト機能や

手振れ補正機能の特長がある。

ディジタルオーディオ対応VTR は, S・VHS の高画質と

高品質音声が記録再生できる。カラービデオプリンタは,

A6サイズプリント用紙にビデオムービーやテレビのカラ

一映像をプリントできる。

スピーカーでは低ひずみ新磁気回路を搭載,低音用には

3軸織アラミ"ドハニカム振動板,高音用には炭化ほう素

振動板を採用した2ウェイバスレフ方式を発表した。

2) HA ・家庭情報機器

小電カコードレス電話機は子機を2台増設でき,親機か

子機からしか再生できないパーソナル留守録,市外通話は

料金の安い回線を選択する機能などを搭載した。

ホームバスシステム規格に準拠したHA システムと電力

自動検針システムで構成した家庭用デマンドコントロー

ルシステムを開発した。

③家電・住設機器

家庭用冷蔵庫では,学習しながら最適な運転状態を決め

るニューロ・ファジー制御,ラップの手間をなくすチルド

室の高湿度化,サイレントダクトその他による騒音の低減

などを行った。-30での深温冷凍,引き出しタイプのホー

ムフリーザーを発売した。

電磁誘導加熱を利用したジャー炊飯器とホットプレート

を発売した。ジャー炊飯器はインバータとファジー制御に

よる火力調節,内鍋は炊きムラを抑えるステンレスとアル

ミニウムの 2層構造を採用,かたさを 5段階に炊き分ける。

ホットプレートは料理に合わせた火力調節をインバータで

行う。速い温度上昇・下降,効率の良い加熱が特長である。

オーブンレンジはグリラーとオーブンレンジの加熱庫を

分け,それぞれに脱臭コーティングを施して料理の残臭を

和らげた。グリラーにファジー制御の自動焼き,レンジは

庫内2か所からマイクロ波を放射するツイン加熱である。

洗濯機にインバータ制御のダイレクトドライブを採用,

新しい駆動機構で振動・騒音も低減し,衣類に合わせて洗

い,絞れる容量8蚫の全自動洗濯機を発売した。

4.5kg容量の除湿形衣類乾燥機は,大物衣類の乾燥や夜

間運転に対応して,毛布乾燥コースを備え,制振鋼板でポ

タンやジッパーの衝突音を抑制した。

電気掃除機では大きい車輪で走行性に優れたトリムバラ

ンス型を発売した。軽々走行,自在に回るホースやロング

コード,グリ"プスイ"チ,収納などの操作がしゃすい。

エアコンは経済性と侠適性を求め,ニューロ温湿感コン

トロールを採用した。石油ガス化ファンヒーターではニュ

ーロ温感コントロールを搭載,その空気清浄機能は単独運

転ができオールシーズン向きである。

"ロスナイ"を使って熱損失の少ない全体換気とダクト配

管により,全室空調する住宅用換気冷暖房システムを開発

した。また,高静圧で風量の得られるダクト用換気扇では,

吸音プラスチ、,クと背面空気層及び遮音層の構成で低騒音

を得た。

ダクトセントラル空調システムでは,最適な風量制御を

行う技術を開発した。規格ダクトを用いて設計・施工が容

易,かつ省エネルギーのダクト空調ができる。

1台の照明器具で四つの生活シーンに最適な照明空間を

演出する"シーン"は,遅延消灯機能を搭載し,デザイン

バリエーションを充実した。

透明プラスチック板を積層した導光体と高輝度細管蛍光

ランプを組み合わせ,器具から離れた位置でも明るく照明

できる面発光技術を開発した。
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9.1 映像・音響機器

"ミラクルフェイス CTV" AP 1 シリース

快適な高画質を追求したハイクォリティ BS内蔵CTV,

ミラクルフェイス AP 1 シリーズ(33,29,25型)を発売し

た。このシリーズは,1991年度機種に搭載の3 D音声シス

テム,ネ躯巨離コントロール,オートターン機能に,新たに次

の特長を加えた。

(1)部屋の明るさ,ネ躯巨離,映像の状態をファジー制御によ

り,目にやさしく,見やすい自然な映像を再現(ヘルシー

A1機能)

②二つの画面で同時にAV を楽しめるピクチャーインピ

クチャー機能を搭載

③ネ見野角を広げ,外光反射を抑えたフラ、"ト&純ブラ、,ク

ブラウン管の採用(25型はりアルブラックブラウン管)

ディジタルオーディオ対応 VTR HV・V3000/CX・P3000

ディジタルオーディオ対応のS・VHS ビデオを開発した。

本体HV・V3000とディジタルオーディオプロセッサCX・P

30Ⅸ)との組合せにより,48kHZ 廿ンプリング,16 ビット量

子化の高品質音声が, S・VHSの高画質映像とともに記録再

生できる。主な特長は次のとおりである。

(1)本体内蔵のBS チューナーからディジタル音声はアナロ

グに戻すことなく記録可能である。

(2)ビデオヘ"ド,オーディオヘ"ドは,共に出力4討生の良

いセンダスト MIG へ、"ドを採用した。

③デ,キ部をぢ虫立支持し,外乱に強く,電気回E各基卜反との

干渉も低減するフローティングサスペンシ,ンメカを採用

した。

●カラービデオプリンタ CP-11

ビデオムービーやテレビのカラー則象をA 6サイズ(はが

き大)のプリント用紙に家庭で手軽にプリントできる高機能

高画質,薄型の昇華型ビデオプリンタを開発した。

本機は新開発の 3万ゲート LSI(1チ、,フうとフレームメ

モリにより,画像の記憶,モニタへの表示,画像処理ができ

るようになった。さらに,画質・色などに対し,各種の自動

補正機能,調整機能を開発し,256階調・1,670万色のフル

カラーの高画質を実現した。また,印写機構にはキャプスタ

ンピンチローラ機構で用紙をグリップする水平用紙搬送ス

イング方式を採用,業界一の薄型化(85mm)を実現した。

標準紙のほかにシール紙, OHP紙にもプリント可能で,プ

リント画面サイズは110mmX認mm である。

ミラクルフエイス 29C・API

9.家電関連機器

ディジタルオーディオ対応VTR HV・V3000/CX・P3000

カラーピデオプリンタ CP・11



二次元適応型YC分離フィルター(エキスパート DCFⅡ)

高画質TV, VTR用として1990年の製品以降に採用した

エキスパート DCF (Dynamic comb Filte日より画質を更に

改善する第_世代エキスパートDCF を開発した。第一世代

のエキスパートDCF は,テレビジョン信号を輝度信号と色

信号とに分離する際に生じるド、ソト妨害を大幅に低減するも

のであった。

今回開発したエキスパートDCFΠは,さらに特定の絵柄

等においてもノイズ低減を図ったもので次の特長を持ってい

る。

①新画像相関検出アルゴリズムによって微細な色パターン

上に生じるド、,ト妨害を低減させた。

②色信号用ディジタルフィルターの狭帯域化により,画面

の斜め方向の解像度を向上させ,クロスカラーを1咸少させた。

この方式をLS1化し, TV, VTR等に採用した。

スピーカーシステム DS-AI

DS・A1形は従来構造のキャビネットの振重力姿態で最も複

雑な挙動を示す天板部に着目し,肩部に振重力減衰特性に優れ

るカエデ集成材ブロックをイ吏用するとともに天板の面積を最

小とし,構造的に強度を増して響きと余静、の美しい音を得て

いる。また,升列犬的にも肩部の曲面が性能の向上とデザイン

上の特長をもたせている。

システム構成はシンプルな2ウェイバスレフ方式を用い,

1氏音用にモニタースピーカーで開発した三軸織アラミッドハ

ニカム振重力板を,高音用にはプラズマ1鶴寸による炭化ほう素

(B'C)振動板を採用した。また,交流磁界鰯斤によって開

発した高性能の低ひずみ新磁気回路を搭載した。

複合映像信号

1ライン
遅延

1ライン
遅延

■

水平 BPF

垂直 BPF

水平・垂直 BPF

*

ディジタルオーディオ空間光伝送システム

赤外光を用いてオーディオ信号を空間伝送するディジタル

オーディオ空間光伝送システムを開発した。このシステムの

主な特長は次のとおり。

1)ディジタル方式によって高品位な信号イ云送力河能である。

②ステレオ信号を異なる2経路で空間光イ云送する方式によ

り,人が横切り一方の光経路が遮られても途切れずに音力河

生できる。

③送・受信光学系の1又差を低く抑えて集光効率を向上させ

たために,20mまでの長い距離の伝送力河能である。

今後,このシステムをAV システム用スピーカーのコー

ドレス化に適用し,家庭用から業務用までの幅広い用途に対

応したレイアウト自由な新しいAV システムの開発を進め

る。

垂直非相関検出

+糎度信号
0-

二次元適応型YC分離フィルター構成

水平非相関検出

(*)BPF Band pass F1壮er

スピーカーシステム DS・A1形

受光部

DS S1形

ダイヤトーンスピーカー

発光部
送信部

ディジタル光伝送方式コードレススピーカー

.

ユキ,

信号処理部
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9.2 HA・家庭情報機器

コードレス留守番電話機 TL・SR52Y

小電カコードレス電話機に留守録機能を付加した102型の

TL・SR52Y を発売した。主な特長は次のとおりである。

①ヨコ型又はタテ型の子機を2台まで増設できる。

2 普i臣の留守録のほかに,親機又は子機からしか再生でき

なしソぐーソナル留守録をつけた。

③市外電話をかけるとき,通三辞斗金の安い回線を自動的に

選択するα・LCR機能を搭載した。

4 子機マルチカウンタで,バ、,テリ残量,通話時間,留守

録件数などの各種情報が一目で分かる。

⑤ドアホンを直接つなげるドアホンターミナルを親機に内

蔵した。

家庭用デマンドコントロールシステム

家電機器を制御して家庭の1吏用電力量を設定値内にするデ

マンドコントロールシステムを開発した。このシステムは,

家庭の省エネルギーと電力会社の電力需要の平準化に対応可

能である。ホームバスシステム規格に準拠したHA システ

ムと電力自動検ε十システムで構成され,両システムを接続す

るゲートウェイとデマンドコントローラの開発で,電力の遠

隔キ銭1のほか, HA システムと結合したデマンドコントロー

ル機能を容易に実現できた。

システムの特長は,電力量の設定及ぴ電力量の設定値に対

する制御対象家電機器を自由に選択できること,電力会社の

デマンドコントーロル要求受諾の可否ガできること,その結

果,家庭の事情に応じ柔軟性に優れた制御を実現した。

9.3 家電・住設機器

電磁誘導加熱式(1H)シヤー炊飯器

、冬、

令・

なべ(鍋)自体が発熱するので,昔のカマドのように周囲

全体から熱を加えることができ,ごは人をムラなく炊き上げ

る電磁誘導加熱(1印ジャー炊飯器NJ・CI0/18NH を開発

した。

主な特長は次のとおりである。

1 インバータ制御で,強火から弱火まで最適な火力で通電

2 ファジーとニューロ技術の応、用で,理想的な火加減に調

整

③鍋の外側にはる茲力線によって発熱するステンレス,内側

にはその熱を素早く均一に伝えるアルミニウムの二層構造

④お好みの味(かたさ)を"かため"から"やわらかめ"ま

で,5段階に選べる"白米炊き分け"機能

コードレス留守番電話機 TL・SR52Y

゛き、

'■

センタ計算機

气'

,・11二1

電力会社

一般家庭

ホームバスシステム

9.家電関連機器

家庭用デマンドコントロールシステム構成

5 "保温チェッカー"で季節による保温温度のバラツキを

抑え,保温が12時間を過ぎるとランプが赤くなって表示

電磁誘導加熱式(1H)ジャー炊飯器 NJ・CIONH

＼
・
y

.



2BOX タイプのグリラーオーブンレンジ

調理の"焼く"機能を追求し,肉・魚・野菜などをワンタ

,チの簡単操作で失敗なく,おいしく焼き上げる専用の加熱

庫を搭載した,2 BOX タイプのグリラーオーブンレンジ

RO-350GF を開発した。グリラーとオープンレンジの加熱

庫を分けることで,それぞれ最適加熱を実現するとともに,

においに対する不満も解消した。主な特長は次のとおりであ

る。

])グリラーはファジー制御により,素材の分量,1且度,
毛庁

源囿王,庫内1品度を総合的に検知する村各的な自動焼き

②庫内はグリラー,オーブンレンジ共に,調理後の残臭を

和らける脱臭コーティング付き

(3)オーブンレンジはマイクロ波を上下2箇所から出し,加

熱ムラを少なくした"ツイン加熱"方式

引き出し式卸温フリーザー'ウ゜ルワイド" MF・P212S

食生活の変化に伴う冷凍食品の増加やホームフリージング

の普及にこたえて,従来のフリーザーとは異なる形態の引き

出し式フリーザーを発売した。特長は次のとおりである。

])大容量205ι,上・下2段の引き出し式は食品の出し入

れや整理性が良く,各々専用の冷気吹き込みで迅速に,ムラ

なく冷却

(2)一般の冷凍庫がー]8での設定温度に対し,-30でまで

の冷凍ができ,この深温冷凍によって鮮度をより長くイ尉寺

(3)高さ85Cm,奥行60cm はシステムキ、,チンとの整合性

が良く,天井部はトップテーブルとしてイ吏用可能

4)扉の閉め忘れにドアアラーム,庫内1局、度の異常を検知す

る1品度警告機能を採用

毛布乾燥機能,静音ドラムを搭載した大容量衣類乾゜機

洗濯機の大容量化に伴う大物衣類の乾燥,夜問運転等での

静音化,更には健康清潔といった二ーズにこたえるため,毛

布乾燥機能,制振鋼板製ドラムを搭載した4.5kg容量の除

湿升依類乾側幾DR・D45F1を開発した。

その主な特長は次のとおりである。

①乾きにくく, fを燥スペースをとる毛布を安心して乾燥で

きる"毛布乾燥"コースの採用

②ポタンやジッパーの衝突音を抑制する,制1辰鋼キ反製の静

音ドラムの採用

③乾燥終了後,更に延長して約70での高温下で10分間運

転し,雑菌を退治する"キン退治"コースの採用

④乾けは自動的に止まるセンサ方式

グリラーオーブンレンジ R0350GF

ホームフリーザー MF・P212S

除湿形衣類乾燥機 DR D45FI(WH)
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住宅用"ロスナイ"換気冷暖房システム

、1刈直な住宅環寛づくりと空調に対する省エネルギー化を目

的とした高気密・高断熱住宅は,社会的な二ーズの高まりか

ら今や全国的な広がりを見るようになった。

一方,住宅の高気密化は室内の空気汚染・結露等の問題を

顕在化させ,換気の必要性力歌めて認識されてきた。

当社では,"ロスナイ"によるキ財員失の少ない全体換気と,

ダクト配管によって住宅全体の冷暖房力河能な"ロスナイ"

換気冷暖房システム"VL・803HCF"を開発した。主な特長

は次のとおりである。

1 "ロスナイ"によって杢財員失の少ない全体換気力河能

2 全体換気と全室空調によって建物内部の結露を抑制

3 ダクト方式のため省スペースで全室空調力河能

消音形ダクト用換気扇

ダクト用換気扇は,高静圧で密閉度の高い部屋でも確実に

風量力町昇られる。室内インテリアを損なわないことから,住

宅用をはじめビル・店舗なと業務用を含めて高伸長を続けて,

換気扇全体の半数を超える規模になった。

しかし,大きな風量のために音も高いと,短時間運転した

り,弱ノッチ運転などの使い方も散見される。

こうした状況に対応するため,吸音プラスチックを採用し

た画期的な消音構造を持つダクト用換気扇を開発した。この

製品は,吸音プラスチックと背面空気層及ぴ遮音層とで音を

吸収する構造で,実際に部屋に取り付けて運転した場合の騒

ダクトセントラル空ニシステムの風量制御方式

最近,住宅の多室空調の要求又は室内空気質(ほこり・に

おい)の向上の観点から,"ダクトセントラル空調システム"

に対する関心力滴まっているしかし,現在のダクトセント

ラル空調システムでは,ネ夏雑なダクト設計や各空調ゾーンヘ

の適iE1武量配分のために各ゾーンごとに手動調整が必要で,

しかも大幅な時問を要している。これらの課題を解決する新

しい風量制御方式を開発した。この方式は,システム設置・

施工後のi式i重転時に室内ユニット本体にリ又納された風量セン

サ・給気圧カセンサにより,ダクト網の通辰V浮性を自動的に

計測・鰯斤し,その特性値と運転時の空調ゾーンごとの室温

変化に応、じた必要風量の情報に基づいて,最適なVAVユニ

,トの開度角や送風機の制御を行うものである。この風量制

御方式の特長は次のとおり。

①ダクト網を安価で標準的な規格ダクトで構成することが

でき,ダクト系の設計・施工が大幅に簡易化される。

住宅用"ロスナイ"換気冷暖房システム VL・803HCF

音は,当社従来機種に比べて約5ホン以上低く,業界一の低

騒音化を実現した。

9.家電関連機器

三菱消音形ダクト用換気扇

②各空調ゾーンの定格風量を適切に設定することにより,

設置時の風量配分などの調整力ゞ不要となる。

3 送風エネルギーに無駄がなく,省エネルギーのダクト空

調力河能となる。

ダクトセントラル空調システム

、ー ＼
、



生活シーン演出照明器具"シーン"

"明るさ""形"から"演出性"へと変わってきた照明器具へ

の二ーズにこたえ,1台の器具で四つの生活シーンに最適な

照明空間をりモコンで演出できる"シーン"第巧単を既に発

売した(1990年)。

洋風和風又は部屋の広さを考慮したデザインバリエー

シ.ンとともに,高級品から普及品までの価格的にも商品群

の充実を図った(1991年,総計27機種)。

山りモコンの消灯ポタンを押すと,10秒間調光点灯後に

消灯する時間差消灯(遅延消灯)機能を追加

②天井に密着した薄形の直付器具(写真),シャンデリア

タイプ,普及価格のぺンダント形などバリエーションを充実

面発光照明技"'パネルライティング"

光ファイバの原理を応、用し,透明プラスチ、,ク板を積層し

て構成した導光体(光パネル)と高輝度細管蛍光ランプ(直

径約16mm)を組み合わせ,面発光でかつ光の照、射を所要の

方向に制御し,従来に比べて約]/2~1/3の超薄型(約25

mm)の照明器具を実現する照明技術"パネルライティング"

を開発した。

照明器具から雜れた位置でも明るく照明できる指向性のあ

る配光(バ、,トゥイング配光)により,均一な照度で照明し,

光の利用効率を大幅に向上させることができる。学習スタン

ドでは,従来に比べて約2倍の高照度を実現した。光はすべ

て光パネルを通るため,ランプカ値接見えず,まぶしさが少

なく,目に優しい光力并昇られる。

薄形直付器具 ZL2

高輝度細管蛍光ランプ

入射端

ン＼導光体

/.~
出射端

バットウィング配光

反射面

パネルライティングの構成
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社外技術表彰

1991年「ラム・メタル賞」を受賞

平成3年6月16日,元当社理事富永正太郎氏(現菱光コ

ンピュータ・システム株式会社代表取締役社長)が,ガス絶

縁開閉装置などの開発への貢献を評価され,米国電気電子学

会 qEEE)から,1991年「ラム・メダル賞」を授与された。

「ラム・メダル賞」は,正EEが「電気電子機器又はシステ

ムの開発に顕著な業績をあげた技術者に与える賞」であり,

1928年の設定以来63年目にして,富永氏が,日本人で初めて

受賞の栄誉に浴することになった。これは,当社在職期間中

の富永氏の「SF6ガス遮断器,酸イヒ亜ま合牙3避雷器,ガス"色縁

開閉装置の開発への貢献」が,高く二平価されたものである。

日刊工業新聞社第33回「十大新製品賞」を受賞

平成3年1月29日,日刊工業新聞社主催の第33回十大棄斤

製品賞贈呈式が開催され,「多元ICB装置」に対して当社社

長志岐守哉がr十大業斤製品賞」を受賞した。

今回受賞した多元ICB(クラスタイオンビーム)装置は,

ICB源を複委対莟載し,各クラスタイオンのエネルギーを1虫立

して制御することで,酸化物超電導薄膜等の化合物薄膜を大

面積に高品質かつ高速で成長させることを可能にしたもので

ある。

「十大新製品賞」は毎年一回,わが国の企業が開発,発表

した製品の中から優れた十点を厳選し,これを表彰するもの

で,本受賞は,大学における最先端の研究成果を実用的な工

業1鮴iに育て上げた当社の功績力漕い評価を受けたものであ

る。

第38回「オーム技術賞」を受賞

◇

平成2年U月15日,第38回「オーム技術賞」贈呈式が学

士会f官において開催され,当社中央研究所高橋貢,福山

製作所山県伸示が「超限流遮断器の開発量産化」により,

「オーム技術賞」を受賞した。

今回受賞した超限流遮断器は, S上ⅥC技術を適用した限

流ユニットを標準タイプの酉遜泉用遮断器に接続することによ

り,世界最大クラスの遮断容量20okAの達成と優れた限流

性能を実現させた。

「オーム技術賞」は電気科学技術や電気事業の進歩発展の

貢献に対し与えられる権威とイ云統をもつ賞であり,本受賞で

三酔泉用遮断器の遮帥生能を向上させた当社の1鮴M靖忍められ

た。

ラム・メタル賞

第33回十大新製品賞贈賞式
冴@グ日刊工業新聞社

JJ"i:' U .,、・,

'.、亀}、,':,:..、.,_禽』,誕゛
↓、走il'

1",1",▼、
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オーム技術賞

1990年
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第33回十大新製品賞贈賞式



士外技術表彰一覧表

]990年Ⅱ月~199]年10月受賞分

受賞順に掲載

●神奈川県発明考案展運営協ミ会事務局・奨励

「フフクシミリ送受信機FA・61」

「スピーカーユニット」

三菱電機株式会社

●マガジンハウス像)・第6回デザイン・オブ・ザ・イヤー

「アクチュエータ ACT-10」

三菱電機株式会社

●兵庫県

科学

「昭和49年から51年にかけ,世界最大級の

超伝導同期発電機等の試作実験に成功」

・・・・・・・・・・・・・・・・岩本雅民中央研究所

技能顕功

「衛星通信用アンテナ大物構造物組立」

一中嶋伯行通信機製作所

●制発明協会・兵庫県支部長賞

r耐熱性電気絶縁物の製造方法」

生産技術研究所

ーーーーー村上忠禧・金子雅之・岡本五郎・角正行

中央研ノi ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・石井勇雄

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・内侮良和材料研究所

・ーーー村上義寛京都製作所

●制日本包装技術協会

第27回全日本包装技術研究会・秀研究発表

「輸出用パソコンの包装/物流合理化」

コンヒュータ婁1イ乍亘斤・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1頁i妻毎女ラ1ミ

「製品輸送強度の解析シミュレーシ,ン」

・・・・津村日出男生活システム研究所

●財防衛装備協会・平成2年度防衛装備協会

「レーダ散乱断面積解析システムの研究開発」

・一青木 t告鎌倉製作所

・・・・・・・・・・・・昔農正敏本社

・・・・・・・・・・・・・・砂原米彦電子システム研究所一

●制兵庫工業会・職域における創意工夫者表彰

兵庫県知事賞

r進行波管(マイクロ波増幅用真空管)の構造改善」

・・・・・・・・・・・・・・・安倍博通信機製作所

会長賞

「自動ネジ供給装置ネジ切出しユニ、,トの考案」

・・・・森田務通信機製作所

「大物精密度コルゲートホーンのメッキ方法の改善」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・1ぎ]マ示ぞ手通信機製作所

「装置内発塵対策による硯化ガリウム 1C製造歩留りの向上」

光・マイクロ波デバイス研究所

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1奏1,1王lil^1セ'・ i去ミキi1§^ji艾・オオミ11aj1雪:冊司

●電信電話技術委員会・功賞

「1SDN ユーザー・網インタフェース

(レーヤ 1)標準化活動の推進」

一内藤悠史通信システム研究所

●世界包装機構・世界包装コンテスト・ワールドスター賞

「ペンダント型住宅用照明器具の包装」

1主t舌システム石升多tji1〒一・ーーーーー・・ーーー自1」i畢,共^・倉反^張姦iJ]

●独ハノーバーメッセ CeBIT事務局

Die gute industrieform( i f 賞)

rビデオコピープロセッサー P・66EJ

rパーソナルコンピュータ mP386S/20」
「ファックス FA・320Z」

三菱電機株式会社

●牝日本機械工業連合会

優秀省エネルギー機器表彰(平成2年度)

「低温水熱源ヒートポンプ利用養殖システム」

三菱電機株式会社社長

北海道電力株式会社と共同受賞

●情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)

VCC1設立5周年記念表彰

「vcC1発展に貢献」

コンピュータ製作所 ・三瓶富雄

●制日本印刷学会・論文

「ハードコピー装置に適した画像圧縮法」

生活システム研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・岡賢郎

●⇔■情報処理学会・全国大会奨励賞

「実行モデルを用いた実時間制御システムの動作監視」

中央研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平井健治

●財防衛技術協会・発明

r送信回路の発明」

本社 ・一瀬戸信二

●制日本水質汚濁研究協会・論文

「フェノールおよび安息、香酸のメタン発酵1手性」

中央研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ノ」、キ1く毎女Ⅱ刀

●制電子情報通信学会・篠原記念学術奨励

「KU帯プリディストーシ,ン形等径路りニアライサ」及ぴ

「多数キャリャ入力時におけるSSPAの混変調歪の検討」

乍目二子システム而升与t只li -・・・・・・・・・・・・・・ー・・ー・・・・・・・・・・・・三1ミキ公^tム

●牝日本電機工業会

平成3年度電機工業技術功績者表彰

進歩賞

「A1を応用したエレベータ群管理システム」

稲沢製作所 ・・・・・・・・・・・キ毎田安手Ⅱ

・・・・・・・・・・・・・・・・・福田豊生産業システム研究所

「フフジイ温感コントロール付石油ファンヒーターの開発」

一福野克哉・宗前覚群馬製作所

三菱電機技報・ V01.66 ・ NO.] 1992
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発達賞

「ホームエレベーターの開ぢ色」

稲沢製作所 杉山美樹・岩田茂美

「275kv,30OMVA 液冷却式ガス絶緑変圧器の完成」

赤穂製作所 ヅ亡r'CI・ー・中i翠%1言]

「スパイスルーム採用 5 ドア冷蔵庫 MR-B45J の開発商品化」

伊藤千明・八木稔静岡製作所

「暖房ネゞトワークシステム対j心電気力ーペットの開発」

菅原作雄生活システム研究所

功労賞

「空心CT をj心用したディジタル化母線保護システムの開ξ劫

制御製作所 ,臼井正司・磯松信夫

「新形サーキソトプロテクタの開発」

福山製作所 山先伸作・山県伸示

「電気冷蔵庫用超靜音口ータリー圧縮機の開発」

静岡製作所 平原卓穂・川口進

@京都府

科学技術功労者表彰

「DAT規格化の推進」及び「光へ,ドの開発実施」

確子商品開発研究所 国井郷志

第35回発明考案功労者表彰

最優秀賞

咋苛子銃の発明」

京都製作所 野阪英荘

産業システム研究所 ・鷲野翔一・

表彰

「コマ収差補正装遣の発明」

京都製作所 利安雅之

「vTR のノイズイレース(NE)ヘッドサーポ技術の発明」

磁子商品開発研究所 城下賢司

「vTR のノイズレススチル再生技術の発明」

屯子商品開発研究所 藤井敏史

京都鍵町乍所 山本善イ_ι

戯電気関係学会関西支部連合大会実行委員会・奨励賞

ワ高画質YC分雛力式の一検寺上

竃子商品開発研究所 山口典之

嵒科学技術庁・第50回注目発明選定証

「レーザ装置」

中央研究所 女、,に左§マ台

生産技術研究所 田中正明

命兵庫県・発明賞

「耐熱性電気絶縁物の製造方法」

生産技術研究所

村上忠、禧・岡本五郎・金子雅之・ 角正哘

中央研究所 石井勇雄

材料・研究所 内海良和

京都製作所 村上義寛

目エネルキー・資源学会・第4回技術賞

「高効率・脱フロン極低温フリーザの開発」

長崎製作所 ・二川暁美・

中津川製作所

本社

美喜男森

菅波拓也

野問口有

花沢利行

・石田松彦

・井上証策

● Consumer Electronics show'S Electronic lndustries

Association

Design & Engineering Exhibition Award

「37"カラーテレビ CS35×フ,他 3 点」

三菱電機株式会社

命住分発明協会愛知県支部・愛知発明表彰

「エスカレーター装置」

稲沢製作所 浅野

本社 後藤

@画像電子学会・平成2年度研究奨励賞

ら咸算型算術符号における符号化効率とその向上方式」
通信システム研究所 吉田雅之

125

@閥電気学会・第47回電気学術振興賞

優秀論文発表賞

「磁気ニューロン素子のネットワーク化」

産業システム研究所 羽下哲司

論文賞

「大容量竃源系統のオンライン安定化制御方式の開発」

制御製作所 合田恕、弘・押田秀治

東京篭力株式会社と共同受賞

「アナログ半導体のサージに起因する劣化と経年変イヒ

犬島浩産業システム研究所

争仲■低温工学協会・平成3年度大山記念奨励賞

「ギフ才ードマクマホンサイクル冷凍機によるへりウム液化

の成0上 、

長尾政志中央研究所

●制日本瓦斯協会・技術賞

ワ島性官をレンジフードの開発」

中1、北川製作所送風機製造部

園 IEEE signal processiηg society ・1EEE 論文賞

rphoneme Recogn】tion using Time-Delay NeⅡral Networksj

花沢利行情報電子研究所

●制空気調和・衛生工学会

技術賞(建築設備部門)

「大阪市大温室「咲くやこの花食島空気調和設備」

薮和也関西支社

関西電力株式会社,大阪市と共同受賞

技術振興賞

「高性能レンジフードの開発」

三菱電機株式会社

●制日本鋳物協会・豊田賞

「電動機鋳物の製造方法の確立」

名古屋製作所 外山隆・干場俊昌・立松静夫

働国際電気通信基礎技術研究所, ATR自動翻訳電話研究所

ATR発明・論文表彰

rHMMIR音声認識システムの性能評価」

情報電子研究所

勝
茂



●小平記念会・平成3年度小平記念賞

「アナログ半導体のサージに起因する劣化と経年変イヒ

・・・・、・・犬島産業システム研究所

●制日本電設工業協会・'91電設工業展・通商産業大臣賞

「三菱漏電遮断器New suP改 NV シリーズ」

三菱電機株式会社

●日刊工業新聞社・第21回機械工業デザイン賞・奨励賞

「産業用ロボットムープマスター RH-M2コ

三菱電機株式会社

●制応用物理学会

International solid-state Devices and Materials

Young Researcher Award

rcharacteristics of Junction Leakage current

Formed by High Energy lon lmplanねtl0Π」

LS1研究所

●マガジンハウス欄

第7回デザイン・オブ・ザ・イヤー賞・銅賞

「AV コントロールセンター①A-P7000の」

三菱電機株式会社

畠通商産業省・平成3年度グッドデザイン商品選定

「家電・情報・産業機等 39点」

三菱電機株式会社

●制発明協会・中国地方発明表彰

特許庁長官奨励賞

「低圧気中アーク制御技術」

久常文之・山県伸示福山製作所

中央研究所

三菱電機技帳・ V01.66 ・ NO 1 ・ 1992
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特許庁長官奨励賞及び実施功績賞

「低圧気中アーク制御技術」

山本啓一福山製作所

●ヰ■情報処理学会・平成3年度研究賞

「形式記述1支法を用いた適合性試験システム」

勝山光太郎情報電子研究所

●神奈川県高圧ガス協会

平成3年度優良冷凍関係責任者表彰

山根雌二情報電子研究所

命制発明協会・兵庫県支部長賞

「コイル問エネルギー転送回路」

・鹿野義郎・東野重紀神戸製作所

鰯制発明協会・近畿地方発明表彰

京都支部長表彰

「電子銃」

野坂英荘京都製作所

・・・・・・・'・・・鷲野翊一産業システム研究所

科学技術庁長官発明奨励賞

「vTR のノイズイレース(NE)ヘッドサーポ才支術の発明」

城下賢司・大川雄敬・西田好宏電子商品開発研究所

実施功績賞

rvTR のノイズイレース(NE)ヘッドサーポ技術の開発・

事業イヒ

大西良一電子商品開発研究所

、、ノー、_^、ノ「、J^ノ

寺地淳一

吉安
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カラートピックス ( 2 )

●内部改質方式溶触炭酸塩型燃料電他

●ハイビジョン静止画ディスク装羅

@光変調オーバーライト光ディスク装羅

●アナログメモリ付きモノリシ,ク光ニューロチソプ

●次期原子カプラント新型中央計装システムの開発・検証

●関西竃力快犬山開閉所向け世界最大容量154kV士80MVA SVCの完成

●関西竃力欄枚方変電所向け275kv,30OMVA液冷式ガス絶緑変圧器

●中部確力{掬豊根開閉所納め新形託okv cls

●火容量PWM 制1卸GT0 インハータの

キルン郭動用可変速システムへの適用

●三菱超大型形膨り放確加工機 M30OK

命小1轡凡用シーケンサ"AIS シリーズ

●オゾン発生装置

●地球資源衛星 1号(ERS・1)

●衛星通イ'受信用平面アンテナ

●VSAT システム用屋外ユニット

●VSAT システム用屋内ユニ,ト MS510

●VSAT システム用屋内ユニソト MS520

●超小型挑帯電話

●中部電力側納め統合OAシステム

●汎用上位機 EX900 シリーズ

●MELCOM80/GS ファミリー

●U淵X ワーウステーション ME RISC シリーズ

●三菱クライアントサーバコンピュ、ータ"aprlcot シリーズ"

● 16M ビノト DRAM

●ASIC 展垪Ⅱこ適した TRON 仕様32 ビットマイクロプロセソサ

●ミリi皮帯超低雑音T削ゲート HEMT

月オレンジプッケ対応追記型CD用光ビ,クァソプの製品化

●新乗用エレベーター"ACCEL・AI'

●低騒音・床置形パソケージエアコン PSH・FK 形

●三菱インテリジェントビルシステム"マイバスインテグラ"

●マルチメディアディスプレイシステム

●営団南北線9000系車両竃機品

●西武鉄道総納め運行管理システム

●リーンバーンエンジン制御システム

6DSP による車載用サラウンドシステム

e高画質・五劣言・質ミニムービー MV・S30

●DD 全自動洗添リ幾"LUXE" AW・A80VI

●ニューロ・ファジー,高i易脱突チルド"冷凍冷蔵庫" MR・C42K

●より1夬適に経済がNこアクティブ七ービングエアコン"霧ケ蜂"

●空気沽浄機付き石油ガス化ファンヒーター KD-306VA

●トリムバランス型の軽々走行タイプ電気掃除機

三菱電機技報
V01.66

NO.1
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「技術の進歩特集」目次

●ケミカルヒートポンプ

●ディジタル型りアルタイム系統解析シミュレータ
゛子、

子商品1.2

●音声画像同時通信静止画テレビ遊話

●ディジタル VTR用高能率符号化技術

●第二世代 EDTV じ欠世代ワイドテレビ}

●スピーカー用音智再生技術"ディジタル同村1リニア"カ、式

●磁気へ,ド可動用小型フクチュエータ

1.3 情報処理

●並互1垪蛎兪マシン PIM

●オブジェクト指向による OS1上位刷ソフトウェア

●C/C一によるエキスパートシステム開発ツール EXTKERNEL・Ⅲ

●CTRON 応、用ソフト開発支桟システム

●りアルタイムグラフィノクサプシステム

●ト,プダウン設計を実現したプロセノサの開発システム

●VCM搭叔大容技フレキシブルディスク装櫂

●フルカラープリンタに適した高希度画像圧縮方式

1.4 電子機器

●定速走行シミュレータ

●昼夜連紛藷家働可能な交通流け測画像処理アルゴリズム

Bフフジーオートチューニングコントローラ

●アンテナビーム方向の粘窃瀬1"E法

●スペウトル拡散レーダ用符号系列

●レーダ断面砧の解析技術

●移劇"本通信用 SAW フィルタ

●小型・薄型光合分波モジュール

●如GH2帯段問直結形高出カモノリシ,ウ FET揃幅暑品

1.5 電子デバイス・材料技術

●非線形効果のサイズ依存性

●高i品超電導ジ,七フソン索子

●コイルポビンー体烈液品ポリマースビーカー振動板

●ポリマートランジスタ

●エキシマレーザ用レジスト

●高分解能透過電子顯微鏡による原子配列解析

●ディジタル VTR用破気へソト

●PGS 用 SF6ガス掘れ七ンサ

●広帯域AC電源ノイズフィルタ

●STM/STS による Si表師評価

●0.6μm 高速 CMOS/S01 プロセス

●GaAS 基板を用いた長波長 PIN-FET受信OEIC

】.6 生産技術/評価・診断技術

●換気扇 CIM

●CIM を指向した小型遮断器組立ライン

●物流拠点FAシステムー三菱電機鱗西部物流センターー

@カラーブラウン管検査装橿

●墾性加工高精度シミュレーシ,ン

●ICB による超平滑薄膜形成技術

●C02レーリによる高速セラミ"ク膜形成技術

●TCP実装用レーザ0LB技術

●酸化物薄琳り杉成用アクティブビームガン

●エキシマレーザ加工装置の高効率転写光学系

●CVD装置用インプロセス膜厚モニタ

●絶緑膜欠陥の高感度評価法(RTsi却

●Ⅱ層曲面多層配線板の製造技術

●紫外線照射によるプラスチソク・金属の接着性改善

偲6)

1.研究・開発

1.1 エネルギー機器

●原子法ウラン濃縮用レーザシステム

●平均出力50OWの大出カエキシマレーザ技術の開発に成功

@礎気駆動アークの走行現象

●高温超電導膜応用限流器

●交流用ニオプ3すず超電導コイル

●大型加速器用超竃導二極電磁石

●重イオン加速用超電導ライナック

●高エネルギービーム研究設備の稼働

●小型へりウム液化機

●ヒートパイプ式消雪'パネル

(27)

他D

(22)

(3の

化の



2.電力・エネルギー

2.】発電分野

畠煉、f力ξ倉選プラント

鴫火力発遊プラント

皐タービン発屯機

儲冶炭焚火力発越所向け石炭ミル用 PAMEータ

熔水力発難プラント

曇りン醍型撚料磁池

@太陽光発箪システ1、

●.二菱マテリアル{掬苅田]J易向け

白家""谷御玩統合制御システム MILTAS

2.2 変電分野

串小部屯力脚北鹸変磁所向け単樹

500/275kv,1.000/3MVA 単巻変}_十器

晶呑港遊力向け玲2kv,60MVA純ガス式低騒高ガス絶綜変"1器

命光P'「・CI,鉦接点制御回路を適用した次世代変屯所用 GIS

命允什1電力郭北長崎変遊所納め 240kV全'樹一・括形GIS

像関四磁力峡大飯J原子力発竃所向け発屯主回路按続装枇

●磋気芝断器史勳用真空進断器

身小都電力鵬加茂制御所淘け大規模4.中監幌刷御

水系・贇通用システム

●憐岡屯力陶讃岐剛閉所向け自動巡視ロボノト

2.3 受配電分野

急アモルフ了ス変圧器

働哘島受配磁用新型C・GIS(キュービクル形ガス絶献開閉装織)

轟中都屯ノJ側向け配屯線自劇Πヒシステム用・f局釧御衾紹

●屯力斯給用複合計器

考MCI>3 形染中制御表示装縱

三菱篭機1女繊・ V01.66 ・ N0 1 ・ 1992
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命汎n1インハータ'下R-A200 シリース

●材靜J形サイリスタプロテクタ"SP50・K"

島新形諏卞"迎断器 New supor NV

●新形低1十気中迎断器 S叩er <E 形

3.5 環境・広域システム

●丁{芝,1タ」裟器のインテリジェント化

3.民生・産業用システムと機器,

3.1 民生・産業用電機品

臼劃、網匙問":延機用サイクロコンバータ駆動交成屯動撫

怠鉄綱ル延補機用誘導竃動機轍M・A0 のシリーズ化

命新Ⅱ本製鐵練オ乱■製鐵所納め NO,2

迎続焼鈍ぷ備用 EIC統介化刷御システ1、

昂5,Z50kV八大規模掘夕1屯施硫父議

3.2 管理・制御・計測システムと関連機器

畠孫菜支援エキスパートシステム

傭プラントデータトレースバソウシステム

●B/NET Ⅱ,1辺機器

号磁lfiL屯力1'針

屠遊・fJ、タイムスイ,チ" TSE-2D 形, TSE-2S 形"

壱バイブ内商形状七ンサ

3.3 生産システムと関連機器

俵ワイヤ放竃加1機"DWCHOSA"

等高織能ハイロングァーム形一本針本縫い上'ト送りミシン"1N2-3750"

●施・fバターン縫いミシン"PLK-A シリース

舎機械捌Π1用ワークローディングロポンド'RV・KI0"

患誕じ01ロポ'ノトビノクァー 1、" RH・P33'

歯汎用シーケンサ"M以ぶEC-A'、用へD511"13インテリジェント

(45)

4.宇宙開発と衛星通信

4.1 衛星関連

●技術試験衛¥Ⅵ型(ETS・Ⅵ)搭載用イオンエンジン PMも

亀技術試験衛墨Ⅵ型佃TS・Ⅷ捕織用太陽確池パドル

畠衛早オ芥絃小縦瓣那小児IDC/DC コンバータ

偽インテルサ,トⅥ搭織用 10W/16W 1田体確力増枇器仔

働MUSES・B 搭,鞭スペース VLB1 アンテナ用一次放射器

●衞呈搭枝昇"民湖アンテナの電力変形分離冽定法

●ケーブル構造形*J"析プログラムの湖発と

VLB1那アンテナ鏡血成診への適用

4.2 字宙基地・宇宙機関連

働宇1封用ロボソトテストベノド

●宇衝笑験,観測フリーフライヤ(SFU)捕城鄭メインコンピュータ

●宇ai実験・観1則ワリーフライヤ(SFし)シミニレータ

翁宇街用スターリング冷凍機

4.3 宇宙用材料・部品関逕

備二迎型ヒートパイプ

畠宇偸用複介材料の時凶依存熱変形解析

忠宇俗用料科,干価のための醍索唖子密痩,井刈技術

4.4 衛星通信地球局・天体観測

@東京ガス開納め保安用待」星通イロシステ1、

偽衛呈通イ';地球J■靴規刷御衾譜

郷衛星通イJ"織局用アンテナ制御喪俗

●14GHン朧 20W 出力固休イヒ曜力増船器

勢国際剥H争受佑噂用地球上.}(TVRO)役備

儀ナく理!光¥リ尓夕H県鼎通1尭用脚"尭チョノビング十之桝

蛋遊波ホログラフィによる鮠血i,呉荒,Π1断'

越鋤

(59)

(50)
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@汎川シーケンサ"ME1ぶEC-A"ΠI AD57G 形グラフィソク

●超小刑スーパーマイクロ"FX0 シリーズシーケンサ"

3.4 汎用電機品

鼎AC ダイナモメータ

●ミシン用 AC サーホ父1訟"りミサーポX"ハイパワーシリーズ

●誘導形大容:゛ AC サーボ"入Ⅱ江ぶERVO・V<シリース"

@キヤードモートル" GM・H シリーズ"

布2)

(74)

ンニ1、ー

5.情報・通信

5.1 無線通信システムと機噐

必特定小篭力掘線竃'袋捌"コールメイト11

串PSTN 接莪機能刊き MCA システムの制街リ,1ヅ'織

5.2 光通信システムと機器

●商途 LAN の阿際橡準・FD郡・11に',拠した

MEI.HET RI{川ハイブリ,トシステ 1、

尋2 、1Gb那多電中雛共1段

a2 ・1GbpS 光伝送装滞

色品述ディシタル光りンク

53 右線通信システムと機器

●',速パケ,ト交井き饗滞," ME11<X 3000'

券ディジタル磁 f交換樣 M磁ぶIAR ES2700

臼超商途N通紙 G3 フブクシミリ

働フプウシミリイ'1・り'多甲共紲 FC・3000

●国際1加fイ獣打' TV 会"詮用ビデオコーテ,ク推VC・8100

串8kbpS 仟j打コーテ'ノクモジュール

5.4 コンビュータとワークステーション

念縦松{掬抽jけ新端太システ1、の術築

号三愛公営競技小継M椛システ1-・地妓に分散された芥神競技場に

不"1欠の,飢件1上・心H口頼竹三・'汁'1ゴ指システムー

島ME シリーズの址上位機三菱エンジニアリング

ワークステーシ,ンMI530/550E/350F

命エンジニアリングワークステーション ME520

(63)
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.A17 ークステーション MELCOM PSI/UX シリーズ

.EX シリーズにおける TCP/1P サポート"TCP/1P・εX"

●MNA-P での ISDN サポート

●MELCOM80 FTAM

●MS-windowS 3 0 上の端末エミュレータ"5370]S"の構築

.SIS を支える MELCOM80 基幹菜務システム

命オフコン"MELCOM80"光磁気ディスクシステム

.設備資産管理システム"FASTPI"AN"

●マルチメディア文書処理 DOCMASTAR

.多様な設計・手怯に対応できる三菱設計支援システム"MELCAD・MD "

.三菱ウライアントサーバコンピュータ"ap"cot"シリーズ用

日本語 MS OS/2 LAN マネージャ、・・ Vご 0

尋三菱クライアントサーバコンビュータ"aPれCot"シリーズ用

Netware V3 11

.MAXY MS・wmdowS 3 0 での仮想デハイスドライバ

.ソフトゥエア品質管理支チ慶システム"SPARKS"

5.5 周辺・端末機器

.小型.大容量90mm霄換形光ディスク装羅 ME・3EI

.3 5 インチ4Mバイトフレキシブルディスク装織

●ラインサーマルカラープリンタ G6710

.昇華"乙フルカラープリンタ S3600

●レジコン" T380O POS ターミナル

●フプームバンキング(FB)鄭朋端末

.自治体証明冉自動交付装諮

6印刷文ヰニ忍轟装剖"OA・OCR"

.オペレータに優しい高解像度カラーディスプレイモニタのシリーズ化

.埋め込みセルテスト生成システム

.LS1チソプ裏面からの動作解析方まの検討

.冷凍桜採用による超低温テスト白動化装超

6.2 半導体素子

●45kv,4kA GTO

●GT0 パワープリノク

令周波数分割多重光通信用半導体レーザアレー

●780nm,50mw oDD 用半1馴本レーザ

B超高速光通伝用プリアンプ1C

●高周波重畳モジュール

命40GHZ帯モノリシソク偶高周波ミクサ

邑超低雑音 HEMT MGF4318D/MGFW}8D

.自動車用IC化大気圧七ンサ

6.3 電子デバイス

.36型ワイドスクリーンブラウン管

.3 管 1 レンズ式プロジェクタ用5,5インチ投写鴛

●90mm 光磁気ディスケドライブ用光<,ト

.ホーム FAX 用サーマルプリントヘゞドQ シリース

6.半遵体と電子テハイス

6.1 隻積回路

.4M ビ,トバイト/ワードワイド DRAM

●4入1 ビソト CMOSSRAM

● IM ビノト高述 SRAM

.超高速 256K ビット CMOS SR<M シリーズ

命16Mビソトフラソシュメモリ

.GⅥLR゛M M327 フミリー開発ツール

● M33210FP-20 (C"釈O M32/100)

.ページプリンタコントローラ俳}発用 GⅧα川32 ビ,ト MPU 搭載ボード

.EPROM 内藏超1■速]6ビ,トワンチ,プマイクロコンヒュータ

.エンジン制御用大容りメモリ内藏那ビ,トワンチップ

气,イクロコンヒュータ

.SCS1 嚇用コントローラ M357呪E2AX X XFP

●インテリジェント 0SD8ビ,トマイコン

島0 8μm cMOS ゲートアレーのシリーズ化(M60080 シリーズ)

命 1 0μ肌 CMOS 七ルベース 1C

● 10OMH.二次元 DCT コア LSI

.高画質VTR用紳、度福号処理IC

園パソコン用゛ミ示コントローラ M6450OFP/AFP

.シリプルバス内蔵 5 ×フト,トタイプ蛍光表木管コントローラ

入166004SP/FP

●90mm 光ディスク装諸用 LS1及び半導イ本キソト

●光ディスク用誤り訂正 LSI

.世界址商速,高粕度阿期クロ,クジェネレータ M6艇35FP

●コードレス電話用半導体

.コードレス屯話用秘話IC

.磁話用アナログ化号切啓え/ミキシンク'1C M66260FP

.世界最大容1' 12M バイト DRAM 力ート

.1EIDA 什様に牟拠した・業界初の DRAM 力ード

傍J1才妾触 IC 力ード

亀アナログ標凖回路検索システ1、

n06)

(80)

フ.建築関連設備・システム

フ.1 昇降機

.中闇鋪り拶H寸き超高揚程エスカレーター

.長行程商速斜行エレベーター

.エレベーター用 2時問酎火ドア

フ.2 冷凍・空調機器

岳セパレート〕杉スポノトエアコン" MDC-TA シリーズ"

.四ン1j向吹きカセ,ト形パ"ケージエアコン"PLH-GKD

@業務用右圧換気扇シリーズ"標凖タイプ・インテリア格・fタイプ"

●定温除湿乾燥機

.冷蔵食鹸.の鯨度詐価技術

@冷'鄭車冷却システム"新鮓座クールマルチ"

.七パレート形空冷式大剛スクリューヒートポンプチラー CSH

●大測スクリュー圧縮機

.一体空冷式スクロールマルチコンデンシングユニ,ト

.特定フロン規削リす応口ータリ圧縮機

B特定フロン規都"打'横形口ータリH.旨謎幾搭城冷凍機

.稔合冷沫空隅ネ,トワークシステ'、"M・NET

明照フ.3

●丁t 菱畷1リ川111節システム" super・ME1ぶAVE'

魯都市段観にマ、,チした局外1蛾明器熨

フ.4 ビル管理システム

.某篭幻.七ンター納めビルm汽〒理システム

●アク七スコントロールシステム

フ.5 映像情報システム

●大剛カラー映像表水装輝

●マルチ悩報表示システム

四4)

絽3)

給心

n0励

四7)

(107)
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通交8

8.1 電気鉄道

.礎気浮上式鉄通

.京成電鉄1掬バス運行M桜システムの充成

●分散形確力管理システム

.地下鉄駅i没備の統介化システム

.新交通システ'、用磁機遍.

.ワンマン運ギ'用列卓自動運転装躍

.卓両制御情帳答到装羅

目車両駆動用インバータ制御装羅

急鉄道東両用主電動機

.市両用フレーキ装羅



●フフシー制御方式坤丁珂空調制御システム

●地下鉄用LCX列車鉦線システム

●非接触IC力ード乗車券システム

8.2 自動車

●後輪操舵制御システム

●アンチスキノドプレーキシステム用コンピュータユニソト

●竃劇ν{ワーステアリング用非接触トルウセンサ

●駆動1山釦用高耐圧半導体圧カセンサ

●共振ノ,クコントロールシステム

●ホール式クランク角センサ

●1セ子コンノ{ス

●自動Ⅲ用埋込み形空気1古浄器

●光を用いた車問引額11技術

●半導体加速度センサ

@電流センサ

9.家電関連機器

9.1 映像・音響機器

●"ミラクルフェイス CTV" AP1 シリーズ

(] 12 )

●ディジタルオーディオ対応 VTR HV-V3000/CX-P3000

●カラービデオプリンタ CP・H

@二次元適応型 YC分雛フィルタ(エキスパート DCFID

●スビーカーシステム DS・AI

●ディジタルオーディオ空問光伝込システム

9.2 HA・家庭情報機器

●コードレス留守番電話機 TL・SR52Y

●家庭用デマンドコントロールシステム

9.3 家電・住設機器

●電磁誘導加熱式 qH)ジ十一炊飯器

●2BOXタイプのグリラーオーブンレンシ

●引き出し式深温フリー→デー"プルワイド" MF・P212S

●毛布乾燥機能,静音ドラムを搭載した大容墨衣類乾燥機

●住宅用"ロスナイ"換気冷暖房システム

●消音形ダケト用換気扇

●ダクトセントラル空調システムの唖U辻制御方式

●生活シーン演出照明器具"シーン"

●面発光照明技術"パネルライティング"

<次号予定>三菱電機技報 V01.66 N0 2

特集論文

@を頭言

@メモリ・マイクロコンピュータの現状と動向

@6・1M ビット DRAM 技術

@16Mビットフラソシュメモリ技術

@学習機能付きニューロチノプ

●大規模並列処理向きデータ駆動型マイクロプロセ,サ

●16M ビソト DRAM

●NM ビノトバイトワイドDRAM

g4M ビット CMOS スタティソク RAM

●超高速256K ビット氏CMOSSRAM

@高速バーストモード 16M ビ,トマスク ROM
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センチユリータワー

昇降機

^1-

東京御茶ノ水に事務所ピルとして完成し

たセンチユリータワ一は,外壁がすべてガ

ラス,内部は吹抜けアトリューム構造のユ

ニークな建物である。エレベーターは,乗

場を全面ガラス,かこの正面・側面を格子

窓ガラスで構成し,開放感のある空間をつ

くゆ出している。

建物の壁面をM台のエレベーターが昇降

する様子が見え,また建物を上昇するとき

乗客は外の壮大な景観を楽しむことができ

る。

^^

東北・上越新幹線

東京駅プラットホーム(東京都)

.
气「

隨

,

照明

ここから駅のホームが変わります。平成

3年6月, dR東北・上越新幹線の東京駅

乗ゆ入れにより,ホテルのロピーのような

ホームが誕生した。この照明デザインは,

メーカー3社によるコンぺで当社に決定。

建築を含めたトータルなデザインと,他の

ホームからの景観も考慮した質の高い光の

設計が高い評価を得た。主な光源は,Π0

VV蛍光灯の問接,累明,20OVV水銀灯,70VV

H口1で中央アーチ天井をθ鴛らし上げ,ホ

ーム両側は蛍光灯とH口1を組み合わせた

特注器具となっている。

このように光色と明るさが織りなすサ買明

の効果をフルに生かしながらこれからのホ

ーム照明を提案・実現している。

伊勢丹相模原店

(神奈川県)公共歩廊

.

関西電力株南港発電所

"スカイタワー"(大阪市)

2 ホテル川久

青い海・青い空が広がる南紀白浜に,超

豪華なホテル川久が落成した。この建物は

世界のその道に精通した多くの工芸職人が

参画したグローバル,かつビッグなプロジ

エクトである。時代・国境を越えた過去か

ら末来へのメッセージが,建物からこだま

してくる印象を人々に与える。エレベータ

ーもいろいろな国の素材を基にコンセプト

デザインされており,人々の空間移動のー

コマを彩っている。

圏

大阪港の玄関口にふさわしい発電所とな

るよう計画された南港発雷所。"スカイタ

ワー"の愛称で親しまれる地上高20omの

煙突は,美しい曲線の外壁でおおわれ景観

面においても配慮されている。特に夜問の

ライトアップは,頂上照明・演出照明・ベ

ース,累明と三つに区分され,時問によ1つ,

季節により,それぞれ異なった表情を見せ,

新しい大阪の夜景を創出している。

また,この発電所は燃料に天然ガスを使

用するほか,ライトアップに必要なほとん

どの電力を太陽光発雷システムでまかない

環境保全にも万全を期すとともに,終夜ラ

イトアップすることによって大阪湾の船舶

に一種の灯台の役割も果たしている。

全国信用金庫連合会厚木

システム開発センター(神奈川県)

丹沢のふもと(麓),豊かな自然に包まれ

た厚木市,森の里の高台に平成3年3月,

全信連システム開発センターがしゅん位麦)

工した。

本格的なインテリジエントビルとして計

画されたこのセンターは,オフィスの照明

は全室OAルーバーを用いたファインベー

スシステム天井で,快適な照明空間を実

現している。

また,特に全階の廊下は,天井をすっき

りとさせると同時に壁面を明るくした画期

的な照明で,廊下という狭い空間を広がり

を持った開放的な雰囲気に演出している。

光源は蛍光灯卯VV1灯,アルミ白色ルーバ

一付きの特注器具で,壁面と床面を同時に

明るくすることのできる配光を持ち,連結

部のランプを重ねることによって明るさの

ムラをなくしている。

_ー、^"___.__
^号

'、』一ー

伊勢丹相模原店は,市の凹世紀に向けて

の総合的都市再開発事業における商業施設

の核として,このほどオープンした。

同店は,何よりも感動あふれる百貨店で

あることをテーマに,明日の快適な暮らし

を提供する生活博物館"ライフミユージア

ム"として計画された。中でも公共歩廊の

2~4階吹抜け空問は百貨店の空問である

とともに,地域商店街と文化ホールや住宅

地との連絡通路でもあり,営業時問外も利

用される。このため,ベース,軍明である700

VVメタルハライドランプと250VV高演色形

高圧ナトリウムランプによる混光照明を昼

・夜・深夜等,時間帯によって点滅制御す

ることにより,変化する街並みの雰囲気に

調和する空問をつく緯のり出している。ま

た,天井面をカラー調光し,楽しい演出も

行っている。
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